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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　その者、大志を抱いだき、万事に備うる計を持つ。


　高貴なる家に生まれ、更さらなる高みを志す若き騎き士し。





　その右みぎ腕うでは黒き漆しつ黒こくの豪ごう腕わん。


　過ぎし日の挫ざ折せつの証にして、来たりし栄光への誓ちかい。





　騎士、若くして軍を率いたる将となる。


　されど将の前に立たち塞ふさがりしは、なおも厚く高き壁かべ。


　将、二度目の挫折を知るも、天、手を差さし伸のべたり。


















　序章　黄たそ昏がれの戯たわむれ










《力が望みか。資格を持つ者よ》





　このとき目の前で起こった不可思議な現象を、フィリップはごく当然のものと受け止めていた。両りよう膝ひざを地に付け、神に祈いのりを捧ささげるがごとき体勢のまま。


　冷静に考えれば有り得ない話だ。周囲からすべての音が完全に消え去り、そして周囲の光景すべてが、まるで時が止まったかのように静止しているその光景は。


　先ほどまでうるさく耳を叩たたいていた雨音も急に止み、それどころか無数の雨あま粒つぶが空中で静止しているのが見える。雨粒だけではない。まさに今、フィリップに薄うす汚よごれた刃やいばを叩きつけようとしている数人の傭よう兵へいたちも、まるで彫ちよう像ぞうのように身じろぎもしなくなっていた。


　そんな静止した時の中にあって、ある動きが、フィリップの眼前で生じようとしていた。


　空から少女が舞まい降おりたのだ。


　ただし──それは天の使いなどと呼べるような存在ではなさそうだった。


　見た目は十にも満たぬ、幼い少女のようだ。しかしその表情に浮うかんでいるのは、百の齢よわいを重ねた老人にもまねは不可能と思えるような、冷れい酷こくな笑みだった。身に着けた黒い衣服と相まって、天の使いなどではなく、煉れん獄ごくからの使者と表現する方がはるかに妥だ当とうだと思える。


「待ちかねたぞ」


　それが、この状況にあってフィリップの口を衝いて出た最初の言葉だった。


　少女の形をした何かは、意外そうに眉まゆをひそめた。


《ほう。この状じよう況きようにも、そして我を見ても驚おどろかぬか》


　それは妙みような響ひびきを持つ声だった。声色は見た目通りの少女のものなのだが、その声はフィリップの耳を介かいするのではなく、まるで脳へと直接届けられているかのようだった。


　しかし、今のフィリップにとっては、そんなことも些さ事じに過ぎない。


「私は神々に奇き蹟せきを要求し、そして今まさに我が眼前で要求通りの奇蹟が起こっているのだ。何を驚くことがある？」


《なるほど。さすがは我が契けい約やく者たる資格を持つだけのことはある》


　苦笑するように笑った少女は、フィリップを見み据すえるように目を細めた。


《では告げよう。我が名はパンドラ。我が黄昏の主の命により、汝なんじのもとへ遣つかわされた精せい霊れいだ》


「ほう。五ご彩さい神ではなく、黄昏の神の御み使いということか。なるほど、確かに未だ人の世には知られておらぬ神がいたとしてもおかしくはないか」


《解かい釈しやくは好きにするがよい。汝に必要なことは、我や我が主の正体を知ることではなかろう》


「もっともだな。おまえたちの正体に興味などないし、面めん倒どうごとも好かぬ、早々に話を進めるとしよう。それで、代だい償しようは何だ？」


《なに？》


　パンドラは意外そうに眉をひそめた。


「だから、私に力を授ける代償は何かと聞いている」


　ごく当然にそう訊たずねるフィリップに、パンドラは苦笑した。


《面白い、汝のような契約者は初めてだぞ。いいだろう、確かに我は汝にささやかな力を授ける準備がある。代償は一つ。我を汝の助言者として受け入れること。そして定めは一つ。我が存在を他者に知らしめる行こう為いを禁じる。それだけだ》


　今度はフィリップの方が眉をひそめる。


「それだけでいいのか？　私に万の生いけ贄にえを捧げよとでも要求されるのかと思ったが」


《我が主はそのような無ぶ粋すいな要求などせぬ。どのみち、汝が内に秘めし野望を実現したとき、我らは何もせずとも大地は血に染まろうしな》


「なるほど、違ちがいない」


　自じ嘲ちようするように笑う。


「いいだろう。その程度の代償ならば喜んで契約に応じよう」


《よかろう。ここに契約は成った。さあ、立つがよい。汝に与あたえられたほんのわずかな慈じ悲ひを知り、そして汝の存在を他者に知らしめるがよい》


「……ぬ？」


　この瞬しゆん間かん。フィリップは自分の体に起こった異変に気付いた。


　体が軽い。いや、正確に言えば、甲かつ冑ちゆうの重さが感じられなくなったと言うべきだろうか。


《気をつけるがいい。汝の周囲にいる傭兵たちは、すぐにでも襲おそってくるぞ》


　その言葉の意味を測りかね、フィリップは思わず周囲を見回した。


　そして、自分に武器を突き立てようとしていた傭兵たちの存在を思い出す。


　常識的に考えれば絶体絶命の状況だ。もし彼らの硬こう直ちよくが解け、四方八方から攻せめ立てられれば、さすがに勝ち目は少ない。


　だが、フィリップは不敵に笑った。


「好都合だ。与えられた力とやらを試すには丁度よい」


《よくぞ言った。では最初の生贄を捧げよ。汝に我が契約者たる資格があることを、我が主に示すのだ》


　次の瞬間。


　周囲の時が、再び動きだしていた。


　雷らい鳴めいが耳をつんざき、雨粒が頰ほおを叩く。そして、粗そ末まつな武器を構えた傭兵が殺さつ到とうしてくる。


「…………」


　無言のまま、フィリップは体を動かした。


「なに!?」


「き、消えやがった!?」


　傭兵たちからしてみればそのようにも見えたのだろう。それほどにフィリップの動きは軽やかだった。フィリップ自身、信じられぬほどに。


「これが、契約の力か」


　満足げに唇くちびるを歪ゆがめたフィリップは、剣けんを抜ぬいた。やはり軽い。数日間森をさ迷い疲つかれ切っている体であるにもかかわらず、まるで鉄ではなく小さな小枝を持っているようだった。


　そして、フィリップと傭兵たちの戦いは始まった。だがそれは、戦いというより虐ぎやく殺さつというべきだったかもしれない。


　フィリップは神速というべき速度で傭兵との距きよ離りを詰つめると、相手が体勢を整える間も与えず剣を叩きつけ、腕うでごと相手の体を切きり裂さいた。


　人にん間げん離ばなれしたその戦いぶりに残った傭兵たちが動どう揺ようを来す。その隙すきを見み逃のがすことなく、いよいよフィリップの虐殺ぶりは本格化した。重い甲冑を身に着けているとは思えない速さで地を駆かけながら、人の体が分断させられるほどの強きよう烈れつな一いち撃げきを次々叩き込んでいく。斧おのの柄えごと鉄の鎧よろいを切り裂き、片足を切り落とされて命いのち乞ごいする傭兵の喉のどに容よう赦しやなく剣を突き刺さす。


　その戦いぶりは悪あつ鬼き妖よう魔までさえ眉をひそめそうな凄惨なもので、傭兵たちの戦意はたちまち尽つきていった。


「うわあああ！　し、死にたくねええ！」


　やがて一人の傭兵がそう叫さけびながら身を翻ひるがえすと、まるで堤てい防ぼうが決けつ壊かいしたかのように残りの傭兵たちも次々その後を追おうとした。


　が、できなかった。


「未来の王に剣を向けておきながら、逃にげられるとでも思ったか」


　返り血に身を染めたフィリップは、傭兵たちに執しつ拗ような追つい撃げきを仕し掛かけた。


　あるいは傭兵たちも、バラバラに逃げていればまだ何人かの命は助かったかもしれない。しかし人の形をした絶望を目の当たりにした彼らは、一人になることに恐きよう怖ふを抱いだき、仲間と共に、あるいは仲間の後を追って逃げようとした。


　それゆえに、フィリップの魔ま手しゆから逃のがれることはできなかった。一人殺され、二人殺され、ついには最後の一人が命乞いの言葉を口にしている最中に、体を真っ二つにされる。


　血肉に染まった森の中で、フィリップは呟つぶやいた。


「剣がもたぬな」


　それが最初の感想だった。自分に与えられた力の凄すさまじさや、たった今奪うばった命のことなどどうでもよかった。


　そんなことより考えねばならなかったのは、武器のことだった。強大な力で敵の刃を、鎧を、骨を砕くだいたためだろう。自じ慢まんの剣は刃こぼれが激しく、もういつ折れても不思議ではない状態だった。何か名めい剣けんでも手に入れなければ、今後の戦いに支障をきたすであろう。


「まあいい、後で考えるとするか」


　幸いここは戦場である。質にさえこだわらなければとりあえずの武器には困らない。


《どうであったかな、汝に授けた力の威い力りよくは》


　唐とう突とつに、脳裏に声が響いた。と同時に、パンドラの小さな体が足元の地面から浮かび上がってくる。


　まるで人が生えてくるかのような不気味な光景であったが、フィリップは動じもしなかった。


「悪くはない。これならば北の軍勢も恐おそれるに足らぬわ」


《満足してもらえたのなら結構なことだ。だが、これだけは覚えておけ。汝の体に宿ったのはほんのわずかな慈悲に過ぎぬ。矢の一本、槍やりの一ひと突つきで死ぬ体であることに変わりはない》


「いいだろう、それぐらいでなければ張り合いがないというものだ。ところでパンドラ。おまえは我が助言者となったのだろう？　ならば二つ聞きたいことがある」


《何かな。答えられるものであれば答えよう》


「まず一つ。その全身黒ずくめの恰好は変えられんのか？」


　その質問は意外だったのか、パンドラは目をしばたたいた。


《ふむ。そのような要求は初めてだ。試みに問いたいのだが、我が衣に何か問題でもあるのか？》


　フィリップは見せ付けるように右手を胸の前で握にぎり締しめた。黒い籠こ手てに包まれた右手を。


「闇やみのごとき陰いん気きな黒は私にこそふさわしい、そう思っただけのことだ。別に変えられないというのであれば構わぬ」


《なるほど。まあよかろう、所しよ詮せん恰好など飾かざりに過ぎぬしな。ではしばし汝と共にあり、汝の助言者に相ふさ応わしき色を見据え、然る後変えるとしよう。二つ目の質問とやらは何だ？》


「我が行く道を示してもらいたい」


《良かろう。どこへ行きたい？　街の場所か？　それともまず身を休めるか。近くにある木こりの小屋にでも案内するか？》


「馬ば鹿かげたことを言うな」


　パンドラの提案を、フィリップは一笑に付した。


「もはや身を休めている時間などあるものか。次の戦場へ私を誘いざなえ、要求することはそれだけだ」


《良かろう。それこそ我が主の望むところ。付いてくるがいい》





　パンドラの導きに従い、その場を立ち去ろうとしたとき。


　一度だけ、フィリップは後ろを振ふり返かえった。


　視線の先──大きな木の根元には、フィリップがその人生でただ一人師と呼べる人の軀むくろがさらされている。


　多少の差異はあるものの、グリア大陸全土において、死者を大地に帰すことなく放置すれば、その者の魂たましいは天へ昇のぼることができず、悪あく霊りようとなって人に害を及およぼすという言い伝えがある。


「墓など作ってやらぬぞ、ギルマード」


　フィリップは、あえてそう告げた。


「そのまま大地をさ迷う悪霊にでもなって、私の生を見届けるがいい」
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　第一章　北方拠きよ点てん







　　　　　１





　ベールセール王国とレアニール連合王国との間に横たわるシエゴラス山脈は、その峻しゆん険けんさで知られている。雲にも届こうかという高い山々が延々と連なり、その山頂付近は万年白い雪ゆき化げ粧しようを施ほどこされ、獣けものもほとんど存在せず、唯ゆい一いつドワーフたちが好んで住処としているだけである。


　そんな険しい山脈のただ中に、人々は城じよう砦さいを造った。それがベールセール王国の国境防衛の要、ダルム城砦である。


　山脈の中にある小さな盆ぼん地ちを利用して造られたその城砦は、決して巨きよ大だいというわけではないが、周囲の険しい自然がそのまま天然の防ぼう壁へきとなって北国の侵しん略りやくを阻はばみ続けてきた。


　もっとも、それも一月前までの話である。現在の城砦の支配者はディレニア軍となり、国境防衛の要として使われていたはずの城砦は、今や侵略軍の後方拠点として機能していた。


「ようやく……たどり着きましたね」


　そのダルム城砦を、ジェレイド率いる一千のボルネリア軍は、ついに視界に捉とらえることに成功していた。


　もっとも、そのボロボロな姿を見れば、軍ではなく難民の群れにでも見えたかもしれない。それほどに彼らは疲ひ労ろうの極致にあった。シエゴラス山脈には南北に貫つらぬく街道があるが、ジェレイドたちはディレニア軍に発見されるのを防ぐため、獣けもの道みちに等しい間道を通らざるを得なかったためである。


　ただでさえ険しいシエゴラス山脈である。岩だらけの地面は彼らの足を痛めつけ、急な傾けい斜しやは体力を奪い取り、遮さえぎるものなく吹ふき付つける冷たい風は彼らの気力をも奪い取った。その労苦は並なみ大たい抵ていのものではなく、重軽傷者は実に百名に届こうかというほどで、死者が出なかったのが奇き跡せきと思える状態だった。もし今が夏ではなく、入山があと一月も遅おくれていれば、確実にもっと多くの被ひ害がいが出ていただろう。


　ジェレイドでさえ例外ではない。険しい山道を歩くに当たっては馬を使えない場所も多く、自身の足で歩かざるを得なかったためである。普ふ段だんの運動不足がたたったのか、すぐさま足の裏には豆ができ、痛みと疲労に悩なやまされたものの、部下に余計な気を遣つかわせまいとどうにか歯を食くい縛しばって歩き続けてきたのだ。もっともその結果、逆にその弱々しい足取りを存分に部下たちに見せつけることとなり、かえって不安を煽あおることともなっていたのだが。


「で……どうやってあの城砦を攻せめ落とすつもりなんだ？」


　そう尋たずねたのは、ジェレイドの二倍以上の体重がありそうな巨きよ漢かんの戦士、テオドリッジである。


「もう兵士たちは限界だ。兵ひよう糧ろうももってあと三日、後方からの補給も期待できない。この状態で城しろ攻ぜめなどできるとは思えんが」


　過去、ジェレイドはテオドリッジに絶体絶命の窮きゆう地ちに追おい詰められたこともある。そのテオドリッジにそう問とい詰められると、どこか怯ひるみがちになってしまいそうになるが、これ以上部下たちの前で醜しゆう態たいは見せられない。ジェレイドは一度大きく呼吸してから言った。


「まず部隊を二つに分け、城砦の南北にある山道を完全に封ふう鎖さします。あなたには北側の部隊を率いてもらいますよ」


「千の兵をさらに半分に分けるのか？　まさか兵ひよう糧ろう攻ぜめをするつもりではなかろうな。今の我らの兵力では、もしディレニア軍が城砦から打って出てくれば到とう底てい防ぎきれぬし、そもそもこっちの兵糧が先になくなるのが関の山だぞ」


「もちろんそんな策は使えませんよ。まず軍旗を多く掲かかげ、僕たちが大軍のように見せかけます。そのためにベールセール軍の軍旗だけはたくさん持ってきたんですからね。ディレニア軍からすれば、こんなところに敵の大軍が出てくることなど有り得ないと考えるでしょうが、念には念を入れてすぐさま打って出てくるような危険はまず冒おかさないでしょう。あの城砦内にはそれほど多くの兵力は残ってないはずですし」


「なぜ分かる？」


「そうなるよう手を打っておきましたので」


　この山脈へと入る前に、ジェレイドはオリビアの父である商人を通して、ディレニア軍にある情報を流していた。


　フィリップ将軍が五千の兵を率いて北上しているという情報だ。そして、ディレニア軍がそれに対たい抗こうするもっとも有効な方法は、大規模な兵力で包囲殲せん滅めつすることであるとも伝えてある。


　そもそも、今回ディレニア軍がダルム城砦を攻め落とすことができたのも、元はといえばジェレイドが流した情報に踊おどらされたからである。そのディレニア軍のことだ、同じ情報源からベールセール軍に大きな被害を与あたえられる好機を伝えられれば逃すはずはない。ダルム城砦の駐ちゆう留りゆう兵力を最小限にしてでも戦力をかき集め、フィリップ将軍率いる五千の兵を迎むかえ撃うつに違ちがいないのだ。


「いつの間に手を打ったのやら」と、テオドリッジが苦笑する。「まあいい、では仮に奴やつ等らの封ふうじ込こめに成功したとして、その後はどうする？　我らには攻城兵器の一つもないというのに」


「その心配はいりません。多分、一兵も損なうことなく城砦は落とせるでしょうから。相当卑ひ怯きようなことをするんですけどね」


「悪わる知ぢ恵えだけは昔と変わらずか。いいだろう、ではその手しゆ腕わんを見せてもらうとしようか」





　　　　　２





　ディレニア軍のゼーバルト将軍からダルム城砦の守備隊長に任じられたのは、アンドレイという壮そう年ねんの男だった。


　ダルム城砦は、ベールセール王国へ長ちよう駆く侵しん略りやく中のディレニア軍にとっては、兵站を守る最重要拠点である。しかしダルム城砦は堅けん城じようであるし、この城砦に通じる南北の山道は共にディレニア軍の支配するところとなっている。敵に襲おそわれる可能性はほとんど考えられず、それゆえ守備隊長に任じられたアンドレイは、守備の指揮官というよりは兵站の管理者としての役割の方が大きかった。


　実際、彼の風ふう貌ぼうも武人というよりは商人といった方が適切かもしれない。日ごろから鍛たん錬れんは積んでおり、大おお柄がらといえば大柄なのだが、筋肉よりも贅ぜい肉にくの目立つ体に、かなり丸みを帯びた顔つき、いささか闘とう志しに欠ける草食動物のような目つき。その上前線から離はなれているということもあって、彼は鎧よろいの類も身に着けていなかった。


「アンドレイ隊長！　敵が現れました！」


「なにぃ!?」


　そのとき食事中だったアンドレイは、報告を聞くとパンをかじりながら城砦を飛び出し城じよう壁へきを駆かけ上がった。


　報告通り、確かにベールセール軍の軍旗である赤い旗が城砦の南北に翻ひるがえっている。


「ほう、よくこんなところまでやってきたものだ」


「い、いかがいたしましょう、隊長。敵は数千はいると思われますが……」


「なに、大した問題ではない」


　山々に翻る無数の赤い旗に恐おそれおののく部下たちとは対照的に、アンドレイは動どう揺ようを見せず、悠ゆう然ぜんとパンを口に放り込んだ。


「このシエゴラス山脈の出入り口は我が軍が支配している。奴等は大方間道でも通ってここまで来たのだろうが、それでは大量の兵糧や攻城兵器の類を持ち込むことも不可能だ。あの赤い旗は我らを脅おびやかすためのこけおどしに過ぎぬよ。我らの兵力は二千しかないが、守りに徹てつすればどうとでもなる」


　シエゴラス山脈は、高く険しい山々だ。その厳しい環かん境きようがそのままダルム城砦にとっては何より厚い防壁となる。それゆえに過去、ディレニア軍はこの城砦を陥かん落らくさせるために莫ばく大だいな犠ぎ牲せいを払はらってきたのだ。


　今度はベールセール軍がその犠牲を払う番となったのだ。城攻めには守備側の三倍から五倍の兵力が必要とされる。二千の軍勢が立て籠こもるこの城砦を攻めるには六千以上の兵力が必要になる計算だが、狭せまく険しい間道を使っていたのでは六千の兵力を維い持じすることなどできない。


「しかし、奴等らを放置すればこの城砦は完全に封鎖されてしまうでしょうし、そうなれば本隊への補給が途と絶だえることに……」


「山道を封鎖されたとて、すぐさま本隊への補給が途絶えるわけではない。その間に援えん軍ぐんを呼び寄せ、内と外から攻め立てればよい。黒くろ魔ま術じゆつ師を呼べ、至急テーアブールの街に連れん絡らくを送るのだ」


　他国へ長ちよう駆く進しん撃げきするに当たり、懸け念ねん事項の一つは情報伝達の遅ち延えんである。その対策として、ディレニア軍は風の黒魔術師の手配を怠おこたりなく行っていた。


　間もなく呼び出された黒魔術師は、直ちにシエゴラス山脈の南側の出口にあるテーアブールの街に報を送った。


「四日も待てば援軍の第だい一いち陣じんがやって来よう。それまでは警けい戒かいと防衛の準備を怠るな」


　アンドレイのその指揮ぶりは、誰だれが採点しても及きゆう第だい点を与えられるものだっただろう。あるいは、他の誰が同じ立場に立ったとしても、アンドレイ以上のことはできなかっただろう。


　にもかかわらずこのわずか一日後、事態は一変し、城砦の所有者は交代を余儀なくされることとなるのである。
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　翌日の昼過ぎのことである。


　未だダルム城砦とその周辺に変化はなく、両軍のにらみ合いが続いていた。


　そんな折、異変が起こった。それも城砦やその周辺にではなく、アンドレイの体にである。


　初めは腹の違い和わ感かんだった。昼に軽く食べた食事が、いつまで経っても腹の中に残っている感じがしたのだ。


　何か悪い物でも食べたのかもしれない。しかし兵士たちの上に立つ者が少々の体調不良で休むわけにもいかない。アンドレイは異状を感じつつも、ベールセール軍の様子を窺うかがうため城壁の上に登った。


　そして、多くの兵士たちが青白い顔をしてへたり込んでいるのを見つけたのである。


「何をしているおまえたち！　そんな様でもし敵の攻こう撃げきを受けたらどうするつもりだ！」


　もちろんアンドレイは激げつ昂こうして叱しかり付けたが、それでも兵士たちの動きは鈍にぶい。


　不可解なことだった。敵が間近にある状じよう況きようでは、兵士たちも危機感に駆られてきびきびと動くものである。にもかかわらず、この体たらくは一体どうしたことか。アンドレイが首を傾かしげていると、副隊長が息せき切ってやってくる。


「た、隊長。お伝えしたいことが……」


「どうしたというのだ、おまえまで青白い顔をしおってからに」


「ま、まさにその件です。正午を過ぎてからというもの、体調不良を訴うつたえている兵士が続出しております」


「何だと!?」


　思いもよらぬ報告だった。


　ここの兵士たちだけではなく、城砦全体の問題だというのだ。


「原因はなんだ？　まさか疫えき病びようでも蔓まん延えんしてるというのか？」


「それが……今のところ分かっている症しよう状じようは、悪寒と吐はき気け、それに下げ痢りと腹痛です。白魔術師によれば、典型的な食中毒の症状だと……」


「食中毒だと!?」


　笑い飛ばそうとして失敗する。馬ば鹿かげた話ではあるが、ほとんどの兵士たちが同じ食事を摂とっている以上、考えられない話ではない。


「今のところ症状の重い者は百人足らずですが、恐らくこれから時間が経つにつれて増えていくのではないかと。実はかくいう私も腹に違和感を覚えておりまして……」


「だろうな。その顔を見れば分かる」


　ぞっとする話だった。


　敵の攻撃を受けたというのならともかく、食中毒が原因で敗北するなど情けないにもほどがあるというものだ。


「そんなことより、隊長も早く白魔術師の治ち療りようを受けてください。隊長のお体に万が一のことがあれば満足に防衛も出来ませぬ」


「いや、私の治療は後でよい。本当に食中毒なのだとしたら、どの程度の症状が出るか身をもって見極めておく必要がある。おまえこそ先に治療を受けておけ」


「…………はは」


　副隊長は、アンドレイの意図を感じ取り、深く頭を下げた。
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　病びよう魔まは、間もなく本格的にアンドレイに襲い掛かかった。


　猛もう烈れつな悪寒と吐き気、それに腹痛。その症状はとてもではないが立ってはいられないほどで、間もなくアンドレイは自室に戻もどってベッドに倒たおれこんだ。


「こ、これほどとは……」


　痛みに意識さえ薄うすれさせながら、アンドレイはベッドの上で文字通り七しち転てん八ばつ倒とうした。


「隊長！　もう充じゆう分ぶんでしょう、白魔術師を呼びますぞ！」


　様子を見に来た副隊長の提案を、もはや受け入れる他なかった。


　間もなくやってきた初老の白魔術師の治ち癒ゆを受け、ようやく苦しみから解放される。


「終わりました、お加減はいかがですか」


「ああ、良くなった。礼を言う」


　ベッドの上で半身を起こしてアンドレイは答えたが、よほど体力を奪うばわれたのか体はまだ完全とは言えなかった。


　何より、先ほど自分が味わったのと同じ苦しみに襲われているであろう兵士たちのことを考えれば気が重くなる。


「その後病人の数はどうなった？」


　問いかけに、副隊長は青い顔をして答えた。


「は。時間を追うごとに膨ふくれ上がっております。元気な者も多少はおりますが、九割ほどの兵に症状が出ております」


「九割だと……!?」


　先ほどのような苦しみに襲われれば、とてもではないが戦うどころではない。九割の兵が戦闘不能になったとすれば、組織的な防衛戦など不可能だろう。


　アンドレイは初老の白魔術師に尋たずねた。


「おまえの力であと何人治せる？」


「……体内の毒を消すことは怪け我がを治癒するより難しいのです。幸いというべきか、あまり強力な毒ではないようですが、私の力ではせいぜい一日に十人かそこらが限界かと……」


　白魔術師の顔には、すでに疲ひ労ろうが見て取れた。彼以外の白魔術師はディレニア軍の本隊に付いていってしまっている。とてもではないが二千人の治療など不可能だろう。


「では、白魔術以外で治療する方法は？」


「はい。これがただの食中毒であれば、水分と塩分を摂らせ、充分な休息を与あたえれば三日のうちに快復するかと」


「……分かった。とにかく、この隙すきをベールセール軍に突つかれるようなことがあってはならん。余力のある者は城壁の上に立たせ、異状を気取られぬようにせよ。あと三日も経てば援軍もやってくる。それまではなんとかもたせるのだ」


「承知しました。それにしても、運の悪いことですな。まさか敵が現れたこんなときに限って食中毒が起こるとは」


「過ぎたことを言っても仕方があるまい。今はなすべきことをすべきだ」


　このとき、アンドレイは一つ思おもい違ちがいをしていた。


　こんな山中に突とつ然ぜん現れた敵。そして同時に起こった食中毒。この相次いで起こった二つの出来事が、単なる偶ぐう然ぜんだと考えていたことである。


　もっとも、その点についてアンドレイを責めることは誰にもできないだろう。常識的に考えれば有り得ないことなのだ。堅かたく門を閉ざした城じよう砦さいの中で意図的に食中毒を引き起こすことなど。
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　それから一いつ時とき（約二時間）後。日もすっかり落ち、いよいよ兵士たちの症状が悪化し始めたこのころ、アンドレイのもとにある報告が届けられた。


「何？　ベールセール軍の軍使が来たと？」


　門前に、白い旗を掲かかげた一人の騎き士しが現れたのである。


「いかがいたしましょう、隊長。今軍使を招きいれ、城砦内の惨さん状じようを見られれば厄やつ介かいなことになります。ここは追おい払うのも手かと」


　副隊長の進言は、聞くべき点があった。


「……いや、ここは逆に考えるべきだ。健康な者のみを集めて列を組ませ、堂々と使者を迎むかえ入れよ。そうすれば我らの現状を隠かくすことができるだろう」


「なるほど、確かに。それでは直ちに」


　かくして、運良く病にかからなかった兵士たちがかき集められ、盛大にかがり火を燃やし、軍列を作って軍使を迎え入れることとなる。


　やがてアンドレイの前に現れたのは、まるで熊くまのごとき顔つきと巨きよ体たいをした騎士だった。


「我が名はテオドリッジ。覚えておいてもらう必要はないが、形式上一応名乗っておくぞ」


　それはアンドレイたちがいっそ呆あきれるほどの、ふてぶてしい態度だった。


　軍使というものは、身一つで敵のただ中に飛び込み、一歩対応を間ま違ちがえれば自分の命が危うくなるものである。しかしテオドリッジと名乗った騎士は、周りをぐるりと兵士たちに囲まれながらも微み塵じんも怯おびえを見せなかった。敵ながら大した度胸である。


「私がこの城砦の守備隊長アンドレイだ。ベールセール軍の軍使が一体何の用だ？　まさか降こう伏ふくを勧かん告こくしにきたのではあるまいな？」


　気け圧おされることのないよう、必要以上に胸を張ってアンドレイは応じた。


　しかし、返ってきたのは意外な言葉であった。


「そうではない。俺はただの見み舞まいの使者だ」


「見舞い……だと？」


「そうだ。今ごろこの城砦は病人たちの苦痛の声に満みち溢あふれていることだろう。敵ながら哀あわれなことと思い、こうして見舞いにやってきたというわけだ」


「…………！」


　アンドレイは動どう揺ようが顔に出ないよう歯を強くかみ締しめた。しかし周囲を固めている兵士たちには無理だったようで、小さなどよめきが起こってしまう。


「話の意味が理解できぬな。見ての通り、この城砦で病気など蔓延しておらぬ」


「下手な芝しば居いが通用するなどと思わん方がいいぞ。だが、安心するがいい。おまえたちが患わずらっている病は、数日体調を崩くずす程度のもの。水と塩を多めに摂せつ取しゆして体を休めれば数日の内に快方に向かうそうだ。もっとも、一つ残念な報せを伝えねばならぬのだが」


「……言うだけ言ってみるがいい。なんだ、その報せとは」


「もし今日中におまえたちが降伏しなければ、今すぐにでも再び水脈は汚お染せんされ、さらに明あし日たには完全にこの城砦の井い戸どは干上がるということだ」


「……まさか！」


　その脅きよう迫はくじみた言葉で、ようやくアンドレイは悟さとった。城砦に蔓延した病が、人じん為い的に起こされたものだということを。そして、その混入方法も。


「貴様ら、この城砦の水に毒を……!?」


「安心しろ。毒というほど大おお仰ぎようなものではないと聞いている」


　戦せん慄りつを抱いだく。


　城砦にとってもっとも重要なものは、城じよう壁へきの高さでも堀ほりの深さでもない。


　綺き麗れいな水だ。


　水がなければ人は生きてはいけないし、ただでさえ人が大勢立て籠こもる城砦では衛生環かん境きようが悪化する。清潔さを保つためにも、水はなくてはならないものだ。


　この場所にベールセール軍が強固な城砦を築けたのは、広い平地があったからでもなんでもない。険しい山脈の中にあって、この地ならば水利が確保できたからだという。


　ただ、その水脈の位置をディレニア軍は未だ把は握あくしていない。ベールセール軍が城砦の生命線でもあるその情報を厳重に秘ひ匿とくしていたためだ。この城砦を陥かん落らくさせた際に得た捕ほ虜りよを尋じん問もんし、さらに独自に綿密な調査を行ったにもかかわらず、未だにその位置は判明していない。


　もっとも、水脈の構造を知らずとも、城砦内の井戸から水脈を利用することはできる。それゆえアンドレイを含ふくむ誰だれもがあまり気にしていなかったのだが──そうではなかったらしい。ベールセール軍はやはりその秘密を知っていたのだ。


　アンドレイは事態の深刻さを悟った。ただでさえ今は大量の病人の治療のため、多くの水が必要な状じよう況きようだ。桶おけに貯めてある分の水もあるが、いつ毒が投じられたか分からない以上、どれが汚染されているかも分からない。


「実はもう一つ、伝言がある」


　使者テオドリッジは続けた。アンドレイたちが更さらなる戦慄を余よ儀ぎなくされる言葉を。


「今回はおまえたちが腹を下す程度の毒しか盛っていない。だが……当然、気付いているだろう？　我らがその気なら、もっと強力な毒を盛ることもできたのだと。おまえたちを皆みな殺ごろしにすることすら造作なかったのだということを。だが、我らの指揮官ジェレイドは情け深い男でな。おまえたちが異国に軀むくろをさらすことになるのは哀あわれだと、一度だけ慈じ悲ひを示したのだ。ただし……覚えておけ、これは一度限りの慈悲だということを」


　アンドレイは、その言葉の意味をよく理解していた。


　一度限りの慈悲。恐おそらくその言葉は正しい。


　自分たちは慈悲を──情けをかけられたのだ。彼らは、もし必要とあれば簡単に自分たちを皆殺しにできたのだ。


　すでに城砦は戦える状態にはない。もし今敵が攻せめてくれば、それがどれだけ少ない軍勢であっても確実に敗北するだろう。


　アンドレイに残された選せん択たく肢しは限りなく少なかった。敵の指揮官も、二度目の慈悲はくれないだろう。このままでは部下二千人は無む駄だ死にに等しい死を強制され、城砦は再びベールセール軍の手に落ちる。


「……話は分かった。一つ提案がある。おまえの指揮官のもとに、私を連れて行ってもらいたい」


「隊長!?」


　突然の申し出に部下たちは驚おどろきを隠せない。しかし、今は無視せざるを得なかった。


「別に構わぬ。では付いて来るがいい」


　傍ぼう若じやく無ぶ人じんに使者は言ってのけ、悠ゆう々ゆうと背を向けその場を後にする。


「後を頼たのむぞ」


　アンドレイは副隊長に告げた。


「い、一体何をなさるおつもりですか、隊長。ま、まさか……？」


「なに、心配するな。交こう渉しようついでに奴やつ等らの陣じん容ようを見極めてくるだけだ」


「な、なるほど。そういうことでしたか」


「もっとも、その陣容次第ではおまえたちを一人でも多く故郷へ帰すべく必要な手を打たねばならぬがな」


「…………」


　副隊長もこの状況がいかに絶望的なものかは薄うす々うす感じているのだろう。それ以上何も言わず引き下がった。
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　やはりというべきか、アンドレイが目にしたベールセール軍の陣容は極めて薄うすかった。


　兵の数はどうみても千に満たない。それに輸送する手段がなかったのか、天幕の類すらほとんどなかった。


　城砦の周囲に立てられた無数の旗はやはりハッタリで、兵ひよう糧ろうもほとんどなさそうだった。この分なら、三日も待てば勝手に自じ滅めつしていただろう。


　しかし、問題は今のダルム城砦はその三日すら待つことができない状態にあるということだ。動ける兵の数が百人や二百人では話にならない。


　やがてアンドレイは、ある男の前へと案内された。


「初めまして、この部隊を率いているジェレイドと申します」


　ジェレイド。それが自分たちを窮きゆう地ちに陥おとしいれた敵指揮官の名であるという。


　アンドレイが抱いた印象は複雑なものだった。その男が、一軍の統率者とは思えないほど貧弱な体つきをしていたからである。とてもではないが、先ほどの使者──あのテオドリッジという大男の上に立つ男とは思えない。これが逆であればまだ納得できただろうが。


　しかし、戦とは別に体格で行うわけではない。相手は自分たちの生命を握にぎっている男である。アンドレイは、まるで上官に接するときのように背筋を正さねばならなかった。


「ダルム城砦の守備隊長、アンドレイと申す」


「ようこそ、アンドレイどの。戦地ゆえ満足なもてなしもできませんが、お許し願いたい。早速ですが、ご用向きを伺うかがいましょうか」


「おまえたちに、降伏を勧告しに来た」


「ほう。それはそれは……」


　ジェレイドの目が細まった。決して凄すごみは感じられないが、何を考えているか読み取れない目だった。


「僕たちはあなた方の水源を押さえています。そのことを承知の上で、貴あ方なたが降伏するのではなく、僕たちに降伏を勧告すると仰るのですか？」


「そうだ。このシエゴラス山脈にあっては、おまえたちも補給など望めまい。この陣容を見れば分かる、手持ちの兵糧ももうほとんどないはずだ。今すぐ降伏しろ。さすれば山を下りるに必要な程度の物資は提供してやってもよい」


「なるほど。しかしそういうご提案でしたらお断り申し上げる他ありませんね。確かに僕たちもそう余よ裕ゆうがあるわけではありません。しかしあなた方と違ちがい、病人は出てませんからね。ここまで来て引き返すぐらいなら、ダルム城じよう砦さいの水脈に毒を流し、力ずくで奪うばい取るのみです」


「やれるものならやってみるがいい。病人が出ていることはもはや否定すまい。しかしダルム城砦には後方拠きよ点てんとして、大勢の白魔術師がいる。彼らの治ち療りようによって、すでに多くの兵は戦えるまでに快復しているし、ダルム城砦の堅けん牢ろうさはおまえたちもよく知るところだろう」


「失礼ながらアンドレイどの、その見通しは甘いと申し上げざるを得ません」


　ジェレイドは眼め鏡がねをかけ直した。その眼光が静かな迫はく力りよくを帯びる。


「なんだと？　どういうことだ？」


「毒の治ち癒ゆというものは白魔術をもってしても簡単なものではないと聞いています。一日二日で戦線に復帰できる兵士の数などたかが知れてます、到とう底てい防衛戦なんてできないでしょう。何より、ダルム城砦の水源はすでに汚染されています。あなたは水なしで戦えると本気でお考えなのですか？」


「ほう。では試してみればよかろう。それに、たとえ水源が汚染されようと今日明日にも雨が降り出さないとも限らぬ。そうすれば我らは何日でも防戦できるようになるのだぞ」


「残念ですがそれは有り得ません。僕はあなた以上にダルム城砦のことについては詳くわしいつもりでおります。この季節、城砦周辺に雨が降ることはまずないんですよ。それに、あなたの部下が患っている病は、大量の水と塩を摂取しなければ死に至る危険な病なのです。空模様一つに部下の命を賭かけるというのはどうかと思いますが」


「…………」


　アンドレイの顔は硬こう直ちよくした。虚きよ勢せいはことごとく読まれ、まったく反論できない。


「これだけは申し上げておきます、アンドレイどの」


　と、ジェレイドはなおも続けた。


「そもそも今回の戦は、宣戦布告なくあなたの国が一方的に仕し掛かけてきたもの。あなた方が戦を仕掛けなければならなかった理由についてどうこう議論するつもりはありませんが、それでも僕たちベールセールの人間からすれば到底許容できるものではありません。僕はダルム城砦にもっと強きよう烈れつな毒を流してもよかったんです。ですが、因果応報という言葉もあります。僕はこれ以上血を流したくなかったがゆえに、あえてあなた方を殺さなかったんですよ。しかし僕の好意を無になさるのでしたら仕方ありません」


　ジェレイドは眼鏡を外した。


「すぐさま水脈に猛もう毒どくを流し込み、部下に命じて総攻こう撃げきを開始します。病人ばかりのあなたの部下にそれが防げるとお思いでしたら、あるいは部下の血を無駄に流させるおつもりなら、今すぐお帰りください」


　子供すら殺せそうにない貧弱な体格のジェレイドであったが、その眼光や仕草には幾いく度どもの修しゆ羅ら場ばをくぐり抜ぬけてきた自負と自信のようなものが感じられた。


　アンドレイは敗北を認めざるを得なかった。ジェレイドは恐らく本気で総攻撃を仕掛けてくるつもりだ。もし今ダルム城砦が攻撃されれば、しのぐ手段はない。


「……いいだろう。分かった、我らの負けだ」


　ジェレイドはニコリと笑った。


「結構です。つまり、降こう伏ふくして城砦を明あけ渡わたして頂けるということですね？」


「ただし、二つだけ条件がある」


「伺いましょう」


　ジェレイドはすぐさま問い返してきた。まるで条件を付けることがあらかじめ分かりきっていたかのように。


「我らは降伏する。それは仕方ない。だが、部下の多くはおまえたちが振ふりまいた病びよう魔まのおかげで山やま越ごえなどできぬ状況だ。城砦を明け渡すのは数日待ってもらいたい」


「もっともな提案ですが、残念ながらそれはできません。いつあなた方の援えん軍ぐんがやってくるかも分かりませんからね」


「であれば降伏はできぬぞ。私も部下も、シエゴラス山脈に放り出されて餓が死しするよりは、城砦を枕まくらに討死にする方を選ぶだろう」


「慌あわてないでください、妥だ協きようの道はいくらでもありますよ。たとえばこういうのはどうでしょう、まず僕たちの入城を即そく座ざに許可して頂き、あなた方には武装解除してもらいます。その代わりに、特効薬……というほど便利なものではありませんが、あなた方が患わずらっている病魔を改善させる薬も提供しましょう。その上で、体調が改善した人から順次城砦を去って頂くというのは？」


「我らが武装解除した後で、おまえたちが襲おそい掛かかってこないという保証は？」


「もっともな要求ですが、それはこちらを信じて頂くしかありません。何度も言いますが、もし僕があなた方を殺すつもりでいたのなら、とっくに毒殺してたんですよ」


「……確かに、その通りかもしれぬな」


　殺すつもりなら殺せた──そうジェレイドに主張されれば、反論の余地はなかった。口の上だけでも命は助けると提案されているだけマシと思わなければならない。


「もう一つ条件がある。はるか南方には我がディレニア軍の本隊がいる。我らが降伏することで本隊が孤こ立りつし、全ぜん滅めつするようなことだけは許容できぬ」


「お気持ちはよく分かります、その一点だけはあなた方も譲ゆずれないでしょう。では、こういうのはどうでしょうか。あなたはすぐさまディレニア軍の将軍のもとへ赴おもむき、こう伝えてください。ダルム城砦はベールセール軍の手に落ちたと。今後、北からの補給と援軍は二度と望めないと。しかし、ディレニア軍が母国へと帰国する場合に限り、ダルム城砦は一切その帰路を妨ぼう害がいすることはないと」


「…………」


　すでに、アンドレイは腹をくくっていた。


　この城砦が陥かん落らくすればディレニア軍の本隊は完全に孤立し、その戦略は根底から崩ほう壊かいする。そして自分は城砦防衛の責任者として、死をもって償つぐなわなければならない。


　アンドレイのやるべきことは一つだった。一人でも多く味方の命を救うことである。そのために尽じん力りよくすれば、自分の命はともかく、故郷の家族にまでは累るいがおよぶのを防ぐことができるかもしれない。ジェレイドの提案は、そんなアンドレイの目的に添うものだった。


「本当に、ディレニア軍本隊の撤てつ退たいを妨害しないのだな？」


「ええ。考えてもみてください。僕の手元の兵力はそれほど多くはありません。ディレニア軍が総力を挙げてこの城砦に攻撃を加えれば、いつかは陥落するでしょう。しかし補給の途と絶だえたディレニア軍本隊に城しろ攻ぜめするだけの余力もないはずですし、しかも背後からやってくるベールセール軍の本隊と挟はさみ撃うちにされる可能性もあります。つまり、僕たちとディレニア軍が正面から戦うことは、お互たがいにとって危険すぎるんです。ディレニア軍が帰国したいというのなら、喜んで素通りさせて差し上げますよ」


　今度こそ、アンドレイは敗北を認めざるを得なかった。このジェレイドという男は、そこまで予測した上で、この状じよう況きようを作り出したのだ。


「……分かった。おまえたちの入城を認めよう。ダルム城砦は、これよりベールセール軍に降伏する」





　　　　　◆





　守備隊長アンドレイという男が去ったすぐ後、ジェレイドは呟つぶやいた。


「ふう。どうやらまたうまくいったようですね」


　何度目になるかも分からないこの台せり詞ふが再び呟けたことを、幸運に思う。


　飲み水に毒を流すなど、今回はさすがに卑ひ怯きよう過ぎたという気もしないではない。使ったのは貝から抽ちゆう出しゆつしたという感染力と初期症しよう状じようだけは強い毒で、死に至るような強力なものではないものの、やはり毒には違いない。ひょっとしたら、部下の中には今回の作戦を好ましく思っていない者もいるかもしれない。


　しかし、結果的に天下の堅けん城じようダルム城砦を一人の犠ぎ牲せい者しやもなく陥落させることができたのだ。せめて自分の手の届く範はん囲いの人々だけでも守ってみせる──そう誓ちかったジェレイドにとって、これほどの勝利はなかった。


　大体、自分たちも充じゆう分ぶんな危険は冒したのだ。もしディレニア軍が水脈に毒を入れられることを警けい戒かいして、汲くみ置おきした水のみを飲用していたら？　あるいは充分な数の白魔術師が常じよう駐ちゆうしていたら？　すぐ近くに援軍がいたら？


　一つでも条件が違えば、自分たちの方が戦死、あるいは凍とう死ししていたかもしれないのだ。何より、これは戦争なのだ。味方の犠ぎ牲せいは最小限に、敵には多くの犠牲を強いる──その原則を忠実に実行した側が勝者に近づくのであり、ジェレイドはまさにそうしたに過ぎない。


　それゆえだろう。少なくともこのときは、ジェレイドの胃も悲鳴を上げることはなかった。少なくともこのときは。





　　　　　４





　夜半。ジェレイド率いるボルネリア軍は、ついに一兵も損なうことなくダルム城じよう砦さいへの入城を果たした。


　アンドレイ守備隊長は約束を守り、抵てい抗こうする兵は一人もおらず、入城は何ら問題なく行われた。


「六年ぶり……だな。あのときは二度と戻もどりたいとは思わなかったが、こういう形だと懐なつかしいとも思えるな」


「ええ、まったくです」


　マシューの感かん慨がい深ぶかげな言葉に、ジェレイドも重々しく同意した。


　ダルム城砦は、ジェレイドとマシューにとって、初めて戦争というものを体験した場所でもある。六年ぶりの入城は、感かん慨がいもひとしおだった。


　──帰ってきましたよ、クレア。


　心中でその名を呟く。自分の命の恩人である女性の名を。


　今から六年前、十六歳のころ。ジェレイドは徴ちよう兵へいされ、第三次シエゴラス戦役における最大の激戦地であったこの城砦へと送り込まれた。


　猟りよう師しとして鍛きたえていたマシューはまだしも、ジェレイドの体はその頃ころも貧弱だった。そんな年ねん齢れいだけが成人した貧弱な青年が、激戦地へと送り込まれたのである。生き残れたのはまさに奇き跡せきだった。


　連日にわたる防衛戦の日々。細い腕うでで大きな石を持ち上げては、城じよう壁へきにかけられた梯はし子ごの下目掛けて放り投げた。もしかしたら、今自分は人を殺しているのかもしれないという思いに駆かられながら。


　自分の顔のすぐ傍そばを矢がかすめていったことなど数限りない。もしあの矢のうち、一本でも当たっていれば、簡単に死んでいただろう。


　しかも、敵は北の軍勢ではなかった。味方もまたジェレイドにとっては敵だった。


　人を集められるだけ集めた城砦だ。支給される食料は限られている。すると当然のように、ひ弱な兵士の食事は味方からの略りやく奪だつの対象となるのだ。


　ジェレイドは自分の食事すら守らなければならなかった。幸いにもその方法はすぐに見つかった。悪あく臭しゆう漂ただよう廁かわやの傍を自分の居場所としたのだ。


　効果はあった。いかなる時でも異い臭しゆうを漂ただよわせるジェレイドに、ちょっかいを出そうとする者は皆かい無むだった。


　何日も廏の傍に身を置き、汗あせと垢あかと血にまみれた小こ柄がらなジェレイドの姿は、まさに乞こ食じき同然だった。もしそんな日々がもうしばらく続けば、精神と健康を害そこない、その後の反乱軍にまつわる王国の歴史は変わっていたかもしれない。


　だが、ジェレイドの悪あく辣らつな環かん境きようが、一つだけ幸運を呼び込んだ。


　クレアという女性の目を──あるいは同情、憐れん憫びんを──引いたのだ。


　結果的に、ジェレイドは救われることとなる。いや、救われたのはジェレイドだけではない。ダルム城砦の運命も、ひいてはベールセール王国すらも救われることとなる。


　クレアの目にとまったジェレイドは、その後兵卒の身分からある人物の小こ姓しようとなり、さらにどういうわけか兵法を含ふくむ学問を学ぶ機会を与あたえられ、ついにはダルム城砦の陰かげの軍師とも呼ばれる存在となったのである。


「ジェレイドさま。指示を仰あおぎたいことがあるのですが。……ジェレイドさま？」


　部下の言葉に、現実に戻る。


　指揮官たるものいつまでも過去に浸ひたっているわけにはいかない。気を取り直すように、中指を伸のばして眼め鏡がねをかけ直す。


「何かありましたか？」


「はい。少しご足労願えませんか？　早いうちに対処しなければ、士気にかかわるのではないかと思うことがありまして……」


「はあ？」


　いささか要領を得ない報告に、首を傾かしげる。


「分かりました、とにかく行って見ましょう、どちらですか？」


　案内されたのは、城壁の東側だった。


　数人の兵士たちが、気味悪そうな顔をして城門の上辺りに視線を注いでいる。


　何があるのかと、ジェレイドも目を向けた。


「あ……ああああ！」


　直後、ジェレイドの口から悲鳴がほとばしり、兵士たちを驚おどろかせた。


　城門の上にあったのは──ぶら下げられた騎き士しの死体だった。


　見せしめのためか何日も外気にさらされていたせいだろう、かなり損傷が激しい。だが、それが誰だれであるかは、ジェレイドには簡単に分かってしまったのだ。


「ジェレイドさま、いかがなさいました？　ジェレイドさま!?」


　部下の前で醜しゆう態たいは見せられない。ジェレイドはこみ上げる吐はき気けを必死に堪こらえた。


「き、気にしないでください。それより……あれはこのダルム城砦の指揮官オルドール伯はく爵しやくです」


　北のディレニア軍からすれば、もっとも憎にくきダルム城砦の指揮官である。死体を辱はずかしめるぐらいのことをしなければ、気がすまなかったのだろう。


「直ちに遺体を下ろして、丁重に葬ほうむってやってください」


「は、承知しました」


　部下の返事も聞き終えぬうちに、ジェレイドはその場を立ち去った。





　ジェレイドは一人ダルム城砦の中を進んだ。勝手知ったる第二の我が家である。迷うことなど有り得なかったし人気のない倉庫を見つけることもわけはなかった。


　そして中に入って鍵かぎを閉めると、まず大声で泣いた。


　ダルム城砦の指揮官オルドール伯爵。彼は、命の恩人であるクレアの父であり、そしてジェレイドにとっても義父と呼ぶことになっていたかもしれない存在だったのだ。


「僕は……こうなることが、分かっていた……！　分かっていたのに！」


　北の軍勢がダルム城砦を攻せめるよう画策したのは、他ならぬジェレイドである。もちろん、城砦が陥落したとなれば指揮官であるオルドール伯はくも無事ではいられないだろう。


　ただ、オルドール伯爵は不器用な人だったが、必要とあればなんでもする人だった。無む駄だ死になど絶対にしない人だ。この城砦が陥落しそうになったら、兵士たちと共に逃にげてくれると思っていた。


　だが、オルドール伯は死んだ。原因は分からない。ディレニア軍の攻こう勢せいがよほど強力だったのか。いや、伯爵の家系は、代々この城砦を守備してきたのだ。この城砦と運命を共にしようと考えたのかもしれない。


「駄だ目めだ……！　これではいけない……！」


　ひとしきり泣なき叫さけんだ後、ジェレイドは目をこすって顔を上げた。


　つい最近、自分は決意したばかりではないか。


　すべてを救うことなどできない。ならばせめて、手の届く人々だけでも救い出すべきだと。そのためにどれだけの犠牲が出ようと、最終的に目的が達せられるならそれでいいと。


　そして今のところすべてジェレイドの計画通りにいっている。現にこうして北に奪うばわれた城砦を見事取とり戻したではないか。


　この功績は〝巨きよ人じん殺し〟のアレスにすら決して劣おとるものではない。これでボルネリア軍の地位は著しく向上することとなるだろう。また理想実現に一歩近づいたのだ。


「オルドール伯。僕の不忠義ぶりは冥めい界かいでなじってもらうとしましょう。僕はこう思うことにします。あなたは、僕の甘さを絶つために死んだのだと。いや、死んでくれたのだと……！」





　こうして、ジェレイド率いるボルネリア軍はほぼ無傷でダルム城砦を陥かん落らくさせることに成功する。


　その功績はアレスという例外を除けば比ひ肩けんするものがないほど大きなもので、今後ボルネリア軍の地じ盤ばんは確固たるものとなる──。





　はずだった。
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　第二章　ディレニア軍の決戦
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　長身の偉い丈じよう夫ふゼーバルト将軍率いるディレニア軍本隊は、ダルム城砦と城じよう塞さい都市オルガスタのほぼ中間地点にまで南下していた。


　先日、完かん璧ぺきなまでの包囲殲せん滅めつ戦を行い、大きな戦果を上げたためだろう。ディレニア軍の士気は高く、ゼーバルト将軍はその勢いを駆ってできる限り多くの領地を占せん領りよう下に置こうとしていた。


　しかし第九の月十日。彼らのもとに辿り着いた早馬によって凶きよう報ほうがもたらされる。ディレニア軍の戦略が根本から破は綻たんするかのような凶報が。


「なんだと!?　ダルム城砦が奪われた!?」


　偽報だとは思えなかった。何しろ、その凶報を持ってきたのは他ならぬダルム城砦の守備隊長アンドレイだったからである。


「はっ……。奴やつ等らはダルム城砦の水源という機密を知っており、そこへ毒を流されたのです。部下の大半が病を患わずらい、戦いを続けることは不可能となり、やむを得ず降こう伏ふくするしかなく……」


　ゼーバルト将軍以下、軍幹部たちの受けた衝しよう撃げきは並みのものではなかった。


　他国へ軍勢を侵しん撃げきさせる際に、もっとも障害となるのは距きよ離りである。大軍を維い持じするには大量の兵ひよう糧ろうが必要となり、絶えず後方から輸送しなければならないが、その距離が長くなれば長くなるほど輸送路を維持するのは困難となる。


　それでも、たとえばその中間地点にダルム城じよう砦さいのような堅けん牢ろうな拠きよ点てんがあれば、状じよう況きようはかなり改善する。最前線と補給拠点との距離が大きく縮まることになるし、拠点周辺の街道は自然守備しやすくなる。それにダルム城砦に軍ぐん需じゆ物資を溜ため込んでおけば、たとえ一時的に祖国からの補給が途と絶だえようと即そく座ざに兵士たちが餓が死しするようなこともない。だからこそディレニア軍は今のところ順調な進軍が可能となっていた。


　しかしそのダルム城砦が陥落したとなれば、あらゆる補給計画が破綻する。


「ただ──一つだけご報告しておきたいことがございます」


　アンドレイは語った。敵将ジェレイドとの密約を。このままディレニア軍が即座に帰き還かんするならば、ダルム城砦がその帰路を妨ぼう害がいすることはないと。


「馬ば鹿かげた話だ！」ゼーバルトは一笑に付そうとした。「敵将の言葉など信じられるものか！　大方、我らがダルム城砦までノコノコ戻もどったところで牙きばをむくに違ちがいない！　そうなれば我らは草木も生えぬ山脈の中で孤こ立りつするだけだからな！」


「もし敵がその気であれば、私や部下たちはとうに毒殺されていたでしょう。しかしジェレイドなる敵将は、我らに慈じ悲ひを示したのです。このまま異国で軀むくろをさらすよりは、彼の言葉を信じるべきかと……」


「ええい、もうよい！　そもそもだ、アンドレイ。貴様、責任の重大さをわきまえているのだろうな!?　この肥ひ沃よくな大地を手に入れ、多くの飢うえた臣民を救うという偉い大だいな計画が、おまえの失態によって完全に破綻しようとしているのだぞ!?」


「覚かく悟ごはできております。しかしながら、ベールセール軍がダルム城砦の水源の秘密を隠かくし持もっていた以上、誰がダルム城砦の守備についていようと結果は同じだったということだけはご理解頂きたいと思います」


「見苦しい。言い訳など聞きたくもない」


「言い訳のつもりはありません。ただ、ダルム城砦陥かん落らくの責任を負わされるのは私一人に留めて頂きたいだけにございます」


　どうやらアンドレイは、最初からそのつもりであったらしい。死ぬ覚悟でやってきた武人を、これ以上なじっても仕方がなかった。


「……安心せよ。無用の罰を与あたえて人心を萎縮させるがごとき愚ぐを犯すつもりはない」


「ありがとうございます。そのお言葉さえ聞ければ、思い残すことはございません」


「連れて行け。無事帰国できるまでは生かしておいてやる」


　後方の重要な拠点を任せたほどである。ゼーバルトも、アンドレイという男についてはそれなりの信しん頼らいを置いていた。恐おそらくアンドレイの言は正しい。誰が城砦を守備していたとしても、守りきることはできなかっただろう。


　だが、信しん賞しよう必ひつ罰ばつの観点からも、城砦陥落の責任を自分以外の誰かに負わせるためにも、そして付け加えれば、今までうまくいっていた自分の戦略が破綻した憤いきどおりを誰かにぶつけるためにも、アンドレイは処しよ罰ばつせざるを得なかった。それに、アンドレイは自分一人ですべての責任を負うとも言った。ここでアンドレイを処分しさえすれば、他の誰にも累るいが及およばなくなるのだ。


　──ま……待てよ。


　ゼーバルトの脳裏にある恐ろしい推測が浮うかんだのはこのときである。


　ダルム城砦には二つの弱点があったということになる。一つは城じよう壁へきだ。一いつ箇か所しよだけひどく脆もろくなっている部分があり、その情報を知り得たがゆえにディレニア軍は今回の侵しん略りやくを行い、そして城砦を陥落せしめることができたのだ。


　しかしベールセール軍は、もう一つの弱点──ダルム城砦の水脈──を知っていた。この二つを関連付けて考えると、ある恐ろしい策略が見みえ隠れしてくるのである。


　すなわち、ベールセール軍はディレニア軍をおびき寄せるためにダルム城砦の弱点の一つをわざと漏ろう洩えいしたのではないか。すべてはディレニア軍を完かん膚ぷなきまでに打うち砕くだくために。事実、もう一つの弱点を利用されることでダルム城砦という後方拠点を失ったディレニア軍は、今や絶体絶命の状況にある。


　だが、それは考えるだけでも自尊心を失いかねない悪夢だった。万全の態勢と戦略とを整えてベールセールの大地を手にしたというのに、それがすべて他者の手のひらの上で弄もてあそばれていただけなどと、考えたくもなかった。


「閣下……。ご決断を。後方の拠点を失い、敵地に孤立した状態では戦争など続けられません。こうなった以上、ベールセール軍の本格的な攻勢が始まる前に、撤てつ退たいするべきではないかと」


　部下の一人が行った進言は、極めて妥だ当とうなものだった。


「我らを素通りさせるという敵将の言葉を信じるわけではありませんが、我らにはまだ二万近い兵力があります。この兵力を以てすれば、ダルム城砦を陥落させられるかはともかく、無力化させることはできるはず。まだ祖国へ帰還できるだけの兵糧が手持ちにあるうちに行動すべきかと」


「いえ、お待ちください閣下」と、別の将が口を挟はさんだ。「我々は国王陛下に無理を言って此度の出兵を許可して頂いたのです。にもかかわらず、領地の一つも得られず、大した戦績も上げられぬまま帰国するようなことをすれば……」


　その主張には、先ほど帰国を進言した幹部でさえも思わず黙だまり込んでしまう後ろめたさを含ふくんだ説得力があった。


　北の地に住む彼らにとって、戦いとは営利活動なのだ。冷たく厳しい大地では、家族を食わせていくのは難しい。そこで略りやく奪だつという行こう為いが正当化される。もちろん国内で争っていては国はやせ細っていく一方であるため、略奪の対象は常に他国となる。他国を弱らせ、そして家族を食わすことに繫つながる略奪は常に正当化されるのだ。


　略奪に繫がる戦争行為もまたこれに準ずる。上役を説得して資金を借り、それを元手に他国を侵略、利益を上げるその行為は、まさしく商人と変わりない。


　しかし、だからこそ逆に何ら利益も功績も上げることができなければ、無能者の謗そしりを受け、二度と日の目を見ることはできなくなる。その累は自分の一族にもおよぶのだ。


「もっともな話だ」


　と、ゼーバルトは言わざるを得なかった。これほどの戦費をかけ、なんら手て土みや産げなく帰国することなどできるわけがない。


　それに、もし本当にベールセール軍が自分たちを殲滅させるつもりでダルム城砦の弱点の一つをわざと漏洩したのだと考えた場合、今になって自分たちを見み逃のがしてくれるとは到とう底てい思えないのだ。ベールセール側からすれば、自分たちを逃にがす利点は何もない。素通りさせると険しい山中へとおびき出した上で、二度と侵略などできぬよう徹てつ底てい的てきに叩たたきに来ると考えた方が自然ではないか。


「やむを得ぬ、ベールセール軍と一戦交えるぞ」


　ゼーバルトは、そう決を下した。


「我らはこのまま南下して城塞都市オルガスタを目指す。ベールセール軍は必ずその途と上じようで我らを迎むかえ撃うとうとするだろう。これを撃げき破はし、駐ちゆう留りゆう兵力のなくなったオルガスタを支配下に置くことができれば、我らは兵糧と拠点の双そう方ほうを得ることもできる」


「しかし、ダルム城砦陥落の報は間ま違ちがいなくベールセール軍にも届いておりましょう。もしベールセール軍がオルガスタに籠ろう城じようし、長期戦の構えを見せたときはどういたしますか。我らに城しろ攻ぜめを行う余力はありませぬぞ」


「そのときはがら空きとなったこの国の北部全域を我らの支配下に置くまで。幸い今は第九の月、畑に実りは多い。徹底的な略奪を行えば冬は越こせるだろう。そうなれば今度はダルム城砦の方が我が軍と祖国の間に孤立することにもなる。どう転んでも不利にはならぬはずだ」


　ゼーバルトの提示した戦略は、確かに勝利と栄光への可能性を含んでおり、それなりの合理性を伴ともなっていた。そのせいだろう、少なくともこのときは進んで反対の声を上げる者はおらず、事は決したのである。
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　このころ、ハインツ王太子が率いるところとなったベールセール軍の状況は決して良いとは言えなかった。


　彼らはディレニア軍を迎え撃つべく北上を開始、現在は城塞都市オルガスタの北方十里ほどのところに陣じんを張っていた。


　五千の精せい鋭えいを率いて北上していたフィリップ将軍が敗北したとの報は、すでに届いている。五千の軍勢はほぼ壊かい滅めつ状態で、フィリップ将軍も生死不明という。それはこのところの連勝で高まっていた士気を打ち砕くには充じゆう分ぶんだったのだ。


　そしてこの日、新たな報告が届くこととなる。


「ディレニア軍が南下を開始したと……!?」


　ハインツ王太子らベールセール軍の幹部たちは、驚おどろきと共にその報告を受け止めた。


「一体どういうことだ？　なぜディレニア軍は急に進軍の速度を上げたのだ？」


　このとき、彼らはまだ知らない。ジェレイドたちが、すでにダルム城砦を奪だつ回かいしていたことを。


　ハインツの疑問に可能性を提示したのは、ベルフェルド副将だった。


「ディレニア軍は先にフィリップ将軍率いる軍勢を打ち破りました。その余勢を駆かって、そのまま我らをも打ち破ろうという算段ではないかと」


「なるほど、有り得ない話ではなさそうだ」


「我々も対応を定めなければなりますまい。至急、軍議を開きましょう」


「いや、その必要はない」


「……な、なんですと？」


　温厚で知られているはずのハインツ王太子らしからぬ言葉に、ベルフェルドは驚きを隠せなかった。


「ディレニア軍の脅きよう威いは未だ健在です。それを迎え撃つに当たり、軍議も開かぬと仰おおせなのですか？」


「敵が本格的な進しん撃げきを開始した以上、一刻も早くこれを迎げい撃げきしなければ多くの人々が被ひ害がいを受けることになる。我々は彼らを守るために打って出る義務がある。その方針が定まっている以上、今軍議に時間を費やす必要はない」


　ベルフェルドは感心すると同時に空そら恐おそろしさを覚えた。


　フィリップ将軍は、軍の方針を決めるときは必ずと言っていいほど会議の場を設け、幹部たちから意見を聞いたものだった。もっとも、それはフィリップが将軍になった複雑な経けい緯いと、その若さや実績を考えれば無理からぬことだったのだが。当然、フィリップと同じように若く、実績もないハインツ王太子もそれに倣うものと思っていた。


　しかし、ここへきてこの独断専行である。いや、それを批難するつもりはない。上意下達の軍隊は、総大将が多少強引な方がうまく運営できることもあるのだ。


　だが、それも充分な戦略眼と統率力があることが前提である。もしハインツが何の考えもなくただ民を守りたいがためだけに打って出ようとしているなら、副将として諫める必要があった。


「しかし殿でん下か。北西へ撤退中のミレスデン軍の動向も気になりますし、勢いのある敵とあえて正面から戦う必要もありますまい。たとえばオルガスタの街に一度引き返し、守りを固かためるという方法もあると思いますが」


「その策を考こう慮りよする必要はあるまい。籠城はオルガスタと、そして王国北部に住む臣民を戦火に巻き込むこととなる。多少危険であっても、野戦を挑いどむ他に選せん択たく肢しはない」


　ハインツはベルフェルドを正面から見み据すえ、続けた。


「ベルフェルド副将、あなたの懸け念ねんはよく分かる。我々はこの国を守る最後の剣けんだ、敗北は許されない。少しでも有利な条件を調えたいとあなたが考えるのは当然だ。だが、すでに我が王国北部は北の軍勢と傭よう兵へいによって大きな被害を受けている。人心を国に繫ぎとめるためにも、今我々が矢面に立たなければならないんだ」


「……承知しました」


　ベルフェルドは引き下がらざるを得なかった。


　王太子は王太子なりに、戦争が終わった後のことまで考えている。それは王としての物の見方であり、将の立場にあるベルフェルドからすれば決して最適な判断とは思えないが、さりとて誤った判断だとも思えなかった。もし今オルガスタに籠城すれば、戦は長期化する。その結果北との戦いに勝利しやすくはなるだろうが、一方で戦後新たな反乱軍が生まれる可能性も高まるだろう。それによって蒙こうむる不利益は、今すぐ北に決戦を挑むことよりも大きいかもしれないのだ。


　それにしても、王太子は変わられたとあらためて思う。


　現在、フィリップ将軍の所在は不明であり、ベールセール軍の総指揮官は、フィリップに後を委ねられたハインツ王太子以外にあり得ない。


　そして少なくともフィリップが陣じん中ちゆうにいたときのハインツは、一軍に二将を作らぬためか、常に一歩退いた態度で公の場に臨んできた。それは傍はた目めには中ちゆう途と半はん端ぱ、あるいは責任感が欠けつ如じよしているようにも見えたかもしれない。


　しかし、舞ぶ台たいが役者を作ったというべきか、今のハインツの言動にはこれまでになかった厳格さが加わり、風格さえ感じられた。


　それでこそ次代の王である。となれば、ベルフェルドがなすべきは一つだった。あくまでハインツ王太子の下した結論に沿う形で、より有利な状じよう況きようを調えることである。





　こうしてベールセール軍とディレニア軍の激げき突とつは不ふ可か避ひなものとなっていった。


　ベールセール軍は、ジェレイドによるダルム城じよう砦さい奪還の事実を知ることができなかった。


　もし彼らがその事実さえ知っていれば、ベールセール軍の戦略の幅はばは一挙に広がり、圧あつ倒とう的てき優位に立てていただろう。


　そして、もちろん彼らは知らない。


　ジェレイドがダルム城砦陥かん落らくの報をディレニア軍に伝える一方で、ベールセール軍に意図的に伝えなかったのは、両者を戦わざるを得ないよう仕向け、その戦力を削けずっておくことを意図した策略だったということを。
















　第三章　将軍の帰き還かん
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　ベールセール軍とディレニア軍との戦いは、遭そう遇ぐう戦せんという形で始まることとなる。


　場所は周囲を山々に囲まれたブッシェル盆ぼん地ちである。盆地の中央には草原が広がり、過去にもベールセール軍と北の軍勢とが死し闘とうを繰くり広ひろげたことがあった。未だに草原のあちこちにはそのときの軀むくろが残っているほどである。


　戦せん端たんが開かれたのは、草原の中央付近にある小さな山である。その昔住んでいた偏へん屈くつな木こりの名を取って、地元の農民たちからはラルド山と呼ばれていた。


　両軍とも、近いうちに敵軍が来ることを予想しており、その場合、両軍の中間地点であるこの盆地が戦場になる可能性が高いと想定していた。となれば、盆地の中央に位置しているラルド山を確保しておけば、視界はもちろんのこと弓兵隊を配置することで効果的な射しや撃げきが可能となる。両軍が偵てい察さつとラルド山の占せん拠きよを兼かねて斥せつ候こう部隊を送り込んだのは当然の帰結であった。


　こうして第九の月十三日朝。まず最初にベールセール軍の斥候部隊が到とう着ちやくし、山を占拠したものの、直後にディレニア軍の部隊も到着、最初の遭遇戦が起こった。


　人の手の入っていない小さな山の頂上ということもあって、組織的な攻こう撃げきは難しい。よって、その戦いの趨すう勢せいは個々の兵の強さに左右されることとなった。


　結果的に、まず優勢となったのはディレニアの側だった。その部隊は傭兵によって構成されており、反対にベールセール軍の斥候は志願兵のみで構成され、騎き士しは統率役が一人だけだったためである。しかもその騎士も戦いの初期において狙そ撃げきされてしまっていた。


　指揮官を失い、個々の強さにも劣おとるベールセール軍は、散々に討ち取られ、追い回され、散り散りの状態になっていた。


　しかし、太陽がもっとも高くなる頃ころ、


「殿下。ラルド山に送った斥候から、未だ連れん絡らくがありませぬ。万が一のこともあります、至急援えん軍ぐんを送るべきかと」


　斥候隊の苦戦を感知したベルフェルド副将の提言をハインツ王太子は即そく座ざに受け入れ、ベールセール軍はラルド山確保のための援軍を急きゆう遽きよ編制することとなったのである。


「殿下！　その任、どうか私にお与あたえ頂けませぬか！」


　このとき、彼らの前に進み出て膝ひざを突ついた若い近衛騎士がいた。


　年ねん齢れいは二十代前半といったところだろうか。顔つきには若々しさと闘とう志しとが同居し、声は力強く、目つきもまた彼のアレスを思わせるかのように強い輝かがやきを放っていた。


「卿、名は？」


「は、アーウィンと申します！」


　ハインツの問いかけに、騎士は力強く答えた。


「どう思う、ベルフェルド。斥候の援軍というのはいささか地味な任務だ。若く闘志のある騎士に任せるのもいいと思うが」


　ベルフェルドはしばし考え込んだ。ラルド山確保の任は、間もなく行われるであろう北との決戦を考えれば失敗できないものである。ここはもっと実績のある騎士に任すべきではないかとも思った。


　しかしアーウィンも近衛騎士なのだ、実力については問題ないだろうし、百人規模で行われる局地戦となれば統率力や実績よりも士気を重視すべきかもしれない。


「御ぎよ意いにございます。任せてみましょう」


「分かった。ではアーウィン卿きよう、直ちに援軍としてラルド山へ向かえ」


「は！　承知仕りました！」





　アーウィンは、二十二歳になる。二十二歳で近衛騎士になったと言えば、充じゆう分ぶん誇ほこれるものだ。しかしアーウィン自身は未だ自分の地位に満足していなかった。


　何せ周囲には、〝巨きよ人じん殺し〟のアレスや、若くして将軍となったフィリップがいる。彼らに比べれば自分の名声など山と小石ほどの差があるだろう。それゆえ、アーウィンは功を立てる機会を待ち望んでいた。


　付け加えれば、生来の武人であるアーウィンは、戦に積極的とは到とう底てい思えないハインツ王太子をあまり快く思ってもいなかった。王族は後ろに下がって戦いは武人に任せるべき──大きな声では口にできないが、アーウィンもそう考える一人だったのである。そういった理由があったがゆえに彼はハインツ王太子のもとを一刻も早く離はなれ、独自の功を立てる機会を狙ねらっていたのである。先にフィリップがそうしたように。


　アーウィンは、騎士と従者を中心に構成された百騎きからなる一隊を率い、ラルド山へと向かった。


　ラルド山に素早く取り付いた彼らは、先発していた味方が劣れつ勢せいになっており、山を支配下に置こうとしているのが北の傭兵であると悟さとると、即座に攻撃の態勢を整えた。


「我に続け！　金で働く傭兵が、我ら騎士の敵になど成り得ぬことをその身に教え込んでやれ！」


　間もなく戦せん闘とうが開始される。


　アーウィンたちは傭兵たちに比べ、数で勝り、強さで勝り、勇ゆう猛もうさでも勝った。アーウィンは若くはあったが、反乱軍やミレスデン軍との戦いで決して少なくない実戦の経験を積んでおり、その戦いぶりは充じゆう分ぶん称しよう賛さんに値するものだった。


　斜しや面めんや茂しげみの多い山を巧たくみな馬術で動き回り、右に左に剣を振ふるっては傭兵たちと切り結び、傷を与えていく。彼らが到着する以前から戦いを続け、疲ひ労ろうしていたディレニア軍の傭兵たちに勝ち目はなかった。


　しかし戦いの熟練者である傭兵もさる者で、彼らは意気盛んな騎士たちと正面からぶつかることを避さけ、茂みに身を隠かくし、アーウィンたちをかく乱し始めた。こうなると騎き乗じようを前提として重い甲かつ冑ちゆうを身に着けた騎士たちは逆に戦い辛づらい。


　傭兵たちの時じ間かん稼かせぎともいうべき戦い方は功を奏した。ついにディレニア軍がブッシェル盆地の北に姿を現したのである。これはディレニア軍が後ろを顧かえりみることなく迅じん速そくに進出してきた結果であった。


　ディレニア軍は、後方の拠きよ点てんを奪うばわれ、文字通り後がない。その事実は一部の幹部たちにしか知らされていなかったが、幹部たちの意気に呑のまれる形で、将兵が一体となって猛もう進しんしたのである。


　盆地に進出したディレニア軍は、そのまま素早く南下、山を包囲する態勢を取り始めた。


「アーウィンさま！　周囲に敵が！」


「何っ!?」


　山が包囲されては、占拠どころではない。アーウィンの脳裏に任務失敗の文字が見みえ隠れした。


　しかし自ら任務を買って出ておきながらおめおめと逃にげ帰かえろうものなら、武人としての名声は失しつ墜ついするだろう。アーウィンにはそれが許容できず、それゆえに即そく撤てつ退たいなどという選せん択たく肢しは選ばなかった。


「踏ふん張ばれ！　もう少し時間を稼かせげれば本隊がやってくる！　それまで戦い抜ぬくぞ！」


　ベールセール軍が間近まで迫せまっていることは疑いない。しばらく敵をしのぐことができれば、援軍は必ずやってくるだろう。


　アーウィンの見立ては半分正しかった。間もなくベールセール軍の本隊が盆地の南側に現れたのである。


　しかし、アーウィンが思っていた以上にディレニア軍の動きは速かった。北からやってきたディレニア軍はそのまま軍列を広げてラルド山を半包囲の状態に置き、今やアーウィンたちの退路は南側だけとなっていた。ベールセール軍も軍列を広げながら接近しているものの、とても間に合いそうにない。


　あのひ弱な王太子が軍を率いているから後おくれを取るのだ──と、近衛騎士らしからぬ悪態を心中で吐はきつつ、アーウィンは新たな決断を下さざるを得なかった。


「我ら騎士がこのようなところで死んでも意味はない。残念だがこの山を奪だつ取しゆすることはできなかった、だがこの汚お名めいは後の戦いで返上すればよい！　我に続け、山を下りるぞ！」


　しかし、アーウィンはただベールセール軍のもとへ戻もどろうとはしなかった。冷静にディレニア軍の動きを見つめ、山の東側へと侵出してきた敵部隊と、北側の敵本隊との間にわずかな隙すき間まがあることを悟ったのである。


　迷うことなくアーウィンは、その隙間を突っ切ることを選せん択たくした。何らかの功を立てるまでは、自陣へ戻るわけにはいかなかった。


　そして結果的にではあるが、アーウィンの判断は良い方へと転がった。


　ディレニア軍からすれば、山上のベールセール軍は南へと逃げると思い込んでいた。それがまさか、包ほう囲い網もうのど真ん中に突っ込んでくるとは思わなかったのだ。


　しかも斜面を駆かけ下りるアーウィンたちは逆落しの形で攻撃を仕し掛かけることとなり、その勢いは到底止められるものではなかった。


　かくしてアーウィンら百騎足らずの騎き馬ばは、包囲網をまんまと潜くぐり抜け、少なからぬ落らく伍ご者を出しつつも、盆地北東の森林部へと逃げ延のびることに成功したのである。


　ディレニア軍からすれば背後に回り込まれた形となる。小こ賢ざかしいことこの上なかったが、対処はできなかった。いよいよベールセール軍の本隊と接せつ触しよくしようとしていたためである。
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　こうして、ベールセール、ディレニアの両軍が少しでも良い状じよう況きようを確保しようと動き、そして兵力の逐ちく次じ投入という愚ぐを犯さなかった結果、そのまま両軍は本格的な戦いへと引き出されることとなった。


　ディレニア軍はラルド山の確保に成功していたものの、ベールセール軍が間を置かず現れたため拠点化することができず、しかも茂みの多いラルド山には即座に弓兵部隊を展開することもできなかった。ゼーバルト将軍はラルド山に登って指揮に有利な視界を確保できたものの、まずは部下に命じて草くさ刈かりというおよそ軍事行動とはかけ離れた命令を下さなければならなかった。


　そうしている間にもラルド山の南側で、両軍はついに激げき突とつした。両軍共に軍列さえ満足に整えずに始めた戦である。そのせいか、通常ならもっとも被ひ害がいを与えるであろう矢戦さえ満足に行われないまま、両軍は肉にく弾だん戦を開始することとなった。両軍の兵士は互たがいに肉にく薄はくし、それぞれの顔に戦せん慄りつと恐きよう怖ふと興奮とを貼はり付つけて槍やりを突き刺さしあった。


　故郷を守るため、外敵から祖国を守るため、あるいは故郷の飢うえた家族を救うため──多くの兵士たちはそのような大たい義ぎを胸に秘めていたが、今このときばかりはそんな理由で戦場に出たことを兵が悔くやむこととなる。戦いとはそれほどに悲ひ惨さんなものだった。


　ただ自分が生き残るためだけに、敵兵に容よう赦しやなく槍を突き立たてる。喉のどを貫つらぬいて血を溢あふれさせ、腹をえぐり臓物を引きずり出し、家族の名を叫さけびながら命いのち乞ごいをしている敵兵の胸を容赦なく突き刺すのだ。


　しばしの間消しよう耗もう戦ともいえる命の浪ろう費ひが続いたが、間もなく戦せん況きように最初の変化が訪れた。ディレニア軍の前線に、ついに重装歩兵が出てきたのである。


　その規模は北の雄ゆうミレスデン軍ほどではなかったものの、前線での戦いを優位にするだけの打だ撃げき力りよくは秘めていた。まず最前線においてベールセール軍の一部隊が大きな打撃を受け後退を余よ儀ぎなくされ、まるで小さな穴から堰せきが崩ほう壊かいするかのようにベールセール軍の全戦線が大きな危機に陥おちいる。


「うろたえるな！　まだこちらには多くの兵がいる、小さな穴などすぐに塞ふさげばいい！」


　しかしベールセール軍も負けてはいない。ハインツ王太子はすでに知られていた温厚な性格とはまったく異質な勇猛ぶりを発揮、綿密な指揮でまず戦線の穴を塞いだ。さらに騎き士し団に命令を出し、ディレニア軍の背後を突かんと西側から大きく迂う回かい・北上させたのである。


　もちろんこの動きはラルド山を確保していたディレニア軍には筒つつ抜ぬけだった。しかしディレニア軍にはベールセールの騎士団に対たい抗こうしうるような機動力に長けた戦力はなく、予備隊の多くを動かして守りを固めるしかなかった。


　しかしその効果は充分で、騎士団も攻せめあぐね、自じ慢まんの突とつ撃げきを仕掛ける機会を失う。


　ベールセール軍の意図はくじかれた形になったものの、歴戦の将ベルフェルドは、そこに別の攻こう撃げきの好機を見出していた。


「殿でん下か。敵はすでに予備隊を動員し、前線に多くの兵を投入できなくなっております。ここは我らも予備隊を動員し、戦線を横に広げることで、敵を押し包みましょう」


　ベルフェルドの提案を受け入れたハインツ王太子は予備隊の投入を即そく断だん。戦線を大きく広げ、半包囲の態勢を取る。


　その分戦線の厚みは減ったものの、すでに多くの予備隊を動員していたディレニア軍はベールセール軍の動きに対抗できず、前線の部隊は半包囲される形となり、大きな被害を受け始めたのである。


　しかしディレニア軍の戦いぶりは勇猛であり、重装の歩兵を中心に据すえた戦線は強固で、戦いの趨すう勢せいそのものは動かなかった。


　戦況にさらなる変化が起こったのは、ディレニア軍がラルド山を確保してから半時（約一時間）後のことである。


　ラルド山山頂における最低限の陣じん地ち構築が完かん了りようし、弓兵の組織的な展開が可能となったのだ。


　ディレニア軍は戦線をわずかに後退させる。その結果、多くの兵が前線に取り残され、少なからぬ被害を受けたものの、ラルド山にベールセール軍を引きつけることに成功。高所からの一方的な射しや撃げきを開始する。これにより今度はベールセール軍の戦列は各所で大きな被害を受け始めた。


　もしベールセール軍に〈風の戦いくさ乙おと女め〉がいれば戦況は違ちがったものとなっていただろうが、ベールセール軍にとっては不幸だったことに、そしてディレニア軍にとっては幸運だったことに、未だ彼女の姿は戦場になかった。


「殿下。これ以上この場で戦いを続けるのは不利なようです」


「やむをえないか……」


　ハインツ王太子はベルフェルド副将の意見を容れ、ラルド山の傍そばで戦いを続けることの不利を悟さとり、一時後退を命じる。


　だが、その後退命令は完全に読まれていた。その瞬しゆん間かんをディレニア軍は待ち構えていたのである。


「今だ、前進せよ！　喰くらい付け！」


　ゼーバルト将軍の命令は的確かつ迅速だった。


　全戦域に亘わたって兵を後退させるとなると、どうしても戦線に乱れが生じる。そこに付け入るように、ディレニア軍は前進、喰らい付いたのである。


　無論、ベールセール軍もなんら備えなく後退したわけではない。前線を離はなれた部隊は他の後退を援えん護ごするという行動を交こう互ごに繰くり返かえし、突とつ出しゆつしてきたディレニア軍を逆に孤こ立りつさせ、出血を強いつつ態勢を整え直そうとしたのだ。その指揮ぶりは見事なもので、ハインツ王太子の統率力が非ひ凡ぼんなものであることを証明していた。


　しかし、このときばかりはディレニア軍の勢いが勝った。ディレニア軍はこの機を逃のがせば勝機なしと言わんばかりに少々の犠ぎ牲せいなど気にも留めず、全戦線に亘って圧力をかけたのだ。


　ベールセール軍の後退しつつ味方を援護するなどという片手間の戦い方では、これに抗こうすることはできなかった。ディレニア軍の猛もう攻こうは凄すさまじく、いたるところで戦線は破は綻たんする。


　ハインツはすべての予備隊を投入し、さらに敵を牽けん制せいするために騎士隊に命じて敵の後方を突つくがごとき動きを取らせる。


　しかしベールセール軍がもっとも得意としていたこの戦場迂回戦術は、ディレニア軍がもっとも警けい戒かいしていた戦い方であり、それゆえに完全に読まれていた。ディレニア軍は後こう陣じんの備えも厚く、容易に近づくことはできなかったのである。


　こうして戦況は、ついにディレニア軍が有利となって推移した。


　しかし、誰だれもが想像だにしなかった伏ふく兵へいの出現により、戦況は再び変化することとなるのである。
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　このときブッシェル盆ぼん地ち北東の山中には、ラルド山奪だつ回かいに失敗したアーウィンたち一隊が潜ひそんでいた。これまでの戦いでその数は七十騎きを割っていたものの、戦術的行動が取れないほどではない。


　しかし、アーウィンは攻めあぐねていた。


「さすがは歴戦のディレニア軍だ……。これでは隙すきがないではないか」


　ディレニア軍の備えは重厚で、七十騎程度では到とう底てい戦せん況きようを覆くつがえせるような行動は取れなかった。たとえ不意を突いて突撃したとしても、わずかな打撃を与あたえた後は簡単に包囲殲せん滅めつされてしまうだろう。


　だがこのとき。アーウィンの前にある人物が姿を現したことから、彼の運命もまた大きく動き出すこととなる。





「ほう。精せい霊れいの導きに狂くるいはないということか、本当に兵がいるとはな」





　その人物は、全身を血と泥どろで汚よごし、もし甲かつ冑ちゆうを着ていなければ物もの乞ごいと見まがいかねないような様相をしていた。


　しかし、その長身と、そしていかなる障害をも打うち壊こわすかのような意志の強さが感じられるその険しい目つきだけは、見み間ま違ちがうわけがなかった。


「しょ……将軍閣下!?」


　その男は、ディレニア軍との戦いで敗北を喫きつし、そのまま生死すら不明となっていたフィリップ将軍だった。


「生きていらしたのですか、閣下！」


「当たり前だ、そう易々と死んでたまるか。そんなことよりおまえたち、将軍として命ずる。今より私の指揮下に入れ。共に戦ってもらうぞ」


　事もなげにそう言ってのける。


「も、もちろん将軍閣下のご命令とあれば従いますが……。百にも満たぬ我らで一体何をするというのです？」


「決まっている。攻撃だ」


　……フィリップから作戦の内容を聞いたアーウィンは、再びその顔を驚きよう愕がくで染めた。


「本気ですか!?　本気でそのような危険な作戦を、それも将軍自ら行うというのですか!?」


「先の戦いにおける私の敗北は知っているだろう。この辺りで一度名めい誉よを挽ばん回かいしておかねばならぬのでな。おまえたちにも悪い話ではないはずだ。将の前で戦功を立てる好機なのだからな」


　冷静に考えれば、そんな無む謀ぼうな作戦に加わることなど有り得なかった。アーウィンが目指しているのは名誉であるが、死んで得られるような名誉にはまったく興味などない。むしろ、本来ならフィリップを止める側に回っていただろう。将軍閣下は動転しておられるのです、どうかお考え直しを──と。


　だが、このときばかりはなぜかアーウィンに断わることができなかった。彼もまたフィリップと同じように任務に失敗した身であり、名誉を挽回する機会を探していたということもあるが、何よりフィリップの言動に、どこか逆らいがたいものを感じたためである。


　それは恐怖の類ではない。このお人ならば、本当にそれぐらいのことをやってのけるのではないか。なぜかそんな印象を、アーウィンは強く抱いだいたのである。


「分かりました。このような戦地の片かた隅すみで閣下と再会できたのはきっと赤神のお導き、ならば我が命、お預けしましょう」


「よくぞ言った。では私に馬と、それから予備の武器をありったけよこせ」


「……はあ？」


　馬を要求されるのは分かるが、予備の武器をありったけという提案はよく分からない。どのみち怪け我がを負った騎士の馬が余っていたし、予備の武器もかなりある。要求通りにする他なかった。
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　今や戦局は完全にディレニア軍の側に傾かたむいていた。


　ベールセール軍の後退はラルド山からの射撃によって足が鈍にぶり、そこへ猛攻を仕し掛かけたディレニア軍は、大きな打撃を与えつつ、喰らいついて放さなかった。ベールセール軍は引き続き不利な後退を強いられ、被害を出し続けたのである。


　それでもどうにかラルド山からの射程を抜ぬけると戦列の立て直しに成功したものの、それまでに受けた被害は大きく、戦線は縮小せざるを得なくなっていた。


　その機に乗じてディレニア軍は一気に攻こう勢せいに出た。後はベールセール軍自慢の騎士団にさえ注意を払はらっておけば、自軍の勝利は間違いない──ゼーバルト将軍はそんな確信さえ抱き始めていた。


　しかしこのとき、ディレニア軍が全戦線にわたって前進攻勢に出たため、ラルド山周囲の防ぼう御ぎよは極めて手て薄うすな状態になっていた。一応予備隊を置いていたものの、それも敵騎士団への備えのためにほとんど動けない状態にあった。


　その防備が緩ゆるんだ一いつ瞬しゆんの隙を、ベールセール軍に突かれることとなったのである。


「閣下！　北西より敵の別働隊が接近中、真っ直ぐこちらに向かってきます！」


　その報告に、ゼーバルトは鼻白んだ。ベールセール軍にまだ陽動部隊がいたという事実はもちろん、戦場において後方から攻せめられるほど恐おそろしいことはない。


「数は!?」


「騎き兵へい、およそ百！」


　その報告に、わずかに安あん堵どする。さては先にこの山から退たい却きやくした騎き士しの一隊が戻もどってきたのだろう。百程度の騎き馬ば隊など恐れる必要はない。


「オイゲン、二百の弓兵を率いて迎むかえ討て！　この山の斜しや面めんを駆かけ上がっているところを狙ねらえばよい！」


「承知しました！」


　前線が移動してしまった以上、この山に配置した弓兵は使い道がない。百騎程度の敵であれば、その一部を回せば充じゆう分ぶんしのげるはずだった。





　　　　　◆





　フィリップたちは手薄となっていたディレニア軍の北東側を突とつ破ぱし、ラルド山へ取り付くことに成功していた。


　しかしここからは斜面を駆け上がることとなり、自然機動力が落ちてしまう。そしてそれを見み透すかしたように、山頂のデイレニア兵が隊列を整え始めたのが見えた。無数の弓兵が矢を番つがえ、その切っ先をこちらに向けている。


「ちっ！」


　フィリップは舌打ちした。


　今はまだ距きよ離りがあるからいい。しかし今後斜面を駆け上がって接近し、馬が疲ひ労ろうして速度が落ちたところに矢を射掛かけられれば、かわすのは難しいだろう。


　しかしこのとき、そんなフィリップの心境を見透かしたように、悪あく魔まじみた笑みを浮うかべたパンドラが眼前に舞まい降おり先導を始めたのである。


《恐れるな、我の後に続け。さすれば矢など当たらぬ》


「…………」


　本当にこの精霊を信用していいのか。一瞬ではあったが、フィリップは逡しゆん巡じゆんした。だが、今いま更さら他に道はない。


　一度大きく息を吸って腹を据すえると、後ろに続くアーウィンたちを振ふり返る。


「私が突とつ破ぱ口こうを開く！　アーウィン卿きよう、卿らは後から続け！」


　返事も聞かず、フィリップは眼前のパンドラ目掛けて馬を走らせた。


　パンドラの誘ゆう導どうは的確だった。山頂から次々降ってくる何百もの矢は、一本たりともフィリップとその馬を傷つけることはなかったのである。


　数百の矢をものともせず山を駆け上がるフィリップの姿は、敵を怖おじけづかせ、アーウィンら味方を勇気付けるには充分だった。




[image: ]


　やがて飛び道具での阻そ止しに失敗したと気付いたディレニア軍は、フィリップを迎え撃うつべく槍そう兵へいを集め始めた。


　そのまま槍やり衾ぶすまを形成できていれば、山頂への侵しん入にゆうは阻止できたかもしれない。しかし、決して広くない山頂で、しかも単たん騎きで縦じゆう横おう無む尽じんに動き回るフィリップに対して有効な槍衾を形成することは困難だった。


　結果的に、槍兵はフィリップ相手に組織的な戦いができず、そして一人や二人の槍兵など、パンドラの加護を受けたフィリップの敵ではなかった。剣けんを振るい、突き出だされた槍ごと、あるいは兜かぶとや鎧よろいごと、人の体を切り刻んでいく。


　もっとも、その激しい戦いを演じるには、並みの剣では不充分だった。五人目を斬きったところでフィリップの持つ剣は真ん中からへし折れたのである。しかし剣がもたないであろうことは、パンドラと契けい約やくしたあの日、傭よう兵へいどもを相手にしたときから分かっていたことだった。フィリップは動どう揺ようすることなく用意していた二本目の剣を抜いた。


「やはり私に相ふさ応わしい剣が必要だな」


　戦いの最中、一人呟つぶやく。


　たとえばあのアレスが使っていた剣は、どれほど人を斬きろうと決して折れはしなかった。あれぐらいの名めい剣けんこそが自分に相応しいのだ。


　もっとも、目星は付けてある。


　クラウディア王女が王族のみが身に着けることを許された指輪を持っていたように、王家には十個足らずの宝があるという。ドワーフの名工によって作られたという、この世に二つとない宝が。


　クラウディアの指輪、ベルセルム四世の持つ杓しやく杖じようと金印と王おう冠かん。ハインツ王太子が身に着けているという腕うで輪わ、それに亡き王おう妃ひが身に着けていたという髪かみ飾かざり、その他にも色々とあるらしいのだが、その中に剣もあるらしい。


　かつては王族の血を引く公こう爵しやくに下賜されていたらしいが、〈流血の御み代よ〉の際にすべての公爵家は滅めつ亡ぼうしており、剣は王家のもとに戻ったという。その剣こそが自分が持つにもっとも相応しい剣となるだろう。


　いずれにせよ、今しばらくはもろい武器で我が慢まんせねばならなかった。三本目の剣を抜き放はなつ。


「さあ、我を導け！　敵将はいずこだ！」


　パンドラは無言のままフィリップを導いた。その先には──慌あわただしく指示を出している長身の男の姿があった。
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「何をしている！　相手は単騎だぞ、防げ！　防ぐのだ！」


　ゼーバルトは叫さけんだ。それは絶ぜつ叫きようと呼んだ方が適切だったかもしれない。


　有り得ないことだった。まさか単騎の敵を相手にこうも押されるなど。


　ゼーバルトは軍の将としての責任を過不足なく果たすだけの能力があった。しかし将として兵を指揮するのと、前線指揮官として兵を率いて戦う能力は別物である。今の今まで将としての才を振るっていたゼーバルトが、突とつ然ぜん前線指揮官として対応するには若干の時間が必要だった。


　その隙すきを、敵は見み逃のがしてくれなかった。何本もの剣をへし折りながらも群がる兵士を各個に蹴け散ちらし、真っ直ぐにこちらへ向かってくる。


「我が名はベールセール王国が将、フィリップ！　敵将ゼーバルト、覚かく悟ごせよ！」


「な、なにい!?」


　敵の名乗りを聞いたゼーバルトは二重に驚おどろきを隠かくせなかった。


　敵将フィリップの名は知っている。他ならぬゼーバルト自身がその軍勢を打うち砕くだき、その身み柄がらを捕とらえる寸前までいったからだ。そのフィリップがまだ生きていたというのも驚きだが、何より敵の将が単騎で突つっ込こんできたことが信じられない。


　いや、あるいはただのハッタリかもしれない。こうしている間にも戦いは続いている。単騎で突っ込んできた敵にいつまでも気を取られていては、指揮がなおざりになってしまう。敵はそれを狙って将軍を自じ称しようさせた決死の部隊を送り込んできたのではないか。それほどに、将が敵に単騎で突っ込むなどという事態は考えられないのだ。


　となれば、対処は一つである。


「ええい、付き合ってられん！　ガリック、この場はおまえに任せる。私は兵の指揮を続ける！」


「は、お任せください！」


　近くにいた幹部の一人が力強く頷うなずく。


「手の空いている者は槍を持て！　なんとしても討ち取るのだ！　敵将を討ち取れば恩賞は思いのままだぞ！」


　ガリックの指揮を背後に聞きながら、ゼーバルトは馬に飛び乗るとその場を後にしようとした。


　しかし、


「どけぇ！　邪じや魔まだ！」


　フィリップと名乗ったその騎士は、ゼーバルトの想像をはるかに上回る速度と戦い方で接近してきていたのである。


　思わず後ろを振り返かえったゼーバルトが見たものは、長大な馬上槍を左右に払って文字通り敵兵をなぎ払って突っ込んでくる敵の姿だった。


　しかも、数百という将兵がうごめいているこの戦場にあって、まるでゼーバルトの位置が分かっているかのように真っ直ぐに向かってくる。


「くっ！」


　歯は嚙がみしてゼーバルトは馬の腹を蹴けった。


　たった一騎きの敵にこうもいいように弄もてあそばれ、さらに背を向けて逃にげ出さなければならないとは情けない限りである。とはいえ、将たる自分がこんなところで危険に身をさらすわけにもいかない。


　だが、すでにゼーバルトに逃げる時間はなかった。


　突とつ如じよとして、馬が倒たおれた。


「なに──」


　驚く暇ひまもない。ゼーバルトの体は横に投げ出され、そのまま地面に叩たたきつけられる。


　左ひだり肩かたに強い痛みが走った。同時に、馬が倒れた理由を知る。


　その後ろ脚あしに、投げつけられた剣が刺ささっていたのだ。


「くそっ、信じられん……！」


　ゼーバルトは背後を振り返った。フィリップと名乗った敵が、どこまで接近しているのか見極めなければならなかったからだ。


　だが、次に視界一いつ杯ぱいに広がったのは、長大な馬上槍だった。


　避よける間もない。その槍は、ゼーバルトの体を貫つらぬいていた。


「ば、馬ば鹿かな……！」


　ゼーバルトを貫いた異物は、肺を、心臓を傷つけ、そして背骨を打ち砕いていた。


　瞬しゆん時じに下半身の感覚がなくなり、そして間もなく呼吸も困難になる。


　ゼーバルトにとっては幸いというべきなのか、痛みはあまりなかった。それは、人が死を不ふ可か避ひのものと認識した際、脳から与あたえられる最後の慈じ悲ひである。


「い、嫌いやだ……」


　痛みの代わりにゼーバルトの胸中を満たしていたのは強きよう烈れつな妄もう執しゆうだった。


　誰だれもが成し得なかったベールセール王国の攻こう略りやくを果たし、後世に自分の武名を残す。それこそがゼーバルトの抱いだいていた野望だった。


　そして、その野望は確実に現実のものとなりつつあったのだ。ダルム城じよう砦さいを陥かん落らくさせ、一度はベールセール軍を叩きのめすという大功を上げたのだ。確かにダルム城砦を奪だつ回かいされたことで状じよう況きようは悪化したかもしれないが、今もまたベールセール軍を追おい詰つめつつあった。あと一歩で、野望を実現できたかもしれないのだ。だというのに──


「こんな……ところででぇぇぇえ！」


　肺に残った最後の空気を、言葉にして吐はき出す。


　それが、ゼーバルトの最期だった。
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「す、凄すごい……！　なんと凄すさまじい戦いぶりだ！」


　アーウィンは心の底から感かん嘆たんしていた。ほとんど単騎で敵軍を圧あつ倒とうし、ついには敵将を討ち取って見せたフィリップ将軍の戦いぶりに。


　アレスという稀き代だいの騎き士しの戦いぶりはもちろん音に聞いている。しかし、アーウィンはアレスが戦うところを見たことがなかった。


　アレスが北の傭兵と戦っているときはもちろんだが、先のミレスデン軍の巨きよ人じんとの戦いでさえ、アーウィンは最前線で戦っていたがためにその武勇を見る機会がなかったのだ。


　しかし、フィリップは違ちがった。今まさにアーウィンの目の前で、まるで吟ぎん遊ゆう詩人の語る英えい雄ゆう譚のごとき戦いを演じている。


　自分の得意な分野で、自分よりはるかに優ゆう秀しゆうな者の存在を知ったとき、抱く感情は二つのうちのいずれかでしかない。すなわち、嫉しつ妬とか、あるいは憧あこがれである。


　このときアーウィンが抱いたのは、後者であった。アーウィンは知る由もなかったが、それはアレスの戦いぶりに魅みせられた多くの武人と同じ反応でもあった。


　と同時に、共に戦いたいという衝しよう動どうが強く出てくる。


「将軍閣下お一人に戦わせては立たつ瀬せがないぞ、将軍に続け！」


　アーウィンの声に、配下の騎士たちも馬の腹に蹴りを入れ直し、そしてフィリップが作った道へと突とつ入にゆうを始める。


　すでにディレニア軍は混乱の極致にあり、フィリップとの合流は難しいことではなかった。


「遅おそいぞ」


　このときフィリップは、馬上槍やりに突き刺した敵将の体を驚くべき膂りよ力りよくで持ち上げ周囲の敵兵を圧倒していた。


「申し訳ありません！　ですが……もう後おくれはとりません！」


　決意を込めてそう答える。


　フィリップは、微かすかに笑ったようだった。


「そうか。では付いてこい。これより敵の中央を突っ切るぞ」


「はっ！　どこまでもお供いたします！」





　その言葉に偽いつわりはなかった。


　フィリップの戦いぶりに武人として心しん酔すいしたアーウィンは、以後フィリップ個人に忠誠を誓ちかうこととなるのである。
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　ゼーバルト将軍の戦死は、たちまち全戦線に影えい響きようを及およぼし始めた。


　統制のなくなったディレニア軍はすぐさま相そう互ごの連れん携けいを欠くこととなる。


　この頃ころ、一部の有能な前線指揮官に率いられた部隊は、ベールセール軍の戦線を打ち破り前進を果たしていた。しかし、本来なら得られるべき味方の部隊からの援えん護ごが得られず逆に敵中に孤こ立りつする有様だった。


「ベルフェルド、敵の動きが鈍のろくないか？」


　ハインツ王太子はその動きを見逃さなかった。


　問われたベルフェルドも首を縦に振ふる。


「は、明らかに妙みようですな。敵の首脳部に何かあったのかもしれませぬ」


「しかし……我が軍が劣れつ勢せいにあるこの状況で、敵首脳部に何が起こり得る？」


　ややあって、ベルフェルドは答える。


「……一つだけ、思い当たる節がございます。かつてボルネリア軍が反乱軍を名乗っていた頃、〈風の戦いくさ乙おと女め〉に同じ戦術を取られたことがございます」


　かつてトゥールスレン平原において行われた、王国軍と反乱軍の初めての本格的な会戦。


　戦せん況きようは王国軍が優勢だった。しかし優勢だったがゆえに反乱軍にとどめを刺そうと王国軍が総力を挙げての攻こう勢せいに出たその瞬しゆん間かん。手て薄うすになった王国軍の本ほん陣じんが〈風の戦乙女〉率いる反乱軍の精せい鋭えい部隊の奇き襲しゆうを受け、将軍は戦死、指揮系統を失った王国軍は総そう崩くずれとなった。


「ただの偶ぐう然ぜんかもしれませぬが……今の状況はまさしくその状態に酷こく似じしております」


「……そうか。アレス卿きようと〈風の戦乙女〉ならば、あるいは可能か」


　冷静に考えれば、そんな都合のいい話は考え辛づらかった。


　二人の英雄ははるか北西の国境へミレスデン軍の撤てつ退たいを見極めに行っているのだ。ミレスデン軍に目立った動きは見られない以上、そろそろ帰き陣じんの途とにあってもおかしくはないが、それにしても遭そう遇ぐう戦せんから始まったこの戦に運良く間に合い、しかもないに等しい手勢でディレニア軍首脳部を壊かい滅めつさせるなど、よほど蒼神と赤神の寵ちよう愛あいを受けていない限りできることではない。


　だが──それでも、ハインツは考えずにはいられなかった。あの二人の英雄が、再び奇き跡せきを起こしてくれたのではないかと。


「いずれにせよ、この好機を逃のがす理由はないな。全軍に攻勢に出るよう命じよう」


「ははっ」


　こうしてベールセール軍は再び大きな動きを見せる。騎士隊を含ふくめ、最後の力を振り絞しぼり、すべての兵力を前線に叩きつけたのである。





　　　　　◆





　ハインツ王太子の決断は適切だった。後方からの統率が途と絶だえたディレニア軍は、ついに態勢を整え直すことができず、歴戦の指揮官たちは懸けん命めいに防戦に努めたものの、ついには後退を余よ儀ぎなくされていった。


　こうなると、ディレニア軍にできることはただ一つしかない。後退に続いて本格的な退たい却きやくを行い、態勢を立て直すことである。しかし彼らにはそれすら許されなかった。追つい撃げき戦せんはベールセールが誇ほこる騎士たちの最も得意とするところであり、背を向けることは大きな危険を呼び込むこととなるからである。


　こうしてディレニア軍は至るところで前線を打ち破られ、次々と兵力を失っていった。


　このままいけばベールセール軍の勝利は確実かと、誰もが思った。


　しかしここでまた新たな動きが生じる。後退を続けるディレニア軍は、少なくとも時間を稼かせぐことには成功し、将軍亡き後の指揮を立て直すことができた。さらに戦線が縮小したことから指揮が執りやすくもなり、またラルド山を中央に据すえた防ぼう御ぎよ戦も再び展開できるようになった。逆に強引な前進を繰くり返したベールセール軍は、部隊間の連携に齟そ齬ごが生じるようになってしまったのである。


　こうして戦況は再び膠こう着ちやくする。全体的に見ればディレニア軍の損そん耗もうが激しく、ベールセール軍が優勢と断言できたであろうが、ディレニア軍の兵力はなおも万を超こえ、戦略的な行動は充じゆう分ぶんに可能だった。


　だが、ここで最後の変化が生じる。


　ラルド山においてゼーバルト将軍を討ち取ることに成功したフィリップ率いる一隊が、ついに敵の中央突とつ破ぱに成功したのである。


　フィリップは、両軍の中央に出ると同時に叫さけんだ。


「我が名はベールセール軍が将フィリップ！　ディレニア軍の将兵どもよ、聞け！　ゼーバルト将軍はこの通り我が槍の贄にえとなったぞ！　おまえたちもこのまま異国の地に軀むくろをさらしたくなくば、すぐさま降こう伏ふくするがいい！」


　そして、未だゼーバルトの体が突つき刺さったままの槍を見せ付けるように高く掲かかげたのである。


　効果は劇的だった。ディレニア軍の兵士たちはたちまち動どう揺ようを来たし、士気は失しつ墜ついした。


「落ち着け！　ゼーバルト将軍閣下がむざむざ戦死なさるわけがない！　あれは我らを動揺させるためのベールセール軍のハッタリだ！」


　前線指揮官たちはそう言って部下たちを鼓こ舞ぶしたが、後方からの指揮が一時完全に途絶えたことが、ただのハッタリではないことを裏付けてもいた。


　反対にベールセール軍からすれば、死んだと思っていたフィリップ将軍が最高のみやげと共に帰き還かんしたこととなる。戦意は一気に高こう揚ようした。


「ベールセール軍全軍に告げる！　我に続け！　侵しん略りやく者どもを祖国から追い払はらうぞ！」


　そして、フィリップが自ら前線の兵を率いて突とつ進しんを開始したとき。


　勝敗は決した。


　この直後、もはや抗こう戦せんは不可能と悟さとったディレニア軍は多くの犠ぎ牲せいが生じることを承知の上で退却を開始する。


　ベールセール軍は勢いに乗って大規模な追撃戦を開始、数千もの首を討ち取りディレニア軍を盆ぼん地ちの北ほく端たんまで退かせることに成功するのだった。





　　　　　４





　フィリップは、あらためて驚きよう愕がくと歓かん呼こと共にベールセール軍に迎むかえられた。


　先には五千の軍勢を壊滅させたが、単身で敵将の首を奪うばい、ベールセール軍の今日の勝利を呼び込んだ功績はそれを補って余りあるものだった。


「フィリップ将軍、よくぞ生きて戻もどってくれた」


　将兵たちが歓かん声せいを上げる中、フィリップはハインツ王太子の前に参上した。


「は。ギルマード卿をはじめとして、国王陛下よりお預かりした多くの兵士たちをむざむざ死なせることとなってしまいました。面目次第もございません」


「そうか、ギルマード卿も亡くなったか。卿もさぞ心痛だろうな」


「は……」


　黙もく禱とうするように、ハインツは目を閉じた。


「確かに多くの命が失われたことは無念だ。しかし、犠牲なしで戦争が終わらせられると思うほど卿も私も夢想家ではないはずだ。それに勝敗は兵家の常というもの、今はこの勝利を呼び込んだフィリップ将軍の功を称たたえよう」


　ハインツがそう告げると、周囲から一際大きな歓声が起こる。


　半日以上に亘わたって激戦が繰り広ひろげられた結果、昨日までは功績と恩賞に駆かられて士気旺おう盛せいだった兵卒たちも、今は血に厭あき、無事故郷へ帰れることを喜んでいた。それもフィリップの功績があってこそとあって、兵士たちのフィリップへの賛辞は止むことがなかった。


「殿でん下か！　将軍閣下！」


　一人の騎き士しが、彼らの前で膝ひざを突いた。


　どうしたと問うハインツに、騎士はやや戸と惑まどったように答えた。


「それが……ディレニア軍から軍使が参りました」


「ほう。ならば吉きつ報ぽうでしょうな」フィリップが言う。「ディレニア軍は今日の戦で大きな被ひ害がいを受けました。この状じよう況きようでやってくる軍使が、まさか恫どう喝かつしにくることはありますまい」


「そうだな。直ちに会うとしよう」


　さすがに軍使との交こう渉しようの場を兵士たちに公開するわけにはいかない。ハインツ王太子、フィリップ将軍ら軍の幹部たちは天幕の一つへと入り、そこで軍使と面会した。


　軍使は、名をアンドレイと名乗った。


「我が軍は、直ちにこの国より退去する用意がある」


　軍使とは単身で敵のただ中へ飛び込んで行かなければならない。相手の機き嫌げん一つ損ねれば、それだけで容易に命を失いかねない危険な役目だ。


　にもかかわらず、その軍使は居い丈たけ高だかとも言える態度でそう告げた。まるで殺せるものなら殺してみよと言わんばかりであった。


「我々は全将兵が無事に祖国へ帰国できるよう貴国に要よう請せいする。特に、国境のダルム城じよう砦さいからの攻こう撃げきと、背後からの貴国の攻撃がないという保証が必要だ。そこでこのブッシェル盆地を境界線とし、これ以上軍勢を北上させないと約束してもらいたい」


「何をほざくか！」


　それは敗軍のあるべき態度ではなく、また敗軍らしからぬ要求であり、反発は大きかった。王太子や将軍を差し置いて声を荒あららげる騎士がいたのは当然だった。


「そもそもこの度の戦いはおまえたちの宣戦布告なき侵略に端たんを発するもの。武器を捨てて降伏し、賠ばい償しように応じるというのならともかく、ただ国へ帰せと要求するなど図々しいにもほどがあるわ！」


「その主張はごもっとも。もしこの提案がお気に召めさないというのであれば、今すぐ私の首を刎はねられればよろしい。しかしこれ以上戦いを続ければ、無む駄だに多くの犠牲を出すだけですぞ。あなたの国は、今年に入って多くの戦を繰り返かえしていると聞く。これ以上の損耗は国の根幹にかかわると思われるが」


　怯ひるむことなく滔とう滔とうと述べる軍使に、先ほど声を荒らげた騎士でさえ返す言葉を失った。


「繰り返すが、我々は祖国へと帰りたいだけだ。これはすべての将兵の願いであり、それ以上を望むつもりはない。しかしもしそれが不可能となれば、取るべき手段は一つ。誰だれだって異国の地で軀をさらしたくなどないのだ、兵士たちは望郷の念に駆られ、最後の一兵に至るまで戦いを続け、一人でも多くのベールセール人の命を奪うべく尽じん力りよくすることになるだろう」


　今日の戦において、ディレニア軍は多くの兵力を失い、将を失っている。しかしそんな自軍の窮きゆう状じようを、交渉材料とはさせない。そんな気き迫はくのようなものが、軍使から感じられた。


「要求は承った」ややあって、ハインツ王太子が告げる。「返事は後ほどこちらから使者を立てるとしよう。今日のところはお引き取り頂きたい」


「お言葉はありがたいが、私は吉報以外を携たずさえて帰陣するつもりはない。早急に両国の未来にとってよりよい決断を下して頂くか、さもなくばお手数をかけるが私の首を刎ねてディレニア軍のもとへ運んで頂きたい」


　その頑かたくな過ぎる態度に、誰もが鼻白んだ。


「……あなたの覚かく悟ごはよく分かった。しかし国家の大事にかかわる判断を今すぐ決せよと迫せまるのもいささか礼に欠けるというべきだろう。もちろん早急に返事ができるよう努力はするが、両国の友好を考えるならもう少し時間を与あたえてくれて然るべきだと思うが」


「お言葉はごもっとも。では私は外でお待ちしておりましょう。私の首を切り落とす斧おのを用意するなり、お好きになされますよう」


　……結局、一軍の使者を夜風にさらすわけにもいかず、軍使アンドレイは隣となりの天幕へと案内されていった。





「さて、どうしたものかな」


　居並ぶ幹部たちを前に、ハインツがあらためて問うた。


「まず、一つ気になることがある。あの軍使はこう言っていた。背後からの我々の攻撃がないという他に、ダルム城砦からの攻撃もないという保証が必要だと。これはどういうことだろう。ひょっとすると、別働隊を率いて北上したジェレイドが何かやってくれたのだろうか」


「申し上げます」とフィリップが進み出る。「報告が遅おくれて申し訳ありません。私が北で一敗地にまみれていた頃ころ、捕とらえたディレニア軍の兵士から聞いたことがあるのです。なんでも、ダルム城砦がベールセール軍に奪だつ回かいされたとか」


　どよめきが起こった。


「すると、ジェレイドはわずか千人でダルム城砦を奪回したというのか！」


「恐おそらくは。五千もの兵を率いてあえなく全ぜん滅めつの憂うき目めを見た私とは違ちがったようですな」


　自じ嘲ちようするようなフィリップの言葉に、居並ぶ幹部たちは驚おどろきを隠かくせなかった。名めい誉よ欲しさに慣例を破って今の地位を得たフィリップが、そうも簡単に自分とジェレイドを比ひ較かくし、しかも自分の方が劣おとっているなどと認めるとは思わなかったのである。


「……勝敗は兵家の常、それにフィリップ将軍は我が軍を勝利に導けるだけの新たな手て柄がらを立てたのだ。そのような比較をする必要はあるまい」


　ハインツがたしなめるように言い、「恐れ入いります」とフィリップは頭を下げた。


「そういうことならば話は分かりますな」


　と、副将ベルフェルドも場の空気を改善しようとするかのように続けた。


「後方拠きよ点てんを失った彼らは、我らに決戦を挑いどむ以外の道がなかったのでしょう。それゆえに、ディレニア軍は急に南進し、我らと雌し雄ゆうを決しようとしたのでしょうな」


「いずれにせよ、我らにとっては朗報ということだな。では、それを踏ふまえて皆みんなの意見を聞かせてもらいたい」


　活発な議論が始まった。


「ダルム城砦が我らの手に落ちたというのであれば、いよいよディレニア軍に逃にげ道みちはありません。この機に乗じて奴やつ等らを殲せん滅めつせしめることができれば、二度と我が国へ侵しん攻こうしようなどという気は起こりますまい」


「ですが……先ほど軍使が言った通り、我が国は度重なる戦によって疲ひ弊へいしていることも事実です。これ以上戦を続け、王国の力が衰おとろえれば、再び新たなる混乱を呼び込むおそれもありましょう」


「その心配は無用と存じます。我が国と国境を接するミレスデン軍はすでに敗退し、ディレニア軍もまた敗退しようとしているのです。ジェレイド率いるボルネリア軍とも争う必要はなくなっているこの状況では、これ以上我が国に刃やいばを向ける者はいないのです。である以上、最後の敵となったディレニア軍は叩たたけるうちに叩いておくべきかと」


「同感です。そもそも此度の戦は北の一方的な侵略に端を発するもの。ここでなんらその責めを問うことなくむざむざと奴等を帰国させれば、調子に乗ってまたいつか我が国へ野望の矛ほこ先さきを向けてきますぞ」


「いえ、ここはあえてディレニア軍を帰還させるのも手かと存じます。そもそもミレスデン軍は敗退したと言えど、巨きよ人じんを失っただけで軍勢そのものは健在なのです。一方でディレニアはミレスデンに比べればはるかに国力も小さく、今我が国に侵しん入にゆうしている遠えん征せい軍を失えば、とてもミレスデンに対たい抗こうすることはできなくなるでしょう。今後もしミレスデンがディレニアを併へい合ごうするようなことがあれば、我が国は北に今以上の脅きよう威いを作ることになりかねませんぞ」


「……確かに。北のレアニール連合全域に混乱の種をまくためならば、ディレニアにも兵を置いておくべきでしょうな」


「殿下。私も、これ以上北との戦いを続けることには一つ懸け念ねんがございます」


　戦いを続行する意見がややしぼみかけたこの瞬しゆん間かんを狙ねらったように口を挟はさんだのは、フィリップであった。


「もちろん聞こう。なんだ？」


「は。まず第一に、ダルム城砦が敵の攻こう勢せいに耐たえられるかということです。現状、ディレニア軍はダルム城砦と我が軍に挟まれた形となっておりますが、ダルム城砦もまたディレニア軍とディレニア本国とに挟まれた形となっています。それに、ジェレイドが率いていた兵力は千人前後の小勢に過ぎませぬ。もしディレニア軍にダルム城砦を再奪回されることがあれば、再び奴等は士気を取とり戻もどし、泥どろ沼ぬまの戦いが続くことになります」


　フィリップの発言は、周囲を驚かせた。


　戦争が続くということは、武人にとっては戦功を得る機会が続くということである。ましてフィリップは自ら功を求めて将となり、その上単独で出しゆつ陣じんしたことさえあるのだ。そのフィリップが、非戦を主張するとは──と。


「私も同じ懸念を抱いだいております」と、副将ベルフェルドも言った。「後方の拠点と将とを失ったディレニア軍は確かに追おい詰つめられております。しかし先ほどの軍使がそうであったように、死を覚悟した軍勢を相手にするほど厄やつ介かいなことはございません。窮きゆう鼠そ猫ねこを嚙かむとも申します、追い詰められた敵を相手にすることは得策とは思えませぬ。逃げてくれるというのであれば逃がしてやるべきかと」


　将軍と副将。その二人が同じ論調になった以上、戦争の継けい続ぞくを声高に主張する者はいなくなっていた。ましてフィリップは好戦派の急きゆう先せん鋒ぽうだったのだ。そのフィリップが非戦を主張した影えい響きようは極めて大きかった。


「意見は出で揃そろったようだな」


　議論が収束に向かったのを見計らって、ハインツが告げる。


「度重なる戦いによって国土は荒こう廃はいし、多くの民が家や畑を失い困こん窮きゆうにあえいでいる。これ以上の戦争の継続は不可能だし、無利益だ。敵が退いてくれるというのなら今はそれでよいと思う」


「は。ディレニア軍には我が軍が攻撃しないと保証を与え、ダルム城砦のジェレイドのもとにもディレニア軍に手出ししないようにと使者を送りましょう」





　事実上、第四次シエゴラス戦役が終結したのは、この瞬間であった。


　ディレニア軍はおよそ二万の軍勢を率いてベールセール王国に侵攻し、そして結果的に兵の半ば近くとゼーバルト将軍を失い、失意の内に帰国の途とにつくこととなる。


　一方、ベールセール軍も最盛期には三万近い兵力を有していたが、相次ぐ大小の戦いの結果、今やその数は二万を割り込むほどにまで減っていた。


　一つの反乱、二つの国を相手に戦い、この程度の犠ぎ牲せいで済んだことは、むしろ善戦の証というべきであった。それでもベールセール王国の受けた傷きずは決して浅くはなく、この戦役の影響は間もなく王国全土で出始めることとなるのである。
















　第四章　凋ちよう落らく
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　ディレニア軍撤てつ退たいす──。


　その報は瞬しゆん時じにベールセール軍の全将兵の間を駆かけ抜ぬけた。


　ジェレイド率いる反乱軍に始まった、長きに亘わたった争いがようやく終結するというのだ。流血や仲間の死に厭あいていた者たちはもちろん、恩賞や名声目当てに参軍した者たちでさえ、今このときだけは一時の平へい穏おんが訪れることを諸手を挙げて歓かん迎げいし、夜半まで陣じん地ちは勝利に沸わき返った。


　その勝利の報もまだ知らない数人の旅人が王国軍ぐん陣じん地にたどり着いたのは、翌日のことである。ミーアとその一行──ルーク、エルフのリーエンノール、アレスの従者レオンたちだ。


「あいつ、ここにいるといいんだけど……」


　彼女たちは北西へ撤退中のミレスデン軍の動向を見定めるという大任を与えられ、それを無事果たしてきたのだが、その顔色は一向に優れなかった。無論、アレスの失しつ踪そうのせいである。


　アレスが姿を消したあの日。もちろんミーアはすぐにアレスを捜さがした。別行動を取っていたルークたちとも合流し、時間の許す限りアレスを捜し続けた。


　しかし見つかったのはアレスの愛あい剣けん二本だけで、他に手がかりはなかった。一体どれほどの事態が起これば、従者や仲間を見捨て、命と同じぐらい大事なはずの愛剣をも捨てて逃げ去さることになるのだろうか。ミーアやレオンなどは何度も思おもい悩なやんだものの、答えなど出るわけもなかった。


「アレスが人並み外れた英えい雄ゆうだったことは確かだ。である以上、常人には分からぬ疑問を抱いていたのだとしても不思議ではない」


　見た目よりはるかに高こう齢れいなリーエンノールの言葉は、わずかながらミーアたちを納得させた。しかしミーアは自分の姿に怯おびえるアレスの姿を目の当たりにしている。ミーアはアレスに惹ひかれ始めていた。そのアレスにあんな態度を取られたとあっては、とても平静ではいられなかった。


　そして最後の可能性に賭かけ、ミーアたちは王国軍のもとに帰き還かんしたのである。あのアレスが任務を放ほう棄きして逃げ出すとは思えない。ひょっとしたら、一足先にここへ来てミレスデン軍の動向について報告でもしているのではないか。そう考えたのだ。
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「とりあえず、将軍と王子のところに顔を出しておくべきだろう。まずそっちに行くとしよう」


「ええ、そうね」


　あくまで冷静なリーエンノールの提案に、ミーアは頷うなずいた。


　まず目に付いたのは、将兵たちの気の緩ゆるみようだった。


　陣地の見張りも相当おざなりだったし、以前は四六時中見られた訓練をしている騎き士しの姿も皆かい無むだ。もし今敵に攻せめられようものなら、簡単に敗北するに違いない。ミーアたちは心配せずにはいられなかったが、フィリップ将軍の居場所を兵士たちに訊たずねる過程で、その理由も分かった。


「戦争が、終わった……？」


　道理である。それゆえに兵士たちも緩みきり、そして上官もそれを注意しないというわけである。


　本来ならば喜ぶべきところだ。しかしミーアたちは喜ぼうともしなかった。もう一つの情報もついでに聞くことができたからだ。アレスがこの陣地にも姿を現していないという事実を。


　やがてフィリップ将軍の居る天幕へたどり着くと、ミーアたちは報告を行った。


「──ミレスデン軍は順調に撤退を続けています。この国に居座ろうとする様子はまったくありませんでした」


　なぜだろうか、久しぶりに再会したフィリップ将軍は、ずいぶんと印象が違ちがって見えた。以前には感じられたギラギラとした脂あぶらぎった野望のようなものが消え去り、その代わりになんと言ったらいいのか、まるですべてを見通しているような──そう、達観、あるいは老練さと呼ぶべき何かが加わったようにさえ見える。男子三日会わざればと言うが、それにしても信じられない変へん貌ぼうぶりだ。


「そうか。長い任務ご苦労だったな。ところで、アレス卿きようはどうした？　姿が見えぬようだが」


「…………」


　それは聞かれると分かっていた質問であったため、表向きミーアが動どう揺ようを見せることはなかった。


「アレス卿は一人で残りました。用心のために、ミレスデン軍の撤退を完全に見届けたいと」


　あらかじめ用意していた答えを述べる。アレスの働き振ぶりを知らぬ者はいないのだ。こう答えておけば、妙みような疑いを抱かれることはまずないはずだ。


　にもかかわらず、ミーアは必要以上の緊きん張ちようを強いられた。今のフィリップには、下手な噓うそなどすべて見み透すかされてしまうような気がしたためだ。


「そうか。アレス卿らしいことだ」


　しかし、その心配もただの杞き憂ゆうだったのか、フィリップはそれ以上問とい詰めようとはしなかった。


「〈風の戦いくさ乙おと女め〉。おまえたちも連日の戦いで疲つかれていることだろう。ジェレイドのもとへ戻るというのならばもちろん止めはしないが、今夜は戦勝の宴うたげだ。オルガスタより振ふる舞まい酒ざけも届くことになっている。少しぐらいは身を休めていくといい」


　フィリップとはこれほど気を回せるような人物だっただろうか。アレスが逃にげたと思えば、次はフィリップが豹ひよう変へんしている。まったく男というものは分からないと、内心で歎息する。


「……お気き遣づかい、ありがとうございます」


　とりあえず、そう礼を口にすることしかできなかった。





　ミーアたちが天幕を出ると、リーエンノールが言った。


「結局、ここにもアレスはいないようだが……どうする？　ミーア」


　ミーアは馬の背にくくりつけてあるアレスの剣に手を触れた。


「……あたしたちはボルネリア軍よ。用事があるとすれば、アレスにこの二本の剣を渡わたすことだけだけど……ここにいないと分かった以上、もう仕方ないわ。ジェレイドのもとへ戻りましょう。でもレオン、あんたはあたしたちとは立場が違う、好きにしていいのよ。なんだったらこの剣、あんたに預けるわ」


　レオンはアレスの従者である。その主に置いていかれたレオンとしては、ミーア以上ににアレスを捜し出したい思いが強いはずだった。アレスを捜しに行くためにこの場で別れると言い出せば、止める権利はない。


　問われたレオンは、しばし考え込んだ後答えた。


「……僕はアレスを見つけて一発殴なぐりつけないと気がすまない。アレスを捜しに行く」


「アレスを殴りたいってのは同感ね。まあ好きにすればいいわ、じゃあここでお別れかしら？」


「まあ待てよ、二人とも」


　と、口を挟はさんだのはルークである。


「このところ俺たちはずっと野宿だったんだ。せっかく休んでいけとの将軍閣下のお言葉だ、断わる理由はない。身を休められるときは休んでいった方がいいと思うぜ」


「それはそうだけど……。でも、いつ敵になるかも分からない王国軍陣地に留まる理由はないでしょ？　ジェレイドにも、早いところ情報を持っていかないといけないし……」


「私も休んでいくことに賛成だ」と、リーエンノールもルークの味方をする。「何も疲ひ労ろうのことだけじゃない。おまえは王国に名を馳はせた英雄なんだ。用がないからとすぐさまこの陣じんを去ることは、下手をすれば両軍の友好に影響を与あたえかねんだろう。逆に一晩だけでも身を休めていけば、ボルネリア軍は王国軍を信用しているという証明にもなるだろう」


「……ジェレイドみたいなこと言うのね」


「伊だ達てに歳は喰くっていないんでな。こういう役割を期待されたからこそ、私はおまえに付いて行くことを許されたんだろう」


　ルークやリーエンノールの言っていることは正しい。王国軍とボルネリア軍とが争う必要はないし、争う原因を作るべきでもない。そして自分たちは長旅でそれなりに疲労している。休めるときには休むべきであり、そしてそれが二つの勢力の友好にも繫つながるというのなら、拒きよ否ひする理由はどこにもない。


「おまえ、少し急ぎすぎているように見えるぞ」駄だ目め押おしのようにルークが言った。「いや、理由は分かるぜ。アレスがいないと分かった以上、ここにいてもしょうがないしな」


「…………」


　否定はできなかった。ひょっとしたら、ジェレイドのもとにアレスがいるという可能性もあるのだ。そう考えると、なおさら早くこの陣地を去りたいという気持ちが強くなる。


「だけどな、もうアレスがどこにいるかなんてさっぱり分からないんだ。今は俺たちにできることからやっていくべきだろう。とりあえずは休むことさ」


「……分かったわ。一晩ぐらいは、休んでいきましょう」


　こうやって仲間たちと話をしていると、あらためて思い知らされる。どうやらアレスという男には、思っていた以上に自分の心を占せん有ゆうされていたのだと。


　──もう。ほんとにどこで何してるのよ、アレス。今度会ったら、絶対一発ぶん殴ってやるんだから……！





　　　　　◆





　翌日のことである。


　王国軍が借り受けているという陣地近くの人家で一晩を明かしたミーアは、粗そ末まつではあるが久しぶりのベッドの上で目を覚ました。


　そして、気付く。所持品の一つが、なくなっていることに。


「大変！　アレスの剣が……一本しかないわ！」


　ミーアはすぐさま家中の捜そう索さくを行い、まだ寝ねていたルークとリーエンノールを起こすこととなる。


「どうしよう……。あれってアレスが使ってたぐらいだから、よほどの名めい剣けんなのよね？　どこかの兵士が盗ぬすんでいったのかしら？」


　慌あわてるミーアをなだめたのは、リーエンノールであった。


「落ち着け、それは考えられん。アレスの剣をおまえが持っていたことを知ってるのは私たちだけだろう？」


「そういえばそうね。でもだとしたら、なんで……」


　そこへやってきたのは、ルークである。


「なあミーア。レオンもいなくなってるぞ。ひょっとして、あいつが一本持って行ったんじゃないのか？」


「あ──」


　合点がいった。


「……アレスを捜さがしに行ったのね。剣と一いつ緒しよに」


　黙だまって剣を持っていくなど泥どろ棒ぼうのようではあるが、レオンはアレスの従者である。今までは特に何も言われなかったのでそのままにしていたが、本来アレスの剣を預かるならば自分ではなくレオンであるべきなのだ。とても文句は言えない。


「でも、なんで二本とも持っていかなかったのかしら？」


　その疑問に答えたのはリーエンノールであった。


「レオンにもアレスを捜し出せる保証などない。ひょっとしたら、我々の方が先にアレスと再会するかもしれないと思ったんじゃないのか」


「そっか。だから、一本残してくれたのね」


　レオンと旅をしたのは短い時間でしかなかったし、どこかつっけんどんな少年という印象しかなかった。


　だが、やはり主アレスの影えい響きようも受けているのだろう。アレスとの繫がりを示す剣を一本残していってくれたその心こころ遣づかいが、ミーアには嬉うれしかった。





　この後、ミーアたちもまたジェレイドのもとへ出発することとなる。


　しかし、彼女たちは知らない。


　確かにレオンはアレスを捜す旅に出ていた。だが、アレスの剣など持ってはいなかったことを。


　そして、アレスはほんのすぐ傍そばまで来ていたということを。





　　　　　２





　パンドラと意図せぬ離り別べつを強いられた後。


　アレスは、周囲に自分の命を狙ねらう敵が潜ひそんでいるのではないかという有りもしない恐きよう怖ふに駆かられていた。とはいえ、それはもとより杞憂の恐怖である。どれほど時間が経とうと、茂しげみの中から暗殺者が飛び出てくることは決してなく、また、時折隊商や他の旅人に出会うことはあったが、自分の命を狙う者など一人もおらず、自然その恐怖は薄うすれていった。


　だが一方で、未だに手に重い物を持ったことはなかった。自分に宿っていた力が失われたのではないかと知ることは、未だできないでいたのだ。


　これまでのすべての戦いを生いき抜ぬくことができたのは、重い甲かつ冑ちゆうを着込んだまま、自在かつ長時間二本の剣を振ふり回すことのできる力があったからだ。賊ぞくとの戦い、反乱軍との戦い、北との戦い──すべてにおいてそうだった。


　巨きよ人じんとの戦いのときも例外ではない。重い甲冑を着たまま巨人の体をよじ登ることも、遠えん距きよ離りから槍やりを投じることも、パンドラの加護によって与えられた力があってのことである。その力がなくなったとなれば、到とう底ていこれまでと同じように戦うことはできないだろう。


　何より、時間が経つにつれ、パンドラを失ったことへの喪そう失しつ感かんも強まっていた。


　このところパンドラから助言を受けることがめっきり減っていたという事実を思い起こし、どうにか頭を切きり換かえようともした。自分はパンドラの助言などなくともやっていけるはずだと。


　だが、駄だ目めだった。


　たとえば難民を逃のがす時間を稼かせぐため、ミレスデン軍に対し、少数の兵で夜や襲しゆうを仕し掛かけたときのことだ。


　あのとき、万が一ミレスデン軍に夜襲に対する厳重な備えがあれば、百人にも見たぬ小勢など簡単に包囲され、誰だれ一ひと人りとして生き残ることはできなかっただろう。危険性を考こう慮りよすれば、百人足らずでの夜襲など仕掛けられるわけがなかったのだ。


　それでも夜襲が決行できたのは、パンドラがいたからだ。確かにあのときパンドラは助言らしい助言は与えてくれなかった。だが、パンドラが何も言わないということ自体がすでにアレスにとっては助言となっていた。


　パンドラは自分の命に危険が迫せまれば、必ず助言を与えてくれた。逆に言えば、身に迫る危険がなければパンドラは何も言わない。つまりパンドラが無言でいるときは身の安全が保証されているということでもあるのだ。それが分かっていたからこそ夜襲を仕掛ける決断ができたのだし、失敗はしないと分かっていたがゆえに夜襲の最中であっても判断に迷うことなく皆を導けたのだ。


　考えれば考えるほど、パンドラの存在の重要さが身にしみて分かる。これまでのすべての戦において、パンドラという存在がいたがゆえに、こと戦いという分野では決断を誤ることなく、そして下した決断に迷うことなく生き抜くことができたのだ。


　そのパンドラは、もういないのだ。アレスの喪失感は相当なものであり、容易に立ち直れそうになかった。


　それゆえにアレスは今、王国軍のもとへ戻もどろうとしていた。ハインツ王太子に面会するためである。


　パンドラという最大の助言者を失った自分は、一体どうすればいいのか。その助言を──自らが歩むべき道を示して欲しかったのだ。アレスにとっては主家である王族に。


　王族ならば、心から信しん頼らいすることができる。そうでなければこれまでも王家のために命を賭かけて戦うことなどできなかっただろう。主への忠誠は騎き士しの根幹をなすものであり、それゆえにパンドラを失った今でも王家だけは信頼することができたのだ。


　できれば、クラウディアに会いたかった。しかしクラウディアは遠くトゥールスレン城じよう砦さいにおり、しかもボルネリア軍の人質という立場だ。パンドラを失った自分に会うことは難しいだろう。


　それならばと、ハインツに助言を乞こおうと思ったのだった。ハインツとはそれなりに面識もあるし、その聡そう明めいさは知っている。何よりクラウディアの兄なのだ。一時的に身を寄せるには充じゆう分ぶんな相手だと思えた。


　あるいは故郷を任せているイザーレや、かつてアレスに騎士の心得を教えてくれた師ウォルナーが近くにいれば、彼らのもとへ向かったかもしれない。


　だが、このときアレスのもっとも近くにいたのは、ハインツだった。まるで運命に導かれるかのように、アレスはハインツのもとへ向かうこととなったのである。





　アレスが陣地に到着したときにはすでに日は落ちていた。


　隊商や旅人に聞いた情報を元にたどり着いた王国軍は、以前と随ずい分ぶん様変わりしていた。


　陣じん地ちの入り口には見張りの兵もいなかったし、酒でも振ふる舞まわれたのだろうか、あちこちに青い顔をした兵士が転がっているという有様である。


　──北との戦に、勝ったんだろうか。


　それしか考えられなかった。いくらなんでも、戦時に兵士たちが酔よいつぶれることなど有り得ないだろう。


　戦争が終わったというなら歓かん迎げいすべきである。これ以上、人々が傷つくこともなければ、自分が剣を振るう必要もなくなったということだ。と同時に、自分などいなくても戦せん況きように影響はないのだなと、自じ虐ぎやく的な思いにも駆られる。


　いずれにせよ、今はハインツ王太子以外の誰だれにも会いたくないアレスにとっては好都合だった。騎士の中には仲の良くない者もいれば、恨うらみを買かったことのある者もいる。揉もめ事ごとだけは避さけたかった。


　もっとも、今のアレスを見ても、それがアレスだと気付く者はいなかったかもしれない。


　意志の強さを感じさせる両目の光はとうに失われ、それどころか目の下には隈くまができていた。顔色は青白く、せわしなく首を動かしては周囲に敵がいないかを確認する様は、まるで臆おく病びような草食動物のようだった。おまけに剣も甲冑もなく、今のアレスの身分を証明するものは、貴族の証たる赤いマントだけだった。


　もっとも、貴族を邪じや険けんにできる兵士などいるわけもない。今の陣地内を自由に歩くには、そのマントさえあればよかった。最初はハインツ王太子の居場所も分からなかったが、アレスが勇気を出して訊たずねさえすれば、どの兵士も簡単に答えてくれた。アレスは夜の闇やみにも守られ、誰にも見み咎とがめられることなく王国軍の陣地を進み、そして目的の天幕へとたどり着くことができたのである。


　もっとも、最初はそこが本当にハインツ王太子の居場所だとは思えなかった。入り口には警備の兵さえ立っていなかったためである。


　たとえ北との戦争が終わったのだとしても、王族の護りをこうも疎おろそかにすることがあるのだろうか。そんな疑問を抱いだかずにはいられなかったが、しかし兵士たちから聞きだした場所は確かにここだし、その天幕は周囲にあるものより一際大きく、王太子の居場所にふさわしく見える。


　いずれにせよ、見張りがいないという状じよう況きようも、王太子との面会を望むアレスにとっては好都合である。そのまま忍しのび寄よるように、天幕の中へと駆け込む。





「え……？」





　最初、アレスは自分の目を疑った。


　かつてミレスデン軍の操る巨人を初めて目にしたときと同じような衝しよう撃げきを受ける。


　こんな馬ば鹿かなことがあるわけがないと、何度も目をこすり、自分の正気さえも疑う。


　だが、目の前のそれは、何をどうやっても揺ゆるがなかった。





　剣で貫つらぬかれたハインツ王太子が、力なく横たわっているその光景は。





「お、王太子殿でん下か……!?」


　アレスはハインツに駆け寄ると、その身を助け起こした。


　剣はハインツの体のほぼ中心を貫いている。その傷口からは血がどくどくと流れ出しており、死に至る傷であることは間ま違ちがいなかった。


「どうして!?　一体なぜこんなことに……！」


「き……君は……」


　奇き跡せき的に、ハインツにはまだ意識があった。しかしその声はまるで細い麻あさ糸いとのように頼たよりなく、今にも途と切ぎれそうだった。


「ハインツさま！」


　アレスにとっては唯ゆい一いつの頼りだったハインツが、瀕ひん死しの状態にあったのだ。それも、間違いなくもう長くない。このようなとき、一体どうすればいいのか。励はげませばいいのか、誰がこんなことをしたのかと訊ねるべきなのか、遺言でも聞くべきなのか、あるいはいっそ楽にしてさしあげるべきなのか。混乱の極致にあったアレスは、まったく何もできないでいた。
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「アレ、ス……」


　肺が傷ついているのだろう、口から荒あらい息をこぼしながら、ハインツが呟つぶやいた。慌あわててその口に耳を寄せる。


「な、なんですか、ハインツさま！」


　アレスの耳に入ったのは、今にも途切れそうな小さな声だった。


「クラウ……ディアを、たの、む……」


「…………！」


　アレスの腕うでの中で、ハインツの体から最後の力が抜けていくのが感じられた。


「ハインツさま！　ハインツ……さま……！」


　アレスの目から一筋の涙なみだがこぼれ落ち、ハインツの顔を濡ぬらす。と同時に、ハインツの手がだらりと下がった。


「こんな……。なぜこんなことが……！」


　ハインツの死。それは自分に道を示してくれる人がまたいなくなったことを意味していた。


　いや、王太子の死ともなれば、影えい響きようは国全体に及およぶだろう。何より、クラウディアに何と伝えればいいのか。


　これが悪い夢ならよかったのにと思う。パンドラと別れたあの日から、自分はずっと悪夢にうなされているだけではないのか。こんな夢なら早く覚めて欲しいと心底思った。


　だが、目の前の現実はいつまでたっても消え去ることはなく、それどころか新たな事実がアレスを襲おそうこととなる。いつまでも王太子をこのままにはしておけず、せめてこの体を貫いている剣けんぐらいは抜ぬいて差し上げるべきでは──と、剣に手をかけたとき、その事実に気付いた。


「ばっ、馬鹿な！」


　ハインツの体に突つき刺ささっていた剣。それは──。





　クラウディアより授かった、アレスの剣だった。





　いかなるときも決して慈じ悲ひの心を失うなと、手て渡わたされた剣。その言葉を守るため、アレスは剣を左手に持ち、そして決してその剣で人を殺あやめることはなかった。右の剣は数え切れぬほどの人の血を吸わせることとなったが、あらゆる戦いにおいて、左の剣は敵の攻こう撃げきを防ぎ、あるいは戦う意思を奪うばうためだけに使ってきたのだ。


　その慈悲の剣が、ハインツの体を貫き、その命を奪っていた。まるで自分とクラウディアの誇ほこりが汚けがされたようだった。一体なぜこんなことに──その疑問は途と絶だえることがなく、そして答えが出ることもなかった。頭がおかしくなりそうだった。


　だが、アレスにはそれ以上嘆なげく時間は与あたえられなかった。


「誰だ!?　そこで何をしている！」


　背後から聞こえた声に、はっと振ふり返かえる。


　数人の騎士や兵士たちがいた。恐らく、ハインツ王太子の護衛を務めている者たちだろう。そこまでは混乱の極致にあったアレスも理解することができたが、彼らに対してどう接すべきかまではとても頭が回らなかった。ましてや、この状況が彼らにとってどのように映っているかを想像することなどとてもできなかったのである。


「お、王太子殿下!?　馬鹿な、そんな！」


「し、白しろ魔ま術じゆつ師を呼べ！　殿下がお怪け我がを！」


「アレス卿きようではないですか、そこで何をしておられるのです！　まさか、卿が……！」


　次々と上がる狼ろう狽ばいの声を耳にして、そして彼らの目にこもった猜さい疑ぎの感情を目にして、ようやくアレスは気付いた。


　彼らは、ハインツ王太子を殺害したのが自分だと思っているということに。


「ち、違う！　私じゃない、私じゃないんだ！」


「アレス卿。殿下から離はなれてください、今すぐに！」


　彼らはアレスの言に耳を貸す様子はまったくなかった。腰こしの剣に手をかけ、あるいは槍やりを構え、じりじりとアレスとの距きよ離りを詰つめようとしている。


　もし以前のアレスならば、剣を抜くこともなく彼らを制圧し、自分の無実を訴うつたえ続けることもできただろう。何より、いかなる苦境をも脱だつする力を与えてくれる助言者がいたのだから。


　しかし、今の混乱したアレスには、彼らと戦って制圧できる自信も、自分の無実を証明できる方法すらもなかった。


　結果として、アレスが選ぶことのできた道はただ一つだけだった。


「くっ！」


　逃にげたのである。王太子の遺体をそのままに、身を翻ひるがえし、天幕を突き破やぶって。


「なんで……なんでこんなことに……！」


　幸いなことに自分を咎めようとする兵士は、天幕の外には一人もいなかった。


　アレスは闇に包まれた陣地を走り抜け、愛馬のもとへ戻もどると、その背に飛び乗り駆かけ出だすのだった。陣地の外へ。誰もいない森の中へと。





　こうして、温厚な性格で知られ、多くの人々に慕したわれたクラウディアの兄は。


　現国王の一人息子であり、将来この国を背負って立つことが約束されていた王太子は。


　北との戦いにおいては、その秘めたる決断力と政治力の一部を垣かい間ま見みせ、祖国を勝利へ導いた未来の王は。


　無限の可能性を秘めたまま、その歩みを止めることを余よ儀ぎなくされたのであった。


　享きよう年ねん二十四、王国暦れき八十三年第九の月十四日のことである。


　これよりベールセール王国の歴史は、大きく動くこととなる。
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　ベルフェルド副将は、王国軍近衛騎き士し団第三軍の副将軍を長年に亘わたって務め、その老練で隙すきのない戦術眼で代々将軍を補ほ佐さしてきた人物である。しかもベルフェルドは決してでしゃばるということをしなかった。自分には王佐の才はあっても、将軍としての才がないということを弁えていたためである。


　その態度を一部の武人は覇は気きに欠けると非難したが、より多くの武人は尊敬に値するとその誠実かつ実直な態度を評価した。ベールセール軍において彼の意見を軽視する者はおらず、今や誰だれからも一目置かれる存在となっていたのである。


　そんな堅けん実じつな性格が知られていたせいだろう、この日の晩、ハインツ王太子を護衛している近衛騎士たちからまず頼られたのは、彼だった。


「どうしたというのだ、こんな時間に」


　夜は更ふけており、多くの将兵たちが寝ね入いり始めているころである。さすがのベルフェルドも、いささか不ふ機き嫌げんそうな目をして自分の天幕へ押しかけてきた騎士たちを睨にらみ付けた。


「それが……。王太子殿下のことで、お伝えしなければならないことがあるのです。とにかく、至急いらしてください」


　近衛騎士らしからぬ動どう揺ようぶりであった。本来なら副将として彼らの態度を叱しつ責せきするところだったが、事が王太子のこととなればそんなことをしている時間もない。「分かった」と頷うなずき、彼らと共に王太子のもとへと向かう。


　そして、ベルフェルドもまた対面を果たすこととなる。ベッドに横たわった血まみれのハインツ王太子と。


「ま、まさか！　こんなことが……！」


　いかなる状じよう況きようであっても冷静沈ちん着ちやくを宗むねとしてきたベルフェルドだったが、このときばかりは動揺を隠かくすことはできなかった。


　ベッドの横には、貫かん頭とう衣いに身を包んだ白魔術師の姿があった。ベルフェルドと目が合うと、まず首を左右に振る。


「すでに……亡くなっております」


「ば、馬鹿な……！」


　ベルフェルドは事の重大さを悟さとった。こんな夜よ更ふけに、騎士たちがひっそりと自分のもとを訪ねてきた理由を察する。


　ベルフェルドは必死に冷静さを保ち、思考を巡めぐらせた。信じ難い話だが、王太子は亡くなったのだ。目を背けたくなるが、それが事実なのだ。その上で、自分は今どうすべきなのかを考える。


　ハインツ王太子はベルセルム四世国王陛下のたった一人の息むす子こであり、唯一の王位継けい承しよう者なのだ。その王太子が亡くなったとなれば、国は根幹から揺らぐ。いや、国王はまだ決して老境と言える年ねん齢れいではなく、今からでもまだ跡あと継つぎを残すこともできるかもしれないが。


　とにかく、まず自分がすべきことは一つだった。


「この事は、まだ誰にも知らせておらぬな？」


「はい。それゆえまずは副将軍閣下にお知らせすべきかと思いまして」


「よい判断だ」


　勝利で沸わき返っているこの状況で、王太子が亡くなったなどということになれば、どんな混乱が起こるかベルフェルドにも想像がつかなかった。最悪、撤てつ退たい中のミレスデン、ディレニアの両軍が意い趣しゆ返がえしをして戻ってくる可能性すらあるだろう。


「今しばらくはこの事実を伏ふせる。おまえたちにも緘かん口こう令れいを敷しく。事は国の未来にかかわるのだ、絶対に他言してはならぬぞ」


　騎士たちは、強く頷いた。


「それにしても、一体何があったというのだ？　見たところこれは刺し傷きず……。まさか、北の暗殺者が紛まぎれ込んだとでもいうのか？」


「それについて、ご報告しておくべきことが」


　騎士の一人が血まみれの剣を差し出した。


　血のりがべったりと付いたその剣が、何に使われたのかはすぐに分かった。


「これが……殿でん下かを？」


「はい。閣下、この剣、見覚えがありませぬか」


「なに？」


　特に覚えはなかった。


　ただ、いささか奇き妙みような剣だった。まず、まったく装そう飾しよくの類がない。刀身には大小の傷が刻まれ、激戦で使われたような痕こん跡せきがある一方で、刃はがないのだ。何を意図して作られたのかは分からないが、これでは人を切きり裂さくには向かないだろう。もちろん、剣の形をした重い鉄の塊かたまりである以上、人を突き殺ころす凶きよう器きには成りうるだろうが。


「確かにいささか特とく殊しゆな剣のようだが……。おまえには持ち主が分かるのか？」


「はい。我らも騎士、名のある武人の持つ名めい剣けんに憧あこがれを持たぬ者はおりませぬ。間ま違ちがいありません、これはアレス卿が左手に持っていた剣です」


「なんだと!?」


　アレスが両の剣を下げているところは、ベルフェルドも何度も目にしている。言われて見れば、アレスの持つ剣は二本ともまったく飾かざり気けのない武骨な剣だったではないか。まさにこの剣のような。


「それだけではありません。我らは見たのです。この天幕にいたアレス卿の姿を。この部屋から慌あわてて逃げようとする、アレス卿の姿を」


「…………」


　顔から血の気が引いていくのが分かった。


　彼らが何を考えているかはすぐに分かった。しかし、とても信じ難い。ファノヴァール家の王家への忠節は誰もが知るところなのだ。


「考えられぬ。あの忠義者が、殿下を害したというのか？」


「それは分かりませぬ。しかし、アレス卿がこの天幕から逃げ出したことと、アレス卿の剣けんが王太子殿下を貫つらぬいていたという二点だけは動かしようのない事実でしょう」


「……もういい、分かった。おまえたちは通常の任務に戻れ。よいな、しばらくは何事もなかったように振ふる舞まうのだ。後は私が手を打っておく」


「は。承知しました」


　王太子の死。その重い事実──あるいは責任をベルフェルドと分かち合うことができたためか、近衛騎士たちの顔色はほんの少しばかり改善したように見えた。それがまた、ベルフェルドにとっては腹立たしかった。





　それからベルフェルドがまず行ったことは、フィリップ将軍を呼び出すことだった。事を公にはできないとしても、最高責任者には伝えておくべきだと考えたのである。


　間もなくやってきたフィリップは、ハインツ王太子の遺体を見て、しばし言葉を失った。


「これは……一体、どういうことだ？　殿下の身に何が起こったというのだ？」


　当然の疑問を口にするフィリップに、ベルフェルドは知り得た事実をすべて話した。ハインツ王太子はすでに死んでいると。王太子の体を貫いたのはアレスの剣で、またアレスがこの天幕にいたところを護衛の騎士たちも目もく撃げきしていると。


「つまり、アレス卿が殿下を害したというのか!?」


　先ほどベルフェルドが口にしたのと、同じ疑問をぶつけてくる。


「間接的な証しよう拠こを見る限り、そう推測せざるを得ませぬ」


「馬ば鹿かな！　なぜアレス卿が殿下を!?　理由が何もないではないか！」


「仰おつしやる通りです。ただ……理由が皆かい無むというわけでもないのです」


　思い当たる節を、ベルフェルドは口にした。


　たとえば、ミレスデン軍との戦いの折。


　あのときアレスは〈風の戦いくさ乙おと女め〉と共に、難民が逃げる時間を稼かせぐため、傭よう兵へいやミレスデン軍を相手に決死の戦いを繰くり広ひろげていた。そんな折、ある騎士を通じてなされたアレスへの援えん軍ぐん要よう請せいを、ハインツ王太子が断わったことがあった。その決断には充じゆう分ぶんな理由があったのだが、難民のために命いのち懸がけで戦っていたアレスからすれば、許しがたい部分もあったのかもしれない。


　その後も、アレスが王国軍と合流した際、戦功をアレスではなく他の騎士に報告させたことがあった。それもまたハインツ王太子の命令によって。


　騎士にとって自分の戦功を報告する時ほど誇らしい瞬しゆん間かんはないのだ。思えばその出来事も、アレスからしてみれば王太子に遠ざけられたと思ったかもしれない。


「信じられぬ。そういったことが積み重なって、ついには殿下を害したというのか？」


「真相は本人に聞くしかありますまい。ただ、可能性としては有り得るというだけのお話です」


「そうだな。しかし今は可能性を論じている場合でもあるまい。至急、王都へ戻るべきだと思うが、どうだ？」


「同感です。心苦しくはありますが、まずは国王陛下にはこのことをお伝えせねばなりますまい。しかし、今すぐ王都へ戻るとして、この辺りの治安維い持じはどうしましょう。聞けば西の方で農民たちによる小規模の反乱が相次いでいるとのこと。何らかの対応をしておくべきかと……」


「放っておけ。地元のことは地元の人間に任せるべきであろう。近きん隣りんの領主から派は遣けんされてきた騎き士したちを帰き還かんさせれば、勝手に対処するだろう」


「確かに反乱が起こった一因は、北との戦のため領主たちに兵力を提供させたことにもあるでしょう。しかし、ボルネリア軍の例もあります、万が一彼らに対処できぬ事態にまで発展するようなこととなれば、後々厄やつ介かいなことになりませぬか」


「構わぬ、考えてもみよ。もし王太子の死が公になれば、混乱に乗じて要らぬ野心を抱いだく者も出てくるやもしれぬ。それを防ぐためにも、貴族たちには他のことに力を傾けい注ちゆうさせた方がよい。大体、北の軍勢が去った今、いつまでも国王の軍勢が他の貴族の領地をうろうろしていてはどんな苦情を言われるか分かったものではないしな。それにこうなった以上、王太子に接近できる立場にいる者は遠ざけた方がよい」


「……なるほど、仰る通りです」


　フィリップの意見に、ベルフェルドは差し当たり反論する余地を見出せなかった。


「それより殿下のご遺体をどうする？　この季節だ、明あし日たにも腐ふ敗はいが始まろう。至急、手を打たねばなるまいが……」


「どうにか氷を用意してみましょう。ところで……アレス卿きようへの対処はいかがなさいましょうか」


「それはむしろ私が聞きたいことだな。私とアレス卿は若いという点では共通している。将兵の中には戦功を立てたアレス卿に、私が嫉しつ妬としていると考えている者もいよう。その私がアレス卿に対して何らかの強きよう硬こう的な措そ置ちを取れば、後々問題になるかもしれぬ。おまえの方で必要な処置を取ってくれ」


「……では私見を述べさせて頂きます。アレス卿は此度の戦役における英えい雄ゆうであり、これまでの王家への忠誠は疑いを挟はさむ余地のないものです。直接的な証拠がない以上、軽々しく王太子殺害の疑いをかけるわけにはいきませぬ」


「うむ、もっともだ」


「ただ……後ろめたいことがないのであれば、我々に何らかの申し開きがあって然るべきです。それすらもないというのは、間違いなくアレス卿の過失。しかし、アレス卿を捜し出すための捜そう索さく隊など編制すれば、異変を他者に察知されかねませぬ。そこで──」


　ベルフェルドは、他に聞いている者などいないにもかかわらず、声をさらにひそめた。


「かつてアレス卿がトゥールスレン城じよう砦さいのジェレイドのもとへクラウディア王女殿下をお連れした際、我らはアレス卿の所領レストニア領に兵を一隊送り込んでおります。彼らにもしアレス卿が姿を見せれば王都へお連れせよと伝令を出しておくのはいかがでしょう」


「そんなところだろうな。いいだろう、任せる」


「は」
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　フィリップは後事をベルフェルドに任せると、一人王太子の天幕を出た。


「ふっ……。たやすいものだ」


　唇くちびるを卑いやしくつり上げ、まるで悪あく魔まのごとき冷笑を浮うかべる。


《計画通り……というわけか。さすがは我が主が見込んだ新たな契けい約やく者よ》


　脳裏に響ひびく声がした。


　今ではすっかり聞き慣れたパンドラの声である。


《たったあれだけの助言を与あたえただけだというのに、こうも見事な手際で事を運ぶとは思わなかったぞ。いや、智ち謀ぼうだけではない。自ら王太子に手を下しておきながら、その遺体と対面したとき、微み塵じんも動どう揺ようを見せなかったのはさすがだった》


「ふん、その程度の芝しば居いもできず策など弄せるか」
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　ほんの昨日のことである。


　フィリップは、パンドラからある助言を得た。


　何があったかは知らないが、アレスは今、進むべき道に迷い、〈風の戦乙女〉とも離はなれて単独行動を取っているということ。そしてアレスは王族たるハインツに道を示してもらうべく、今夜にも陣じん地ちに到とう着ちやくするだろうということ。


　そしてもう一つ。今アレスの剣を持っているのは、〈風の戦乙女〉であるという事実である。


　フィリップからすれば、パンドラにあることをけしかけられているようにしか思えなかった。そしてフィリップはその期待に応える道を選んだのだ。すなわち、アレスの剣を盗ぬすみ出し、それをもってハインツを殺害するという陰いん謀ぼうを。


　パンドラの助言があれば、長旅のせいかよく眠ねむっていた〈風の戦乙女〉から剣を盗み出すことなど造作もなかった。


　そして、将軍の地位をもってすれば、アレスがやってくる頃ころを見計らってハインツ王太子の周囲から一時的に護衛を外すことも容易だった。


　かくしてフィリップはアレスの剣でハインツを殺害し、その罪をアレスに着せることに成功したのである。


「これで厄やつ介かい者もののアレスを追おい払はらい、しかも後こう継けい者しやを失った王国は乱れることとなるわけだ」


《そうだ。その乱れこそが、我と汝なんじにとって望みを叶かなえる好機となるだろうよ》


「楽しみなことだ」


　最後にそう呟つぶやくと、フィリップは自分の天幕へと戻もどった。


　今夜はよく眠れそうだった。自分を散々苦境に追いやったあのアレスに、ようやく一矢報いることができたのだから。だが、アレスへの復ふく讐しゆうはこの程度では完かん遂すいしない。


　明日には王国軍を率いて王都への帰還の途とに就くこととなるだろう。その帰り道で、フィリップにはいくつかやっておくことがあった。事がすべて思い通りに運べば、アレスは更さらなる苦境に立たされることになるだろう。そのことを考えると、自然と頰ほおが緩ゆるむフィリップだった。





　　　　　４





　アレスが逃にげるように王国軍の陣地を去った翌朝のことである。アレスは愛馬オルトスと共に森の中を進んでいた。


「……泉だ」


　そろそろ日が昇のぼろうとしているのか、周囲も段々と明るくなってきている。そのおかげか、小さな澄すんだ泉を見つけることができた。


　手持ちの水は限りがあり、補給できるときに補給しておくのが旅の鉄則である。アレスはオルトスの背から飛び降りると、革かわ袋ぶくろに水を汲くんだ。ついでに、顔でも洗おうかと身を乗り出す。


「…………」


　情けない男の顔が、水面に浮かんでいた。


　自分はこんなに怯おびえた顔をしていただろうか。自じ嘲ちよう気味にそんな風に思う。


　だが、これが自分なのだ。パンドラに見捨てられ、一度は仲間だと思ったミーアたちからも逃げだし、挙げ句王太子殺害の容疑をかけられ、申し開き一つできず逃げ回っている。それが自分なのだ。


　どうしてこうなったのか。考えても答えは出なかった。いや、正確に言えば、どう考えれば答えが出せるかが分からなかった。パンドラの助言。クラウディアの導き。今までアレスは答えを出す方法をいつも他者に委ねてきたためだった。


「…………」


　アレスは立ち上がった。ここで考えていても仕方がない。


「おまえも水を飲んでおけ、オルトス」


　愛馬にそう声をかけ、轡くつわを取ろうとする。


　だが、そのときオルトスが急に身をよじった。


　突とつ然ぜんのことに対応できず、思わず轡から手を離して一歩下がる。


「ど、どうしたオルトス？」


　この愛馬にこのような反応をされた覚えなど一度もない。落ち着けるようにその長い首を撫なでてやろうと手を伸のばす。


　しかし、オルトスはまるでアレスに触ふれられることを拒こばむかのように首を捻ひねると、前足を高く上げた。


　蹴けられる──そう思ったアレスは、反射的に距きよ離りを取った。


「な……なんだ？　本当にどうしたというんだ？」


　なおも問いかけるが、オルトスは無視するかのように踵きびすを返した。そのまましずしずと森の中へ入っていく。


「…………」


　アレスは悟さとった。


「……そうか。おまえにまで見捨てられたということか」


　もはや追う気力もなかった。


　今の自分が情けないという自覚はあるのだ。そんな自分を見れば、誰だれだって見捨てようとするに違ちがいない。オルトスも例外ではなかったということだ。


　無言のまま、近くの木の幹に座り込む。


「私は……。一体どうすればいいんだ……」


　クラウディアに会いたくて仕方がなかった。しかし、今いま頃ごろ自分はハインツ王太子殺害の大罪の容疑がかけられているのかもしれない。もし死について追及されれば、とても申し開きができるとは思えない。何より、もし当のクラウディアにすら自分の罪を疑われたら……？


　そのことを考えると、とても会いにいくことなどできなかった。
















　第五章　女たちの戦い
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　ベールセール王国のほぼ中央に、〝鉄てつ壁ぺき〟の二つ名で知られた強固な城じよう砦さいがある。トゥールスレン城砦である。


　以前は王国軍の拠きよ点てんの一つであったが、現在は反乱軍──現ボルネリア軍の勢力下となっている。


　城砦内には現在、一人の王族がいる。現国王の一ひと人り娘むすめ、クラウディアである。彼女は、ボルネリア軍と王国軍とが相争わぬよう自ら人質としてボルネリア軍にその身を預けたという経けい緯いがあった。


　このトゥールスレン城砦に、変化が訪れようとしていた。


　もっとも、最初の変化はある数人に影えい響きようを及およぼす程度のものだった。


「クラウディアさま。ご報告いたします」


　クラウディアと侍じ女じよシオーネにその報告をもたらそうとしていたのは、ベアトリスだった。


「なんだ？　あらたまって」


「はい、朗報にございますので。戦が終わりました」


「なに!?　真か!?」


　このところベアトリスが何を言っても物もの憂うげな表情を変えなかったクラウディアだったが、このときの変化は劇的だった。


「それで、戦はどうなったのだ!?　我が軍は勝ったのか!?」


「はい。我が軍はディレニア軍を打ち破り停戦が成立、ディレニア軍は撤てつ退たいを始めたそうです」


「……そうか。よかった」


「ええ、これで戦も終わります。本当にようございましたね」


　シオーネとクラウディアの表情に安あん堵どの笑みが浮うかぶ。


　特に、クラウディアの顔に浮かんでいるのは、ベアトリスがまだ一度も見たことのないような笑みだった。王女などという地位にいなければ、あるいはこの国にこうも戦が起こらなければ、この少女ももっと歳相応に表情豊かでいられたのだろうが。


　いずれにせよ、これでクラウディアも国のことばかりではなく、もっと俗ぞく世せ的なことを考える気にもなるだろう。ベアトリスとしては、本来の目的を果たす好機である。欲よくを言えばクラウディアの傍そばにいるシオーネの存在が邪じや魔まなのだが、二人が離れる機会などほとんどないということを知っていたし、何よりあまり余よ裕ゆうもない。北との戦が終わった以上、状じよう況きようがどう転ぶか分からず、たとえば早々にクラウディアが王都に戻るということすら有り得るのだから。


　そのまえに、クラウディアのアレスに対する想いを見極め、必要とあれば断ち切らなければならないのだ。国のため、そして何よりベアトリス自身のために。


　それゆえに、ベアトリスはついにその一言を投げかけた。


「聞けば我が軍の貴族に戦死者はほとんど出ていないとのこと。愛しのアレスさまもきっとご無事でしょう」


　反応は劇的だった。


　先ほどまで安堵の笑みを浮かべていたクラウディアの顔が、瞬しゆん時じにひきつったのである。


　しかしそれも一いつ瞬しゆんのことで、すぐさま平静を装うようにわざとらしく咳せき払ばらいをする。


「な、何を言っているのだ？　アレスはただの騎き士しに過ぎぬ。愛しくなどあるものか」


「あら、何か勘かん違ちがいなさっておられませんか？　愛しの、というのはわたしにとっての話ですのに」


　クラウディアの顔が再び引きつった。


　すかさずベアトリスは両手を口元に当て、これみよがしに驚おどろいている様を演じた。


「あらあら。ひょっとしてわたしとんでもないことを聞いてしまったのでしょうか。まさかとは思いますが、クラウディアさまもアレスさまに何か特別なご感情を……？」


「ち、違う。おまえは何か勘違いをして──」


「そうですわよね。クラウディアさまは王女の地位にある上に、もうすぐ隣りん国ごくへと嫁とつがれる身。まさか一いつ介かいの騎士風情に慕ぼ情じようを抱いだくなど考えられませんもの」


　妙みような反論をする余地も与あたえず、畳たたみ掛かける。


　効果は充じゆう分ぶんだった。クラウディアはもはや何も言えず、黙だまり込んでいる。


「ベアトリス。少々言葉が過ぎませんか。親しき仲にも礼れい儀ぎありと申します、相手が王女殿でん下かであることをお忘れではありませんか？」


　侍女シオーネが口を挟はさんだ。口調は穏おだやかであったが、有無を言わさぬ迫はく力りよくを伴ともなって。


　ベアトリスとしても、そろそろ彼女が何か言ってくるだろうとは思っていた。もっとも、シオーネがその論法を用いてこっちの口を封ふうじにくるであろうことは予想の範はん囲い内である。確かに相手は一国の王女であり、地位を持ち出されれば口答えなどできない。だが、ようは地位や権力など関係のない場へと引き出してしまえばいいのだ。


「お言葉ですが、男と女の話に立場や地位を持ち出す方こそどうかしてますわ。それともクラウディアさまには、王女としての立場を振ふりかざしてでもアレスさまをご自分のモノにする考えでもおありなのでしょうか？」


「そんなつもりはない」


　シオーネが何か言うよりも先に、クラウディアが否定する。予想通りである。彼女が地位を振りかざして色いろ恋こい沙ざ汰たに口を出すような人物でないことだけは、とっくに分かっていた。


「では、わたしとアレスさまがどのような関係になろうと構わないのですね？」


「……ああ、もちろんだ」


「良かったですわ。もしクラウディアさまが恋こい敵がたきなどということになれば、相手が悪過ぎますもの。そのお言葉を聞いて安心しました、これでアレスさまがお戻もどりなさった暁あかつきには、人目を憚はばかることなくベッドにお誘さそいして長い戦いの疲つかれをお慰なぐさめできるというものです」


「…………」


　クラウディアは黙り込んだ。


　ひとまずはこれでいい。己の立場を嫌いやというほど再認識させられたクラウディアは、今後アレスと接する機会があっても、一国の王女とただの騎士という立場で接することを余よ儀ぎなくされるだろう。


　よしんばそれでもなおアレスに手を出そうとするならば、今宣言したように今度こそアレスと床とこを共にし、自分の虜とりことした上で、今度はアレスに自分の立場をわきまえさせてやればいい。一介の騎士風情、あるいは一介の伯はく爵しやく風情が王女殿下と親密になるなど国益にそぐわぬことだと。然る後、アレスに今クラウディアから聞いた言葉を伝えてやればいい。クラウディアはアレスに何ら感情を抱いていないと。それで二人の仲は終結するだろう。


　ベアトリスとしては、これでも手加減しているつもりなのだ。


　もし本当にアレスとクラウディアの仲を裂さくつもりであれば、自分とアレスがいかに親密であったか、どれほど濃のう厚こうな夜を共にしたかを懇こん々こんと語り、クラウディアを嫉しつ妬との炎ほのおで焼き尽つくさせた方がいいに決まっている。


　実際、最初はその方法で行こうとしていた。しかしそこに思ってもみない問題が生じた。侍女シオーネの存在である。


　噓うそか本当か分からないが、本人の言によればシオーネもかつてアレスと床を共にしたことがあるという。となると、アレスと床を共にしたときの話をでっち上げるのは極めて危険だった。実のところベアトリスは異性と床を共にした経験がないし、たとえばアレスの体のどこどこに黒ほく子ろがあるのをご存じですか、などと問われれば簡単に噓は露ろ見けんする。


　それゆえに、あえて同じ女の立場からクラウディアを説とき伏ふせたのだった。そして、それはうまくいったように思える。


　だが、ここで一つの思ってもみなかった異変が生じることとなる。その変化はまったくの予想外で、ベアトリスは驚きの余り、ごくりと唾つばを飲み込んだほどである。


　クラウディアが、泣いていたのだ。気き丈じような顔つきはそのまま、ぽろぽろと涙なみだだけをこぼして。


「……クラウディアさま？」


「……なんだ？」


　涙をこぼしながらも、なおも気丈にクラウディアは答えた。


「なぜ……お泣きになられているのですか？」


「いつどこでわたしが涙を流そうと、おまえには関係ないことだろう」


「アレスさまの話をしている最中にクラウディアさまは涙をお見せになりました。関係がないとは思えませんわ」


「だとしても、おまえには関係ないだろう！　もう話すことはないはずだ、アレスのことなど好きにするがいい！　だが、わたしも人間だ。あんな不ふ愉ゆ快かいな騎士の話をわたしの前ですることは許さぬぞ！」


　これほどクラウディアが感情を露あらわにするところなど見たことがなく、ベアトリスは思わず言葉を失った。


　その隙すきを突つくかのように、シオーネが二人の間に割って入る。


「ベアトリス。クラウディアさまもこう仰っておられます。今日はもうお下がりください」


「……で、ですがわたしはクラウディアさまの護衛を命じられた身であって、お傍を離はなれるわけには」


「護衛ならば部屋の外にいてもできますわ。さ、こちらへ」


　シオーネは強引にベアトリスを扉とびらの方へと押し出していく。クラウディアの涙という思ってもみなかったものを見せられたせいか、ベアトリスは咄とつ嗟さに抵てい抗こうすることもできず、されるがままだった。


「あなたはいささかやり過ぎたんです」


　とうとう外まで連れ出されたところで、シオーネが耳元で囁ささやく。


「今回は止められなかったわたしの負けです。ですが、もしあなたがまたクラウディアさまのお心をかき乱そうとするならば、わたしも黙ってはおりません。覚えておいてください」


「……心得ておきますわ」


　直後、ベアトリスの眼前で部屋の戸は閉められた。


　ベアトリスにとって、男など怖こわくはない。男はいつも暗殺や籠ろう絡らくの対象で、ベアトリスはいつも彼らを手玉に取ってきたのだ。アレスという例外を除いて。


　しかし、女だけは怖いといつも思う。シオーネは人を殺したことなどなさそうな顔をしている。にもかかわらず、ここぞというときの度胸はベアトリスのそれを上回っているように思えるのだ。ああいう女は、何をしでかすか分からない。一応の目的は達した以上、これ以上は深入りすべきではないかもしれなかった。


　先ほどのクラウディアの反応を見たベアトリスとしては、ある事実を認めざるを得なかった。主カルレーン侯こうの認識についてだ。


　カルレーンはクラウディアがアレスに惚ほれており、そのまま他国へ嫁げば後々障害になりかねないと推測していた。その推測自体は、大体合っているかもしれない。


　だが、クラウディアの為ひとと人なりについては見誤っている。恐おそらく、自分がしゃしゃり出て余計なことをする必要はなかったのだ。クラウディアは、自分の立場を充分にわきまえている。たとえアレスから言い寄られたとしても、クラウディアは決して応えはすまい。他ならぬ国のために、私心を滅めつするつもりでいるのだ。それゆえのあの涙だったのだろう。


　ベアトリスとしては、少なからずクラウディアに好意を抱かずにはいられなかった。自分の恋敵にはならないという確信を抱けたからというのもあるが、何より私心を滅して国に奉ほう公こうするというその姿に、ベアトリスの生き方と共通するところがあったためである。
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「やってくれたわね、ベアトリス……」


　ベアトリスを追い出した後、シオーネは呟つぶやいた。


　彼女がアレスとクラウディアについて、何らかの企たくらみを抱いていることには気付いていた。そして、その企みの内容にも。


　にもかかわらず、それを阻そ止しすることもできずにクラウディアを泣かせてしまった。侍じ女じよ失格である。しかし、ベアトリスはクラウディアの王女としての責任感の強さを利用していいように話を誘ゆう導どうしていた。クラウディアの立場を尊重するシオーネとしては、なかなか口が挟めなかったのだ。自分の無力さを悔くやまずにはいられなかった。


　シオーネは、一度大きく息を吐はくと主のもとへと戻った。


　クラウディアは、ベッドに腰こしをかけてまだ涙を流している。


「大だい丈じよう夫ぶですか、クラウディアさま」


　その隣となりに腰こし掛かける。


「う……うむ……」


　しゃくりあげるクラウディアは、ただの子供のようだった。必要とあれば自分から反乱軍の人質になることをも辞さない王女だが、それでもまだ十三歳の少女なのだ。自分の感情を制せい御ぎよできないときもあるだろう。それが体験したことのない感情であればなおさらだ。


「シオーネ……。わたしは、アレスのことが、多分好きなのだ」


　存じておりますとも、と内心で呟く。


　言葉の代わりにクラウディアの体を引き寄せ、自分にもたれかけさせた。少しでも自分に頼たよって欲しくて。


「アレスさまの、どこがお好きなのですか」


「アレスは……いつだってわたしのために、わたしの大それた夢をかなえるために力を貸してくれた。どんなときでも、呼べば力を貸してくれた。わたしを守ってくれたことだって数え切れない。自分がどれだけ傷つくことになろうとな」


　クラウディアの声が、再び涙なみだ声ごえになった。


「それに……あの男は、決して負けることがなかった。いつも期待に応えてくれた。だからわたしも調子に乗って色んなことを任せることができた。だが、それから……どうしてだろうな。どうしてあいつのことが好きだなどと思うようになったのだろうな」


「それが、男女の機き微びというものなんですよ、きっと」


　口ではそう誤ご魔ま化かしたが、シオーネにはなんとなく分かる気がした。


　一国の王女というものは、聞こえはいいが大した権力もなければ命令できる兵もない。その唯ゆい一いつの例外が、アレスだったのだ。そしてクラウディアは何度となくアレスを頼った。アレスはその期待に応え続けた。


　クラウディアの中で、アレスという存在はどんどん大きくなっていったことだろう。どんどんアレスに依い存ぞんするようになっただろう。


　それで充じゆう分ぶんなのだ。頼りになる。期待に応えてくれる。女が男に惚れるに、それ以上の理由は必要ない。


　さらに言えば、そんな理り屈くつすらどうでもいい。クラウディアはアレスのことが好き。それ以上の説明は不要なのだ。


「だが、ベアトリスの言った通りだ。わたしは王女なのだ。一いつ介かいの貴族と結ばれることなど有り得ぬし、そもそもわたしは他国の男を生しよう涯がい愛さねばならぬ身。そうすることで多くの人々が平和に暮らせるというのなら、喜んで会った事もない男を愛そう。だが……だが、その決心をする度、いつもアレスの顔が浮うかんできてわたしを邪じや魔まするのだ。いつも、いつもだ……」


　クラウディアの大きな瞳ひとみから、ぽろぽろと真しん珠じゆのような涙がこぼれる。


「シオーネ……。わたしはどうすればいいのだ？　どうすればこの気持ちに整理がつけられるのだ……？」


「…………」


　クラウディアでさえ答えが出せないのだ。一介の侍女であるシオーネにその答えなど出せるはずがなかった。単純な男女の話であればともかく、クラウディアは王女なのだ。婚こん姻いんはもちろん、恋れん愛あい一つですら国に影えい響きようを及およぼす立場なのだ。


　答える代わり、何も言わずそのふくよかな胸にクラウディアを抱だきしめる。


「今は……ただお泣きください。まだクラウディアさまがエディンバラに嫁とつぐまでには時間がございます。その間に、もう一度アレスさまと会って心の整理をする時間ぐらいはございましょう」


「うう……。うわあああぁぁぁぁ……！」





　……その日クラウディアは、夕方までシオーネの腕うでの中で泣き続けた。


　だが、翌日には完全にいつも通り一国の王女としての振ふる舞まいを再開することとなる。


　トゥールスレン城じよう砦さいに、そしてクラウディアの身に大きな変化が起こるのは、その五日後のことであった。
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　第九の月二十日のことである。城砦周辺に王国軍が現れたのだ。


　北との戦を終えた王国軍は帰き還かんの途とにある。トゥールスレン平原はその途と上じようにあり、王国軍の出現自体は驚おどろくべきことではない。両者の間では何らかの小競り合いが起こる可能性は皆かい無むとは言えないものの、トゥールスレン城砦内にはクラウディア王女がいる以上、まさか王国軍もこの城砦に攻こう撃げきを仕し掛かけるようなことはないだろう。誰だれもがそう思っていた。


　しかし、王国軍の取った行動によって事態は一変することとなる。


「王国軍が攻こう囲いの態勢を取っているだと!?」


　ジェレイドより城砦の守備隊長に任命されたバーグラムは、その報告を聞くといてもたってもいられず、城じよう壁へきに登って事態を自らの目で確認した。


「……正気か、王国軍は」


　そして、部下の報告が正しいことを知った。


　王国軍はトゥールスレン平原に姿を現すや、軍勢を展開。目を瞠る早さで、城砦に対する包囲の態勢を整えつつあったのだ。


「隊長、いかがいたしましょう……！　いかにこの城壁と言えど、あれだけの軍勢を敵に回しては到とう底てい守り抜ぬくのは困難です」


「うろたえるな」


　動どう揺ようを見せる部下たちを統制するためにも、語気強くバーグラムは言った。


「王女殿でん下かの身み柄がらがこちらにある以上、敵もそう簡単に手を出してくることはあるまい。今は軽挙を慎つつしみ、防衛の態勢を整えよ。それから王国軍に使者を出し、あの行動の理由を問いただすのだ」


　こうして兵士たちは慌あわただしく配置につき、弓や槍やりの準備を整え始め、王国軍には使者が派は遣けんされた。


「どうしたの、隊長さん」


　バーグラムの前に現れたのは、騒さわぎを聞きつけたのだろう、クラウディア王女の護衛の一人でもあるエレナだった。バーグラムにとってはかつて自分の命を救ってくれた恩人でもある。


「見ての通りです、王国軍が現れこの城砦を取り囲んでおります」


「……え。王国軍が……？　何のために……？」


「分かりません、先ほど意図を問いただすべく使者を送ったのですが……。とにかく、王女殿下にお伝えください、あなた方の身は必ず我々が守りますと」


「……分かりました。大丈夫です、王国軍には頑がん固こ者のあたしの義兄もいるんです。無む駄だな血が流れるようなことはないと思います」


「そう願いたいところです」


　バーグラムにとって、いや、この城砦にとっての聖女とでも呼ぶべきエレナからそう言ってもらえるのは心強いところだった。彼女の献けん身しん的な治ち癒ゆによって、数多くいたこの城砦の怪け我が人はもはや百人近くにまで減っているのだ。アレスと言えばバーグラムたちボルネリア軍に少なからぬ損害を与あたえ、一時は〈赤の悪あく魔ま憑つき〉と呼ぶほどに忌き避ひした相手だが、その高潔ぶりは音に聞いているし、何より聖女エレナの義兄とあれば信じたいところだった。


　しかし、間もなく派遣された使者が持ち帰った報告は、予想とはまったく違ちがったものだった。


「王国軍のフィリップ将軍はこう申しております。現時点で説明できることは何もない。後ほどこちらからあらためて使者を送ると。温厚で知られるハインツ王太子との面会も求めたのですが、すげなく断わられました」


　なんと居い丈たけ高だかな、と部下たちの憤ふん慨がいが場を満たした。勝手にやってきて事前通告もなく城砦を包囲しつつ、それでいて何の説明もないとはどういうことか。


　バーグラムとしては「見せしめとして人質のクラウディア王女を──」などという声が出始める前に、部下たちを統制しなければならなかった。


「やむを得ぬ。先方は後で使者を送ると言っているのだ。我らとしても今は待つ以外にあるまい。繰くり返かえし命じる、全員軽挙は慎み持ち場を守るように」
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　次に事態が進展したのは、その日の夕刻だった。


　王国軍は城砦の包囲をなおも進め、それどころか第二次トゥールスレン攻こう防ぼう戦せんの折、ジェレイドを震ふるえ上がらせた投石機の設置をも終え、まるで城砦内の将兵たちに見せ付けるかのように試射まで行ってみせたのだ。


　王国軍は本気でこの城砦を攻せめ落とすつもりなのではないか。バーグラムでさえそう思わずにはいられなかった。


　フィリップ将軍の通告通り使者がやってきたのは、そんなときである。


　アーウィンと名乗ったその若い騎き士しは、敵のただ中にあっても居丈高と思えるほど堂々と要求を言ってのけた。


「あなた方将兵の命は保証する。その代わり、直ちにクラウディア王女殿下の身柄とトゥールスレン城砦を返へん還かんしてもらいたい」


「……応じかねると言ったら？」


「そのときは我が軍が誇ほこる投石機を用いてこの城壁の撤てつ去きよ作業を開始し、然る後、力ずくででも返してもらうまでのこと」


「そのようなことをすれば、王女殿下のお命が危うくなりますぞ」


「お忘れか、王女殿下はあなた方の客人なのだ。保護すべき義務はあなた方ボルネリア軍にある。もしその御お体からだに危害が加えられるようなことがあれば、今度こそボルネリア軍は王国全土を敵に回し、最後の一兵に至るまで皆みな殺ごろしにされることになるだろう。付け加えれば、この城砦はあなた方が我らより借り受けているに過ぎぬ。城砦の所有権そのものは依い然ぜんとして王国にあり、我らがいつ城壁を撤去しようと勝手のはずだ」


　強引過ぎる理屈だった。


　バーグラムは難しい立場に立たされることとなった。王国軍は本気でこの城砦を攻めるのか、あるいはすべて示じ威い行動に過ぎないのか、まったく判断がつかない。そもそも昨日まで王国軍とボルネリア軍はお互たがいそれなりに友好状態にあったというのに、なぜこうも突とつ然ぜん態度を翻ひるがえしたのか。


　実のところクラウディアを人質として使うという手は絶対に使うなとジェレイドに厳命されている。もし王国軍が本気で攻撃を仕掛けてくれば、しのぎきるのは難しい。かといって要求通り王女と城砦を王国軍に譲ゆずり渡わたせば、ボルネリア軍の勢力は大きく低下するだろう。それはジェレイドの戦略にも大きな悪あく影えい響きようを及ぼしかねない。


　結局、バーグラムは時間を稼かせぐことを狙ねらい、次のように返答するしかなかった。


「……ジェレイドさまのご指示がない以上、容易に返答することはできぬ。しばし時間を頂きたい」


「そのような猶ゆう予よはない。我らは早く王都に戻もどり、国王陛下に王女殿下をお渡しすると共に戦勝の報告をしなければならぬのでな。色よい返事が聞けぬとあれば、明あし日たにも投石が開始されよう」


　厄やつ介かいなことに、アーウィンと名乗ったその若い騎士は、噓うそを言っているようにはまったく見えなかった。その堂々とした態度からは、自分たちの力への自信が強く窺うかがえる。もし彼らの言う通りにしなければ、本当にこの城が攻められることになるかもしれない。


　それにしても、王国軍には温厚で知られるハインツ王太子がいるとも聞いている。にもかかわらず、このような強きよう硬こう姿勢に出たのは一体なぜなのだろうか。


「……我らの返答は変わらぬ。三日ほど時間を頂きたい。こちらには王国軍と戦う意図はない。どうか三日だけ待って欲しい」


「それが返答とあれば、フィリップ将軍閣下にはお伝えしよう。だが、妙みような期待はしないで頂きたい。予定通り明朝に投石は開始されるだろう。破は壊かい工事に巻き込まれることのないよう、くれぐれも兵士たちを城壁には近づけぬことをお勧すすめする」


　言いたいことを一方的に告げ、その若い使者は去った。後に残ったのは、痛いほどの沈ちん黙もくである。


　誰もが、王国軍がこれほど強圧的な態度で出てくるとは思わなかったのだ。


　ややあって、バーグラムは静かに告げた。


「……王女殿下のところへ行く。しばし待て」





　王女の部屋には、こんな事態だからであろう、関係者がすでに揃そろっていた。


　クラウディアに侍じ女じよシオーネ。あの〈赤の悪魔憑き〉の義妹であり、バーグラムにとっては命の恩人でもあるエレナ、王女の護衛のベアトリスという妖よう艶えんな女性、それからドワーフのガルムスと、一応近衛騎士だという妙な長ちよう髪はつの騎士ローランの計六人である。


「バーグラム、一体外はどうなっているのだ？　王国軍から使者は来たのだろう？」


　クラウディアが当然の疑問を投げかけてくる。


「は。確かに、先ほど使者が来ました」


　バーグラムは一連の状じよう況きようを説明した。この城砦を取り囲んだ王国軍から居丈高な使者が寄よ越こされ、城砦とクラウディアの身柄を引き渡すよう要求されたことを。


「奇き妙みようだな。おかしいぞ、今の王国軍にはアレスやわたしの兄もいるのだ。なのに、なぜそのような強引な手が打てる？」


「同感同感」と、騎士ローランも腕うで組ぐみしながら口を挟はさむ。「もう内乱も戦争も終わったはずだ。これ以上無駄な血が流れるようなことをあの朴ぼく念ねん仁じんが見み逃のがすとは思えないな。必要とあれば将軍の身柄をとっ捕つかまえてでも事を阻そ止しするような奴やつだぞ、アレスは」


「案外、フィリップ将軍の独断なのかもしれませんわ」


　そう意見を述べたベアトリスは、普ふ段だんとはまったく異なる厳しい顔つきをしていた。


「フィリップ将軍が名声を求めて今の地位に就いたことは間ま違ちがいありません。それゆえ王太子殿下やアレスさまと離はなれて独自に動いているのかもしれませんわ。事実上ボルネリア軍の人質となっているクラウディアさまを救い出し、さらにはこの城じよう砦さいを奪だつ回かいできれば、功になることは間違いありませんし」


「なるほど、あり得る話だな」


「私も同感です」


　と、ここでバーグラムも意見を述べた。


「我々と王国軍は、少なくとも表向き友好状態にあったのです。にもかかわらずこの変へん貌ぼうぶりは明らかにどこか異常です。できることなら、距きよ離りを置くべきだと思います。ただ……それは我らボルネリア軍の理り屈くつ。クラウディアさまは元々王国の側に立つお方、王国軍のもとに戻られた方がいっそ安全であることは間違いありません。ですが、無理を承知でお願いいたします。我がボルネリア軍の安全のためには、もうしばらくクラウディアさまの御おん身みが必要なのです。ここは一つ、我々の指揮に従ってこの城砦からご退去頂き、ジェレイドさまのもとに身を寄せては頂けないでしょうか」


　クラウディアはしばし考え込むように黙だまった。もっとも、それは長い時間はかからなかった。


「分かった。わたしもこの国で再び内乱が起こるようなことだけは避さけたい。わたしさえこの城砦から去れば、王国軍も無益な城しろ攻ぜめなどすまい。もうしばらくボルネリア軍にこの身を預けるとしよう」


「ありがとうございます」


　心の底からバーグラムは礼を言った。


　本来ならクラウディアがこれ以上自分たちに付き合ってくれる義理はないのだ。それどころか王国軍に戻りさえすれば、安全で豊かな生活が待っている。


　だが、クラウディアはジェレイドのもとに身を寄せることを承しよう諾だくしてくれた。彼女にとって自分のことなど二の次なのだろう。まさに尊敬に値する王女だった。


「しかし、この城砦は包囲されつつあるのだろう？　どうやって逃にげるというのだ？」


「それなら問題ありませんわ。この城砦の地下に通路がありますので」


　バーグラムは驚おどろきを隠かくせなかった。その秘密を口にしたのが、バーグラムでもこの城砦の関係者でもなく、ベアトリスだったからだ。


「な、なぜそのことを……!?」


「暇ひまだったものですから、色々と調べさせて頂きましたの」


　さらりと微ほほ笑えみながら言ってのける。


　彼女がこの城砦をしょっちゅう散歩しているという話は聞いていた。恐おそらくそのときに勘かん付いたのだろう。さすがは女性の身でありながら、王女殿でん下かの護衛を命じられただけのことはあると感かん嘆たんする。


「確かに、この城砦には秘密の通路がございます。ジェレイドさまからも、場合によってはそこからクラウディアさまを連れ出せと指示されておりまして」


「ならば話は早いの」ガルムスも賛同の意を示す。「行動は早い方がよい。今日この地へやってきたばかりの王国軍は長い行軍で疲つかれ果てとるはず。城砦を抜ぬけ出すなら今こ宵よいがよかろう」


「ガルムスの意見はもっともだ」と、クラウディアも頷うなずく。「バーグラムどの、至急対応をお願いしたい」


「では、信しん頼らいできる部下を案内人としてお付けいたします。よろしければボルネリア領へお向かいください、さすればジェレイドさまが何らかの手を打ってくださるでしょう」


「分かった、そうしよう」


　シオーネが荷造りを始め、部屋はにわかに慌あわただしくなった。大した荷物はないものの、それでも何日かかるか分からない旅路に出るともなれば多少の準備がいる。


　ただ、そんな中、一人の少女の発言によって場は再び静まり返ることとなる。


「あの。あたしはここに残ってもいいでしょうか」


　誰だれもが思ってもみなかった発言をしたのは、エレナだった。


「なんと？　何を言い出すのだ、エレナ」


「わがままを言って申し訳ありません。でも、あたしがクラウディアさまに付いていってもあまりお役に立てるとは思えないんです。それにここにはまだ大勢の怪け我が人が残っています。あの人たちを放ってはいけません」


「エ、エレナさま……」


　バーグラムからすれば胸むねを打たれる思いだった。クラウディアがいなくなれば、この城砦の危険度は増す。にもかかわらず、ここに留まるというのだから。


　だが、だからこそバーグラムはエレナに翻ほん意いを促さねばならなかった。


「我々からすれば非常にありがたいご提案です。ですが、どうかお止めください。私はエレナさまに命を救われたこともある身、そのエレナさまの身に危険が迫せまるようなことがあっては生しよう涯がい悔くやむこととなります」


「だったらなおさらあたしはこの城砦に残るわ。危険が迫るってことは、ここで争いが起こる可能性が高いってことでしょう？　白魔術師は絶対必要になるはずよ。大だい丈じよう夫ぶ、あたしは王国貴族の従軍神官なのよ。王国軍があたしに手を出すことなんて絶対にないわ。それに、クラウディアさまがこの城砦にいないってことが分かったら王国軍は怒おこるでしょ？　でもあたしがここにいれば、少しぐらい誤ご魔ま化かして時間を稼げると思うの」


「し、しかし……」


　エレナの言っていることにも一理あり、あまり強く出られなくなってしまう。


「バーグラムどの、エレナの好きにさせてやって欲しい」


　次に口ぞえしたのはクラウディアだった。


「わたしに付いてくることが安全だとは限らないのだ。王国軍が狙ってるのはわたしのようだしな。ならばエレナもここにいた方が安全とも考えられる」


「……分かりました、ではお言葉に甘えさせて頂きます」


　痛み入ったように、深々とバーグラムは頭を下げた。
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「クラウディアさま、申し訳ありません。義兄から護衛を命じられたのに、わがままを言ってしまって……」


　エレナが頭を下げようとするのを、クラウディアは制した。


「いや、とんでもない。おまえの考えはよく分かった。この城砦の皆みなには恩もあるしな、わたしからも頼たのむ、彼らを任せたぞ」


「はい、微び力りよくを尽つくします」


　ここでクラウディアは表情を崩くずした。


「それにしても、おまえとはなかなかじっくり話をする機会がないな」


　エレナは何のことを言っているのか分からなかったのか一いつ瞬しゆんだけ小首を傾かしげたが、すぐさまクラウディアと同じように微笑する。


「そうですね……。ですが、この危機が去りましたら必ず」


「ああ、必ずな」


　一方、そんなエレナの判断に困こん惑わくを隠せない者もいた。


　ガルムスである。


「むう。エレナ、おまえが残るというのならわしはどうしたものかな。わしとしてはおまえに付いていてやりたいが、アレスめには王女殿下をお守りしろと言われておるしのう」


「ガルムスはクラウディアさまに付いていって。あたしが残るのは半分わがままみたいなものだし」


「しかし、おまえ一人を残していくわけにものう……」


「よし、そういうことなら俺が残ろう」


　迷っているガルムスの肩かたを陽気に叩たたいたのはローランであった。


「城じよう壁へきの上にこの真っ赤な甲かつ冑ちゆうを着込んだ俺が立てば、多少はあいつらも攻こう撃げきを躊ちゆう躇ちよしてくれるかもしれないし、王女殿下がまだこの城砦にいるって思うかもしれないしな」


「いいの？　ローラン」


「みなまで言うなよ、エレナ。俺は好きで残るんだからな」


「そう、ありがと」


　微笑んで礼を言うエレナだった。


　おまえではかえっていらぬ危険が増すだけじゃなかろうか──とガルムスが呟つぶやいたことは、誰も知らない。
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　夜半になって、クラウディア一行は城砦の地下通路に入ろうとしていた。


「この者がジェレイドさまのもとへ案内いたします」


「ゴーランと申します、お見知りおきを」


　バーグラム守備隊長が紹しよう介かいしたのは、彼に背恰好はもちろん顔つきまでもどことなく似た男だった。


「部下の中でもっとも信頼できる男です。何せ、私の弟ですので」


「そうか。では、よろしく頼む」


　クラウディアたちと短く挨あい拶さつをかわす。


「時間もありません、早速参りましょう。足元にはお気をつけください。狭せまい上に足場もかなり悪いですので」


「うむ」


　クラウディアたちは「世話になった」とバーグラムと最後の別れを交わすと、ゴーランを先頭に、ベアトリス、クラウディア、シオーネ、ガルムスの順番で通路へと足を踏ふみ入れた。


　そこはたとえ昼間であっても日の光の入らぬ地下通路である。文字通り一寸先は闇やみ、それも漆しつ黒こくの絵の具で塗ぬりたくったのではないかと思わせるほどの完全な闇であった。その上通路は馬が通れるほどの広さしかなく、常に圧あつ迫ぱくされている感が否めない。


　おまけに、道は長かった。地下通路など数百歩も進めば地上に出られるかと誰もが思っていたが、どうやら道はトゥールスレン平原の外まで続いているらしく、歩いても歩いても出口らしきものは見えなかった。


　永遠とも思える漆黒の闇が、クラウディアたちの精神を蝕むしばんだ。ひょっとして闇の中に何かとてつもない化け物でも潜ひそんでいるのではないのか。あるいは、もし今崩ほう落らくが起こってこの狭い通路に閉じ込められたらどうなるのか。そんな本能的な恐きよう怖ふが、クラウディアはもちろんシオーネやベアトリスをも襲おそい、彼女たちの口数は自然少なくなっていた。


　唯ゆい一いつの例外はガルムスぐらいのものである。


「ふむ、これは見事な掘くつ削さくの技。人の手でできるとは思えぬ、ひょっとして我が同どう胞ほうに頼んだのか？」


「ええ、そう聞いております」


「さすがはジェレイド。必要とあれば我らがドワーフの技をも利用するか」


　そんないっそ能天気に聞こえるほどの会話が、多少なりともクラウディアたちを安心させた。


「着きました、あそこです」


　どんなに長い道であろうと、終わりのない道はない。ゴーランが松たい明まつを片手に先を指差す。


　月明かりだろうか、かすかに松明以外の明かりが見え、クラウディアたちを心底安心させた。


「早く行こう。ガルムスには悪いが、そろそろ外の空気が恋こいしくなってきたところだ」


「お気き遣づかいは無用ですぞ、価値観の違ちがいというものはそう簡単になくせるものではありませんからな」


　軽口のつもりらしいガルムスの声を聞き流しながら、彼女たちはわずかに歩を早めた。通路の先の月明かりが段々と近づいてくる。


「さ、クラウディアさま。ここも足場が悪いです、お気を付けを」


「う、うむ」


　シオーネに手を引かれる形で、クラウディアは半時ぶりに地上へと出た。


「ここは……森、ですか」


　ベアトリスが辺りを見回しながら呟いた。


「はい。トゥールスレン平原のさらに北東にある森の中です」


「……凄すごいですわね。城じよう砦さいから一里（約四キロ）はあった計算になりますわ」


　クラウディアたちは、あらためてジェレイドの慎しん重ちようさと、そしてこれほどの地下通路を造ったというドワーフの技量にあらためて感かん嘆たんした。そしてガルムスを除く誰もが大きく背せ伸のびをし、新しん鮮せんな地上の空気を楽しんでいた。


　だが、彼らの安あん堵ど感かんは一瞬にして崩ほう壊かいすることとなる。





「お迎むかえに上がりました、王女殿でん下か」





　自信に満ちた若い男の声が響ひびき渡わたった。


　クラウディアにとっては聞き覚えのある声でもある。


「ま、まさか……!?」


　驚おどろきと共に声の方を振ふり向むく。


　聞きき間ま違ちがいではなかった。


　月明かりの下、馬にまたがり一人佇たたずんでいるその男は──フィリップ将軍だった。
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　いや、フィリップだけではない。フィリップがさっと手を挙げた瞬しゆん間かん、周囲に伏ふせていたのか、何十という騎き士しや兵士たちが姿を現したのだ。


「ば、馬ば鹿かな！　なぜこの通路の存在を……!?」


　ゴーランが驚きよう愕がくを隠かくせないでいる。


　そんなクラウディアたちの反応を無視するように、フィリップは続けた。


「さあ、王都で陛下がお待ちです。共に参りましょう」


「ふざけるな！　わたしはボルネリア軍と王国軍の友好の証としてここにいるのだ。今王都に戻もどるわけにはいかぬ」


「クラウディアさま、これ以上わがままを申されますな。できれば私も王女殿下を無理矢理連れて行くがごとき不忠義は犯したくないのです」


　クラウディアはフィリップの言を聞き流しつつ、周囲を見回した。


　完全に取り囲まれ、逃にげ道みちはない。今通った地下通路へ戻るという方法もあるが、屈くつ強きような武人たちを相手に一里も走って逃げ切きれるとは思えない。


　窮きゆう地ちであった。


「兄上はどこだ？　兄上がこのような暴挙を許すとは思えぬ、兄上を呼べ」


「恐おそれながら王女殿下。王太子殿下は此度の一件に反対してはおりませぬ」


「馬鹿な！　そんなこと信じられるか！」


「信じて頂けないとあれば仕方ありませぬ。ですがいずれにせよ、我らと共に来て頂きますぞ」


「くっ……」


　八はつ方ぽう塞ふさがりだった。


　だが、このときである。庇かばうようにクラウディアの前に立った者がいた。


「クラウディアさま。お下がりください」


　ベアトリスである。
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「べ、ベアトリス……？　何をする気だ？」


「お任せください、わたしに考えがございます」


　ベアトリスはそう言って腰こしの後ろに備えているナイフに手を伸のばした。


　今回の王国軍の行動は、間違いなくハインツ王太子の承認を得ていない。フィリップの独断だろう。となればフィリップさえ無力化することができれば、この窮地は脱せると考えたのだ。


「フィリップ将軍閣下。恐れながら、あなたに決けつ闘とうを挑いどませて頂きます」


　突とつ然ぜん決闘などという単語を持ち出され、フィリップたちは面食らったようだった。


　しかし女からの挑ちよう戦せんとあれば、この状じよう況きようでもフィリップも無下に拒こばむことはできまい。一対一で戦う状況に持ち込むことさえ出来れば、後はどうとでもできる自信があった。


　だが、フィリップが口にした言葉はあまりにも意外なものだった。


「ほう。貴様、カルレーンの間者か」


「…………！」


　ベアトリスは動どう揺ようが表情に出るのを抑おさえなければならなかった。


　フィリップとは直接的な面識はほとんどない。しかも、そのとき自分は間違いなく侍じ女じよにでも変装していたはずだ。にもかかわらず、なぜ自分の素性を知っているのか。


「あなたは……一体何者なのですか？」


「妙みようなことを言う。間者の身でありながら、祖国の将の顔も知らぬのか？」


「そういう意味ではありませんわ」


　ベアトリスはフィリップを多少知っている。


　だがベアトリスの知っているフィリップは、もっと野望に満ちた若造だったはずだ。それが今はどうか。まるで百年の時でも生いき抜ぬいたかのような、そう、まるでカルレーン侯こうのごとき老ろう獪かいさが備わっているように見える。


「将軍、いかがいたしますか」


　フィリップの傍そばに控ひかえていた騎士がそう口にしたが、フィリップは手を挙げて制した。


「女に戦いを挑まれ逃げたとあっては武人の名折れだ。手を出す必要はないぞ」


「はあ……」


　ベアトリスの方へと歩を進めてくる。ただし、剣けんを抜く様子も見せない。


「さあ、かかってくるがいい。おまえが地面に這はいつくばるところを見れば、王女殿下も考えを変えてくれよう」


「……馬鹿にして！」


　ベアトリスはわざと怒おこったように言った。


　演技である。フィリップに嘲あざけられ、頭に血が昇のぼっていると思わせるためだ。女が男に勝つには、手段など選んではいられない。勝てればそれでいいのだ。


　逆手にナイフを構え、地を駆かける。しかしその動作は俊しゆん敏びんとは言い難く、所しよ詮せん女だとフィリップたちも思い込んだことだろう。


　もっとも、それも作戦の内である。所詮女──そう思わせてこそ勝機が生まれるのだ。


　そして、フィリップまでの距きよ離りがあと五歩というところまで迫せまったところでベアトリスは突とつ如じよとして速度を上げ、瞬しゆん時じに距離を詰つめた。その速さに虚きよを突つかれたのか、フィリップの反応が一いつ瞬しゆん遅おくれる。


　すかさずフィリップの首目め掛がけて一いつ閃せんする。しかし、通用しない。ベアトリスの見せかけの牽けん制せいを最初から見み抜ぬいていたかのように、悠ゆう々ゆうと体を後退させてかわす。


　ベアトリスは舌打ちしたが、さらに距離を詰めて二撃、三撃目を放った。そのあまりに俊敏な動きに、周囲の兵士たちが息を呑のむ。にもかかわらず、フィリップにはかすりもしない。


　──強い！　こんなに強かったなんて話、聞いたことがありませんわ！


　並の騎士であれば、重い甲かつ冑ちゆうが仇あだとなって早々に首を切り裂さかれていただろう。だが、フィリップはまるで甲冑など着ていないかのような身軽さで次々かわしていく。


　五撃目までもがかわされたところで、フィリップは後ろに跳とんで距離を取った。


「なかなかやるではないか」


「……まだ！」


　相手に体勢を整える時間を与あたえてはならない。歴戦の騎士と正面から戦えば勝ち目は低くなる。追いかけるようにベアトリスは前に跳んだ。そしてナイフを振り下ろすと見せかけ、左手を地に付けて姿勢を低くする。


　そまま左手を軸じくにして足あし払ばらいを仕し掛かける。目にもとまらぬ早技だ。


　しかし、通用しない。長い足を利用して膝ひざの裏目掛けて放たれた足払いは、大の大人であろうと体勢を崩くずされること必至であるはずなのに、フィリップの足はまるで大木のように揺ゆるがなかったのだ。


　なぜ、と戸と惑まどう暇ひまもない。続いてベアトリスは後ろ向きに跳んで身か体らだを回転させ、距離を置くと同時に体勢を整え直し、すかさず距離を詰めナイフを縦横に振った。二撃、三撃と、間を置かず斬きりつける。


　だが、フィリップはあるときは体を反そらし、またあるときは右手の漆しつ黒こくの籠こ手てを振るい、無造作にナイフの一いち撃げきを払はらいのける。


「これ以上は時間の無む駄だだろう」


　最後の大おお振ぶりをかわされたところで、フィリップは腰の剣に手をかけた。


　──来る！


　すかさずベアトリスは後ろへ跳んだ。と同時に、ベアトリスがいた場所を抜き身みの剣が通り過ぎる。


「見事だ。よくかわしたな。さすがカルレーンの子飼いだ」


「くっ……」


　ベアトリスの胸元が破け、胸の谷間が露あらわになっていた。月の光を受け、白い柔やわ肌はだが映える。


　剣がかすめたわけではない。わざとだ。身を翻ひるがえすと同時に、自分の手で胸元を破いたのだ。胸の谷間を見せつけ、少しでも注意を逸らすために。


　狙ねらい通どおり、フィリップの目が胸元に注がれているのが分かる。


「もうその辺にしてはどうだ？　その肌はだを傷つけたくはないしな。大体、私は反乱という大罪を犯したボルネリア軍から、王女殿下をお救いしようとしているのだぞ。それはカルレーン侯の意にも沿うことだと思うがな」


「…………」


　即そく座ざに反論できなかった。確かにその通りだ。相手は王国軍であって敵ではない。王国のことを第一に考えている主カルレーン侯からすれば、むしろフィリップのこの選せん択たくを称賛するのではという気もする。


　しかし、ベアトリスとしてはやはり従えなかった。なぜなら、クラウディアの意に反するからだ。クラウディアには個人的に多少の好意も抱いだいているし、少なくともアレスの事以外では出来る限り力になってやりたいとも思う。それに、クラウディアの身が今しばらくボルネリア軍の中にあることが、必ずしも国益に反するとも思えないのだ。


　ベアトリスはあくまでフィリップに抵てい抗こうする意思を固めた。だが、表向きは逆のことを口にする。


「……残念ですが、そうするしかなさそうですわ」


　さも残念そうにナイフを投げ捨てる。そしてすっかり乱れてしまった髪かみを整えるように手を伸ばす。


　そこには最後の手段──黒くろ塗ぬりの毒針が仕込んである。その毒針を投げつけ、わずかでも傷をつけることができれば、フィリップは無力化できる。死に至る可能性さえあるのだが、この際それもやむを得ないだろう。


　この暗さだ、黒塗りの毒針などフィリップには見えもしないし、気付きもしないだろう。ましてフィリップは投げ捨てたナイフか、あるいは胸元の谷間に目を引きつけられている。


　すかさず、ベアトリスはフィリップの首筋目掛けて毒針を投じた。


「う、うそ……！」


　が、駄だ目めだった。


　フィリップはまるで毒針が飛んでくることが分かっていたかのように、無造作に右手を顔の前に持っていったのだ。漆黒の籠手で守られた右手を。


　毒針は、かちんと音を立てて地面に落ちた。


「ふん、面白い軽業を見せるではないか」


「……困りましたわね」


　ベアトリスの顔に浮うかんでいたのは焦しよう燥そうであった。


　この毒針の一手にだけは自信があった。これまでも、正面から戦っても決して倒たおせない相手を、この一手で何度となく無力化してきたのだ。唯ゆい一いつの例外はアレスぐらいのものである。


　フィリップは、まさにそのアレスと同じだった。一体何をどうすれば、闇やみの中を飛んでくる毒針の存在を見抜けるというのか。


「どうした？　もう終わりか？　ならば一国の将に手を上げた罪を贖あがなってもらわねばならぬ。ただし、我が妾めかけにでもなると誓ちかうのであれば、その罪許してやってもよいぞ」


「お断りいたします。すでにわたしの体も心もあるお方に捧ささげておりますので」


「そうか。他の男の手付きとあらば、興味も失せるな」


　フィリップは剣を構えた。


　直感的にベアトリスは死を意識した。フィリップの強さはまったくの未知数となっていた。正面から全力で攻せめられれば、かわせる自信はなかった。


「女相手に剣を振ふるうのは気分が悪かろう。ここからはわしがお相手いたそう」


　だが、このとき。二人の間に立ち入った者がいた。


　ガルムスである。


「次は貴様か、ドワーフ」


「誤解するなよ。本来ならばわしが一番手を務めるつもりだった。女に先を越こされたのは本意ではない」


「良かろう。ガルムス……だったな。アレスの従者として、その名はよく知っている。こんなところで剣を交えることになろうとは、因果なものだ。さあ、我が剣の一撃……防げるものなら防いでみよ！」


　再び両者が激げき突とつする。


　振り下ろされる剣に、ガルムスも下から振り上げた斧おので対たい抗こうする。


　暗い夜を大きな火花が散らす。


「ぬうっ!?」


　ガルムスの顔が苦く悶もんに歪ゆがみ、剣の威い力りよくに押されるようにその体が押し込まれた。


「ほう、やるな!?　だが、何度耐たえられるかな!?」


　すかさずフィリップは再び剣を構えると、体勢を崩したガルムスに止めを刺ささんとさらなる一撃を加えようとする。


「ふんぬっ！」


　だがガルムスも負けていない。すかさず斧の柄えを両手で広く持ち、斧のもっとも分厚い部分で剣を受け止めたのだ。


　衝しよう撃げきでガルムスの体は大きく揺れたが、今度はフィリップも無事ではいられなかった。剣が半ばほどから折れていたのだ。


　半分の長さになってしまった自らの剣を見て、フィリップが苦笑する。


「驚おどろいたぞ、さすがはアレスの従者というべきか。我が剣をこうも防ぐとはな」


「生あい憎にくと馬ば鹿かげた強さの我が主と毎日のように武器を交えておったのでな。それにしてもこの威力……。おぬし、まさか……」


　ガルムスは油断なく斧を構えると、そのまま後ずさりした。油断なくフィリップの動向を見定めつつ、後ろに控える少女に声をかける。
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「クラウディアどの」


「な、何だ？」


　突とつ然ぜんガルムスに話しかけられ、一いつ瞬しゆんクラウディアは狼ろう狽ばいした。


「覚かく悟ごを決めてもらわねばならぬ。残念だが、我らではあの男には勝てまい。勝てるとすれば……我が朴ぼく念ねん仁じんの主ぐらいのものだろう。もはや手は一つ。急ぎ地下通路へ入り、城じよう砦さいへ戻もどられよ。わしが後ご詰づめを務め、時間を稼かせごう」


「私もお手伝いしましょう」


　ここまで道案内を務めたゴーランも覚悟を決めた顔つきをしていた。


「私の任務はクラウディアさまをお護りすることですので」


　一人や二人で時間を稼ぐというのだ。彼らが死を覚悟していることは、クラウディアにもすぐ分かった。


「……そうか、分かった」


　クラウディアは、口とは反対の行動に出た。黙だまって前に進み出たのである。


「フィリップ将軍、もうよい。いいだろう、従おう」


「な、何を言う!?」


　当然のように抗こう議ぎの声を上げるドワーフを振り返かえる。


「すまない、ガルムス。アレスの従者を長年務め、わたしのわがままにも付き合ってくれたおまえを簡単に失うことなどできぬのだ」


「それは誤りだ、王女よ。我らは武人、戦うべきときに戦うのが我らの役目。その結果として死が付きまとうのは当然のこと」


「おまえならそういうと思ったぞ、勇ゆう敢かんなドワーフの戦士。だが、おまえの意思は関係ない、これがわたしの決めた道なのだ」


　そしてフィリップに向かって歩き出す。


　クラウディアとしては、そうするしかなかった。もし本当に必要ならば、王女として甘んじてガルムスやゴーランの犠ぎ牲せいも受け入れたかもしれない。


　しかし、今ただ地下通路を逃にげ戻っても逃げ切きれる保証はないし、何より城砦内に王国軍を招き入れる結果になりかねない。そのままなし崩くずしに両軍が争う結果になれば、ボルネリア軍と王国軍は再び泥どろ沼ぬまの抗こう争そうを繰くり広ひろげることになるだろう。


　だがここでフィリップに従えば、ガルムスたちの命は守れるし、先ほど通ってきた地下通路を封ふう鎖さする時間ぐらい稼げるだろう。それに、王国軍には兄ハインツやアレスもいるのだ。彼らと連れん絡らくさえ取れれば、フィリップの専横を防ぐことはできる。そう考えた結果であった。


「お待ちください」


　また決意に満ちた声がした。シオーネである。


「クラウディアさまお一人で行かせるわけには参りません。わたしもお供いたします。まさか一国の王女に侍じ女じよが付いてくるのを拒こばまれることはないでしょうし」


「……分かった」


　彼女の性格は知っている。来るなと言っても来るだろうし、フィリップが彼女を害する必要もないだろう。


　そして、二人並んでフィリップの前に立つ。


「従おう、フィリップ。だが、ガルムスやトゥールスレン城砦にもう用はないはずだ。彼らには手を出さないと誓え」


　フィリップは満足げに微び笑しようを浮かべると、恭うやうやしく礼をした。


「結構です、城砦を落とすのも難しくないとはいえ、今は道草にあまり時間を取られたくはありませんからな。殿でん下かの御ぎよ意いさえ得られるのであれば問題はありません、至急この場を去り、城砦の包ほう囲い網もうを解いて王都へ帰き還かんするといたしましょう。さあ、クラウディアさま、こちらへ。馬車を用意しておりますので。もちろんシオーネもご一いつ緒しよに」


「……用よう意い周しゆう到とうなことだな」


　皮肉をこめて呟つぶやく。


　フィリップの先導に従い、森の奥へと向かう。


「クラウディアさま！」


　ベアトリスの声に、一度だけ振り返る。


　ガルムス、ベアトリス、ゴーランの三人が、不安げな顔を並べていた。


「おまえたちは主のもとへ戻れ！　それぞれにやるべきことがあるはずだ！」


　これまで世話になったことの礼の一つも言いたかったが、今はそれだけしか言うことができない。フィリップが変な気を起こす前に、この場を去らねばならなかった。


　案内された馬車に、シオーネと共に乗り込む。まるでこうなることが分かっていたかのような、天てん蓋がい付きの豪ごう華かな馬車だった。


「一体どうしてしまったんでしょう、フィリップ将軍は。わたし、あの方に名前を覚えられるほど面識はなかったように思うんですけど……」


「わたしにも分からぬ。今はとにかく様子を見るしかあるまい」


　フィリップは明らかに以前とは雰囲気が異なっていた。


　なぜボルネリア軍に対し、これほどの強きよう硬こう姿勢が取れるようになったのか。なぜ秘密の通路の存在を知っていたのか。そして、なぜ自分たちがここへ来ることが分かっていたかのように網あみを張っていたのか。


　疑問は尽つきず、答えは出そうになかった。


　いずれにせよ、このまま王国軍のもとへ行けば兄やそしてアレスと出会えるかもしれないのだ。それまでの辛しん抱ぼうだった。
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　クラウディアたちは夜の闇に紛まぎれてひっそりと王国軍陣地へと戻った。


「さて、殿下」


　クラウディアたちが馬車から降りるのを手をさしのべて手伝うと、フィリップは言った。


「私に何か言いたいことがあるかと存じますが」


「当然だ。ボルネリア軍と我が王国軍との友好を損なうかのような此度の所業、とても見み逃のがすことはできぬ」


「お気持ちはよく分かります。私とて説明したい話はたくさんあるのですが、今はまだそのときではありませぬ。それに私も今は将軍の身、やるべき雑務がたくさんありましてな。王都へ戻った暁あかつきには、いくらでも二人で話をする機会も生じましょう。今はご容よう赦しやを」


　おまえと二人で話などしたくない──という言葉をぐっと呑のみ込む。


「そうか、残念だな」


「ええ、私もです。ですが今しばらくのご辛抱ですゆえ」


　フィリップは腰こしを折って頭を下げたが、とても誠意は感じられなかった。


「せめて王都までの帰き途とは不自由させません。後のことは彼に任せておりますゆえ、要望があれば何なりと申しつけください」


　クラウディアの前に現れたのは、意外な人物だった。


「王女殿下。よくご無事でお戻りになられましたな。王都までの帰路、王女殿下の身の回りのお世話は私にお任せください」


　目の前で膝ひざを突つく老騎き士しに、驚きを隠かくせなかった。


「おまえもこの件に関わっていたのか……」


　ベルフェルド副将軍であった。信しん頼らいに値する忠実にして堅けん実じつな武人だ。


「では、私はこれにて」


　一礼して去るフィリップを、黙って見送る。


　そして、フィリップが去ったのを確認すると、次にベルフェルドをにらみつける。


「見損なったぞ、ベルフェルド。我が王家はおまえを信頼していた。だからこそ長年副将の地位を任せたのだ。仮にも我らとボルネリア軍は盟約を結んだ立場にあるはず。にもかかわらず、武力をもって半ば強引にわたしの身を連れ出すがごときフィリップの暴挙を許すとは、それが国益に繫つながると本気で思っているのか！」


「申し訳ありませぬ。確かにフィリップ将軍の取った策はいささか強引であったかもしれませぬ。ですが、現時点ではもっとも効率のよい策であると私も判断したのです。とにかく今はクラウディアさまの完全な安全を確保し、さらに至急国王陛下のもとに戻ってもらわなければならなくなったのです」


　クラウディアは鼻白んだ。


「どういう意味だ？　一体何の話をしているのだ、ベルフェルド」


「フィリップ将軍が申しましたように、今は明かせぬのです。しかし私が祖国に捧ささげてきた忠義にかけて、必要なことなのです。どうかご理解を」


　クラウディアはため息を吐ついた。


「……分かった。フィリップのやりようは好かぬが、長年仕えてきたおまえがそこまで言うならば、顔を立ててやろう。だが、これ以上無む駄だな血は決して流させるな。トゥールスレン城砦を含ふくめ、誰だれ一ひと人り犠ぎ牲せいが出ることは許さぬ。もしフィリップが軽挙に出れば、全身全ぜん霊れいをもっておまえが制止せよ。よいな」


「御意に。お約束いたします」


「それから、兄上に会いたい。アレスにもな。一体どこにいるのだ？」


　ベルフェルドは、眉ひとつ動かさず答えた。


「……ハインツ王太子殿下はこの場にはおられません。アレス卿きようについても、同様です」


　それはほぼクラウディアの予想通りの回答だった。


「そうか。やはり兄上たちのあずかり知らぬことであったか……。分かった、王都へ向かうならそうしてもらおう。今は話せぬとあっても、父上の前でなら話せるのであろう？」


「御意にございます」


「よかろう。そのときはベルフェルド、おまえの武人としての名めい誉よにかけて、納得のいく説明をしてもらうぞ」


「ははっ」


　クラウディアとしてはそれなりに脅おどしをかけたつもりだったが、それでもベルフェルドの態度には何の変化もない。これほどまでに頑かたくなな態度を取るということは、一連の行動を起こさなければならないよほどの理由があったと解かい釈しやくすることもできる。一体何事が生じたというのか。


　いずれにせよ、現時点ではあまりに状じよう況きようの変化が早過ぎ、そして得られる情報も少な過ぎた。クラウディアとしては、一時的に白旗を揚あげるしかなかったのである。





　そして翌日。


　フィリップは約束通りトゥールスレン城じよう砦さいの包囲網を解くよう命じ、王国軍はまるで何事もなかったかのように王都への帰還の途とについたのである。
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　このころダルム城砦に駐ちゆう留りゆうしていたジェレイドが、病びよう床しようの身であったことは公になっていない。


「こんなことなら、もっと軽い病気をばら撒まくべきでしたね……」


　原因はこのダルム城砦に蔓まん延えんさせた病である。流した毒の量は多くなく、水の方は安全になっていたのだが、城砦内に残っていた病人たちからの感染は防げなかったらしい。


　因果応報とはまさしくこのことを言うのだろう。生来体力が不足がちだったジェレイドは病びよう魔まから逃のがれられず、二日の間嘔おう吐とと高熱と腹痛に悩なやまされ、三日目にしてようやく症しよう状じようが改善したのだった。


　そんなジェレイドのもとに、風の精せい霊れいを使った〈風の報せ〉により、ある報告が届くこととなる。マシューよりベッドの上でその内容を聞いたジェレイドは、驚おどろきを隠せなかった。


「トゥールスレン城砦から、王女殿下の身み柄がらを奪だつ還かんされた？　そんな！　では城砦は!?」


　王国軍の勢力下のただ中にあるトゥールスレン城砦が無事でいるのは、城砦内にクラウディア王女の身柄があることが大きい。その彼女を奪還されたとあれば、城砦も無事ではすまないだろう。


「ああ。それがどうやら、城砦の方は無事らしい。王国軍は王女と一緒にとっとと王都へ帰っていったってよ」


「……はあ？　さっぱり状況が分かりませんね。あの鉄てつ壁ぺきの城砦から、王女だけが連れ出されたというんですか？」


「そういうことらしい。何せ〈風の報せ〉って奴やつは伝えられることが限られてるらしいからな、分かったのはそれだけだ。で、どうする？　守備隊長のバーグラムが、指示を求めてるぜ？」


　どうするも何も、情報が少なすぎて判断のしようがなかった。


　確かに王国軍からすれば、国の象しよう徴ちようたる王女の身柄を旧反乱軍たるボルネリア軍に奪うばわれたままでは体面が悪い。多少強引な手を使ってでも奪還しにくることは充じゆう分ぶん考えられる。しかし、王国軍とボルネリア軍の間では協定ができていたではないか。何より、トゥールスレン城砦に王女がいたのは王女自身の意思なのだ。


　にもかかわらず、何の事前通告もなく突とつ然ぜんのこの事態である。王国軍にはあの温厚なハインツ王太子もいるというのに、一体なぜこうなったのか。大体、あの鉄壁の城砦から、どうやって王女の身柄のみを奪還したというのか。


「とにかく、現状では動くに動けません。バーグラムにはできるだけ早く情報をまとめて報告するようにと伝えてください。それから、今後状況がどう転ぶか分かりませんからね、守りを固めるようにとも伝えてください。これはトゥールスレン城砦と、それからボルネリア領にも伝えなければなりません」


「ああ、分かった」


　マシューが去ると、あらためてジェレイドは考え込んだ。


　大事な駒こまであるクラウディアが失われたというのだ。これを機に、王国軍とボルネリア軍の関係がどう転ぶか分かったものではない。


　この分だと、近いうちにまた重大な決断を迫せまられる場面も出てくるだろう。北との戦も終わってようやく治まりつつあった胃痛が、また再発しそうだった。





　もっとも。


　この後、クラウディアが奪われたことなど比べ物にならぬほどの大事件が起こることを、もちろん神ならぬ身のジェレイドはまだ知らない。
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　王国軍にクラウディア王女が合流したことは時を置いて公表され、王国の完全なる勝利に兵士たちはあらためて歓かん声せいを上げた。もっとも、クラウディアはもちろんハインツもここ最近決して兵士たちの前に姿を現すことがなく、少々の猜さい疑ぎを買うことともなったのだが。


　しかし兵士たちは王族のことよりも間もなく故郷へ帰れることや、家族や愛する人たちと再会できることへの期待の方が大きく、表向き問題になることはなかったのである。


「一つ、折り入って相談がある」


　王国軍が王都まであと四日ほどのところまで近づいたときのことである。


　その日、小休止の折にベルフェルド副将のもとへやってきたのはフィリップだった。


「あらたまってどうなされましたか？」


「実は、先ほど我が故郷より早馬が来てな。どうも父が危き篤とくらしい」


「なんと!?　それは……なんと申し上げてよいやら」


　フィリップの父と言えば、かの大貴族ディルヴィレン侯こう爵しやくである。それが危篤となれば、王太子の死亡に続く大事件だ。


「凶きよう事じは重なるということですかな。しかし、どうしてまた突然。ディルヴィレン侯こうは壮そう健けんな方と伺うかがっておりましたが」


「壮健というよりは豪ごう快かいというべきだろうな。もういい歳だというのに、酒好き女好きの大食漢だった。いつかこうなると皆みな心配していたほどだったのだが……そこでベルフェルド、頼たのみたいことがある。こんな状況で申し訳ないとは思うが、ここから私一人で馬を飛ばせば一日で我が故郷だ。しばらく王女殿でん下かと軍を頼めないか？」


「お父上との生来の別れとなるかもしれないのです、何もご遠えん慮りよなさることはありますまい。あとのことは私に任せて、急ぎ父君のもとへお戻もどりください。ただ、やはり国王陛下に事の次第を報告する際には、私だけでは……」


「分かっている。三日だ、三日後には必ず合流する」


「承知しました。では後はお任せください」


　こうしてフィリップは手勢も連れず、秘密裏に単身軍を離はなれることとなった。


　この後、指揮を引ひき継ついだベルフェルドは、一つの疑問を抱いだくこととなる。危機の過ぎ去った国の軍隊と言えど、毎日早馬の一頭や二頭やってくるのは確かだ。しかし、ディルヴィレン侯爵領からやってきた早馬の記録については、ついに見つけることができなかったのだ。


　ただ、フィリップ個人に私信を伝えに来た使者とあれば、記録に残っていなくても不思議ではない。何より、自分の父が危篤であるなどとフィリップが噓うそをつく理由などどこにもないだろう。


　結局ベルフェルドは、この小さな違い和わ感かんをすぐに記き憶おくの底に沈しずめてしまうのだった。





　　　　　２





　ディルヴィレン侯爵家は、初代国王ベルセルム一世が国土を統一する前から、隠いん然ぜんたる勢力を有していた豪族である。


　彼らはベルセルム一世の抜ぬきん出でた王者としての器を見み抜ぬき、その国家統一に進んで協力することで、戦乱の世を生いき抜き、なおその上に自らの勢力を強大なものとすることに成功したのである。


　その名が大きく世に知られることとなったのは、今からおよそ三十年前、王国暦れき五十年ごろより始まった〈流血の御み代よ〉においてである。


　武を好み、血族を病的なまでに嫌きらったベルセルム三世の御代において、国は大きく乱れ、王の血族──すなわち公こう爵しやくの位を持つ貴族はことごとく死に絶えるに至った。


　やがてベルセルム三世は病死、〈流血の御代〉は終わった。その際、新たに王となったのが先代ベルセルム二世の妾しよう腹ふくの子であったのだが、彼を〈流血の御代〉の荒あら波なみから守り抜いたのが先代の──フィリップからすれば祖父にあたる──ディルヴィレン侯爵だったのだ。


　こうしてディルヴィレン侯爵家の後押しで即そく位いしたベルセルム四世であったが、国の柱となっていた公爵家はすべて滅ほろび、連年の戦のせいで財政も火の車で国は乱れに乱れていた。


　その王国の再建に協力したのも、ディルヴィレン侯である。貴族の中でもっとも大きな力を持つこととなった彼は、他の貴族たちをまとめあげ、国王の施し政せいに積極的に協力した。それは彼のファノヴァールの騎き士しにすら成し得なかった多大な功績である。


　なおその上に、ディルヴィレン侯爵は立てた功績に見合う恩賞を決して求めなかった。これが王国の財政改善に大きく寄き与よすることとなり、国王はもちろん、あらゆる人々がその無む欲よくさを称しよう賛さんした。


　もっとも、それは表向きの話である。その裏でディルヴィレン侯は〈諸しよ侯こう連盟〉という貴族の力を結集した組織を作り、自らその盟主に就任、表向き国王からは何ら報ほう賞しようを受け取らず貸しを作る一方で、貴族の持つ特権を拡大させることに成功、結果として莫ばく大だいな利益を得たのである。


　それから三十年の時が流れた。ディルヴィレン侯爵家当主は代だい替がわりし、フィリップの父がその座を継いだ。欲よく望ぼうと野望に彩いろどられた知略と共に。


　その才はフィリップにも十二分に引き継がれていた。そして、パンドラという強力な力を得たフィリップは、いよいよその才能を開花させていくこととなるのである。
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　ルノーブル侯爵は、〈諸侯連盟〉の副盟主という地位にある。


　年ねん齢れいは四十代後半で、多くの貴族の例にもれず、恰かつ幅ぷくは良い方だった。侯爵という高い地位に長年あり続ければ性格は高こう慢まんなものになりがちだが、彼の場合は逆に温和で知られており、その丸い瞳ひとみやふっくらとした顔つきからも覇は気きや野望といったものは感じられなかった。


　それには理由があった。侯爵という地位に在れば、酒も食べ物も何一つ不自由することはない。ルノーブル侯は、今以上の高い地位を望まず、妙みような野心を抱くことさえなかった結果、すべてに満足してすべてが許容できるようになってしまったのである。


　他方、〈諸侯連盟〉盟主ディルヴィレン侯は野心旺おう盛せいの一語で知られている。最近では手練手管を駆く使しして自分の息むす子こを王国軍の将軍に据すえてしまったほどだ。ルノーブル侯が他の貴族から推すい薦せんを受けて副盟主になったのは、その大きすぎるディルヴィレン侯の野心への制動役を期待されたためでもあった。もっとも、その期待は見事に空から振ぶりし、ルノーブル侯がディルヴィレン侯に積極的な提言をすることはほとんどなかったのだが。


　この日、ディルヴィレン家の邸てい宅たくにて行われていた宴えん会かいの席でも、もちろんその態度は変わらなかった。


「いやはや、さすがはディルヴィレン侯のご子息フィリップどの！　まさかあの北の大軍勢をこうも簡単に追い返すとは！」


　高級なぶどう酒を飲み干しながら、陽気にルノーブル侯は言った。聞き方によっては追従にも聞こえただろうが、ルノーブル本人にそのつもりはなく、本心から友人の息子の大功を祝っただけである。


「なんのなんの、これも貴公らの協力があったからこそだ。今後もどうか我が不ふ肖しようの息子を末長く見守ってやってもらいたい」


　反対に、ディルヴィレン侯の言葉は表面上礼れい儀ぎ正ただしかったが、その態度は不ふ遜そんそのもので、周囲の他の貴族たちは、追従の笑みを浮うかべつつも辟へき易えきしている様子だった。


　ルノーブル侯もそのことを感じてはいたが、だからといってディルヴィレン侯に注意を喚かん起きするつもりにはなれない。息子が将軍になっただけでも大出世だというのに、その息子が憎にくき北の軍勢を追い返し、大勝利を飾かざったとあれば、親としては鼻も高くなるというものである。今日ぐらい、大目に見てやってもいいではないか──ルノーブルとしてはそう思うのだ。


「そういえば、前にも話しましたがうちの三番目の娘むすめがそろそろいい歳でしてな。もしよければ、フィリップどのとの縁えん談だんをもう少し具体的に進めてみませんかな？」


「おお、そういえばそのような話もあったな。ルノーブル侯のご息女とあれば不足はない、フィリップが帰ったら本人に聞いてみるとしよう」


　そんな会話を交わしつつ、酒が入ったせいか段々と宴えんはたけなわとなっていった。裏でなんと陰口を叩かれようが、ディルヴィレン侯爵家はベールセール王国においては三指──いや、一指と言っても過言ではない力を持つ大貴族である。その大貴族に取り入りたいと思っている貴族は少なくはないようで、ディルヴィレン侯の周囲には常に人の存在があり、おべっかと追従を散々に浴びせられているディルヴィレン侯は、終始満足そうでさえあった。


「侯爵さま」


　召めし使つかいの一人が、ディルヴィレン侯に近づき小声で言ったのはそんなときであった。


「ん？　どうした？」


「それが……フィリップさまがお帰りになられました」


「なんと!?」


　思ってもみなかった報告に、ディルヴィレン侯はもちろん誰だれもが驚おどろきを隠かくせなかった。フィリップは北との戦いを終えたばかりのはずであり、今も軍勢を率いて王都へ向かっているはずである。この侯爵領は王都に近く、寄り道できない距きよ離りではないが、それでも軍務の最中とあっては容易に立ち寄ることなどできないだろう。


　しかし、召使いがわざわざ噓の報告をする必要もない。間もなく宴会の場に入ってきたのは、見み間ま違ちがいようもなく甲かつ冑ちゆうを着込んだフィリップ将軍であった。


　──あ、あれがあのフィリップどのか……？


　ルノーブル侯は内心で驚きを隠せなかった。いや、自分だけではなく他の貴族たちも同様のようだった。


　以前のフィリップといえば、世の中は自分を中心に動いていると言いたげな、父親そっくりの不遜な若者だった。


　しかし今のフィリップは──なんといえばいいのだろう、態度そのものに変化はないのだが、目つきや動作一つをとっても以前にはない凄すごみが加わっているのだ。かつては綺き麗れいなだけだった甲冑もすっかり傷だらけになっている。よほどの激戦を戦い抜いてきたのだろう。それが彼の何かを変えてしまったのかもしれない。


　もう一つ奇き妙みようなことがあった。フィリップは左手に袋ふくろを持っていたのだ。西すい瓜かでも入っているのか、大きな丸い膨ふくらみをしている。


「よ、よく戻ってきたな、フィリップ！　てっきり王都で会うことになると思っていたが」


　息子のあまりの変化に父ディルヴィレン侯こうも戸と惑まどいを隠せないのか、その満面の笑みはどこか引きつっているようにも見えた。


「は。実は父上に是ぜ非ひともお願いしたいことがありまして、時間を作って参りました」


「そうかそうか。なんだ、その願いとやらは？　遠慮するな、おまえは我が家名を見事世に知らしめてきたのだからな、なんでも叶かなえてやるぞ」


「ありがとうございます。それでは父上──」


　次の瞬しゆん間かん、ディルヴィレン侯の愉ゆ快かいな笑みは一変することとなる。


「ディルヴィレン家当主の座を、私にお譲ゆずり頂きたいのです」


「な……なんだと!?」


　ディルヴィレン侯の顔が、驚きよう愕がくに歪む。


「どういうことだ、一体何を言い出すのだフィリップ！」


「おや、ご理解頂けませんか？　私は十分な武名を立てました。今の私になら、ディルヴィレン家当主の座を受うけ継つぐに充じゆう分ぶんな資格があるはず。父上ももう歳です、隠いん居きよするにはちょうどいい頃ころ合あいでしょう」


　場の空気は一変していた。


　ディルヴィレン侯こう爵しやくが早々に隠居するような性格ではないことは、誰もが知っていた。そのような要求を出され、黙だまっていられるわけがない。


「たわけたことを申すな！」


　ディルヴィレン侯爵の烈れつ火かのごとき怒ど声せいが響ひびき渡わたった。


「私に隠居しろだと!?　何を馬ば鹿かなことを！　私はまだ五十だぞ、あと二十年は現役でいてやるわ！」


　屋や敷しき内に響き渡ったその声量に、思わず周囲の貴族たちはたじろいだ。しかし、フィリップだけはみじろぎもしない。


　そんなフィリップに何か薄うす気き味み悪わるいものを感じたのか、ディルヴィレン侯はわずかに声量を抑おさえて続けた。


「そもそも、次の当主は長男のベイリアルと決めておる。内ではベイリアルが我が侯爵家の威い勢せいを強め、外では次男のおまえが武人として名を高めるのだ。それによって我が侯爵家は百年の安あん泰たいを得られる、よく覚えておけ」


「お言葉ですが、それは不可能なのです、父上」


「な、何？　不可能とはどういうことだ」


「なぜなら──」


　ここでフィリップは、左手に提げていた丸い何かが入った袋を開け、その中身を無造作に床ゆかに転ばした。


「こ、これは！」


　フィリップを除く、その場に集っていた全員が息を呑のんだ。


「あああアアア──────────!?」


　狂くるったとしか思えないようなディルヴィレン侯の絶ぜつ叫きようが響き渡る。


　それは人として、いや、親として当然の反応であったというべきだろう。もしルノーブル侯がディルヴィレン侯の立場にあったならば、まったく同じような狂った絶叫を上げたに違ちがいない。





　地面に転がったそれは──ディルヴィレン侯の長男ベイリアルの血まみれの首だったのだから。





「あああああベイリアル！　なぜだ、なぜだフィリップ、なぜ実の兄にこのような鬼き畜ちくにもおとる所業を……！」


　ディルヴィレン侯は頭だけとなってしまった長男を抱だき上げ、泣なき喚わめいた。


　そんな父と兄を、フィリップは氷のように冷たい目で見下ろす。


「父上。これであなたの後こう継けい者しやは私一人のみとなりました。もう一度言います、どうか隠居なさってください。ディルヴィレン家当主の座は、私にこそ相ふさ応わしいのです」


「ふざけるな！　誰が貴様など後継者とするものか！　もうおまえなど我が子でもない、そこへなおれ、私の手で引導を渡してくれる！　誰か剣けんを持て！」


　父の怒いかりを目の当たりにしても、なおフィリップは動じなかった。まるでこのような反応があることを見み透すかしていたかのように。


「やれやれ。父上も老いましたな。人の器や時勢の機き微びが見み抜ぬけぬとあっては、もはやディルヴィレン侯爵を名乗る資格などありますまい。ですが、ご心配には及およびませぬ──」


　次にフィリップが取った行動に、再び人々は瞠どう目もくした。


「あ──あがっ……」


　フィリップは瞬しゆん時じに抜ぬいた剣で、ディルヴィレン侯の心臓を貫つらぬいたのである。


「後のことは私が引ひき継ぎましょう。ディルヴィレン家の名は、私が大陸全土にまで広めてご覧に入れます。父上はただ静かに傍ぼう観かんしておられればよい。冥めい府ふからな！」


　ディルヴィレン侯の顔が驚愕と恐きよう怖ふに歪ゆがんでいる。何か言おうとしたのか、その口が大きく開いた。


　だが、心の臓を貫かれれば人に生きる術はない。間もなく、ディルヴィレン侯の体は崩くずれ落ちた。


「さて──お集まりの諸しよ侯こうの皆みな様さま方」


　フィリップは剣を収めると、何事もなかったかのように、そしていっそ寒気を覚えるほど慇いん懃ぎんに語りだした。


「不ふ慮りよの病により、父上はたった今亡くなりました。そこで父の死を共に看取って頂いた皆様方に、二つのことを要求したい」


　自ら父に手をかけておきながら、なおその上に要求とは何事か。


　誰もがそう思ったに違いない。しかしフィリップのあまりに異様な雰ふん囲い気きに気圧され、誰も口を挟はさむことはできなかった。


「一つ。ディルヴィレン侯爵家は唯ゆい一いつの跡あと取とりとなった私が継ぐが、それには国王の承認がなければなりませぬ。ゆえに、皆様方には後見人となって頂き、私の後押しをして頂きたい。そしてもう一つ。〈諸侯連盟〉盟主の座は、引き続きディルヴィレン家当主が引き継ぐことを承認して頂きたい」


「な、何をたわけたことを言っておるのだ！」


　居並ぶ貴族の一人が声を上げた。


　フロレス伯はくだ。〈諸侯連盟〉の中でも一際正義感に厚い貴族である。


「実の兄を殺し、父をも殺すような輩やからを盟主と仰あおぐことなどできるか！　まずその不ふ浄じようの剣を捨てられよ！　家か督とくの相続など有り得ぬ、その前に家族殺しの罪を償つぐなうがよい！」


　それは極めて真っ当な要求だった。


　だが、だからこそ傍はたで聞いていたルノーブル侯は恐怖を覚えた。今のフィリップが欲ほつしているのが、そのような道理であるとは到とう底てい思えなかったからだ。


「なるほど、実に正しい」


　フィリップは笑った。まるでこの世のすべてを嘲ちよう笑しようするような笑みだ。一体いつからあんな笑い方ができるようになったのか。


「だが、私の要求は先ほど述べた二つだけだ。説教の類を要求した覚えはない」


「……その態度、不ふ遜そんに過ぎる。ならば力ずくでも悔くい改あらためさせるのみだ。フービエ！」


　フロレス伯が声を上げた。間もなく、彼の配下の騎き士しであろう屈くつ強きような男たちが三人ほど入ってくる。彼らは宴えん会かい場の惨さん状じようを見てまず目を丸くした。


「こ、これは一体……!?」


「フービエ卿きよう、フィリップが乱心して実の父に手をかけた！　取り押さえよ！」


「は、ははっ！」


　騎士たちは狼ろう狽ばいをどうにか押おし隠すと、フィリップを取り囲み始めた。


「フィリップどの。どうか神しん妙みようにして頂きたい」


　屈強な騎士たちに周囲を囲まれたのだ。常識的に考えれば、フィリップに勝ち目はない。


　しかし、フィリップに動どう揺ようはなかった。それどころか、せせら笑ってみせるほどの余よ裕ゆうさえ見せる。


「出来れば他家に忠誠を誓ちかう騎士とはまだ戦いたくはないのだがな。しかしもう少し現実を見ねば従う気になれぬのだろう？　ならば──相手をしてやろう」


　だが、フィリップは口に出した言葉とは正反対の行動を取った。剣を収めたのである。


「さあ、かかってくるがいい。貴様らなど我が右みぎ腕うで一本で充分だ」


　黒い籠こ手てに包まれた右腕を軽く掲かかげる。


「あまり我らを……なめられますな！」


　怒りに駆かられた騎士の一人が、フィリップを組くみ伏ふせようと飛び掛かかる。


　だがフィリップは、その騎士の顔を無造作に摑つかむと、軽々と持ち上げた。


　居並ぶ人々は息を呑んだ。フィリップは武人としては線の細い方である。そのフィリップが、右手一本で巨きよ漢かんの騎士を持ち上げたのだ。


「ふん」


　無造作にその右手が振ふるわれる。騎士の体は、派手な音を立てテーブルと激げき突とつした。


「き、貴様！」


　もう一人の騎士が、右の拳こぶしをフィリップの顔に叩たたきつけようとする。鉄の籠手を着けた、文字通りの鉄てつ拳けんだ、常人がその一いち撃げきを受ければ顔を砕くだかれかねない。


　しかし、フィリップはその拳を自身の左手で簡単に受け止めて見せた。


「何!?」


「私に手を上げたのだ、報いを受ける覚かく悟ごは出来ているのだろうな。少し痛いぞ」


　無造作にフィリップが告げたその直後。


　何かが握りつぶされるような鈍にぶい音がした。


「うああああああ！」


　騎士が血まみれになった拳を抱かかえてのたうち回る。


「け、卿は……本当にあのフィリップ卿か!?」


　最後に残った騎士──フービエ卿が目を剝く。


「何だ？　私が私以外の何かにでも見えるというのか？　それより、かかってくるなら早くしろ。私が素手だからと遠えん慮りよすることはない、その腰こしの剣は飾かざり物ものではなかろう？」


「く……。い、いかがいたしましょう？」


　フービエ卿は主たるフロレス伯の表情を窺うかがった。深刻な顔をしたフロレス伯が、「構わん、やれ」と小さく頷うなずいて返す。


　それを合図に、フービエ卿は剣を抜いた。


「……お覚悟を！」


　大きく振りかぶった剣を、フィリップに叩きつける。


　勢い、威い力りよくともに充分備わった剣だ。フィリップは甲かつ冑ちゆうごと叩き切られるに違いないと、誰だれもがそう思った。


　だが、次の瞬しゆん間かん、再び誰もが自身の予想を裏切られた。


　フィリップは、その漆しつ黒こくの籠手で、剣を受け止めていたのである。それだけではない。


「はあっ！」


　およそ聞いたことのない低い音が響いた。


「ば、馬ば鹿かな……」


　フービエ卿の持つ剣が、へし折れていた。


「修行をやり直すのだな。この程度では我が籠手には傷ひとつ付つかぬぞ」


「…………」


　ルノーブルは、本能的に察した。


　自分の知るフィリップは、もうこの世にはいないのではないかと。ここにいるのは、フィリップの皮を被かぶった悪あつ鬼き妖よう魔まの類ではないか──と。


　フィリップが以前からあの黒い籠手を着けていたことは、ルノーブルも知っている。以前ならそれをただの酔すい狂きようだと笑うこともできたが、今日の常じよう軌きを逸いつしたフィリップを見ていると、あの右腕は悪あく魔まと契けい約やくを交わした証なのではないかと思ってしまうほどだった。


「……ふう」


　ルノーブル侯こうは腹を据すえた。


　もし今日目の前で起こった信じられない出来事が、フィリップがただ乱心して起こしたものであれば、絶対に〈諸侯連盟〉の盟主にすることなど認められなかっただろう。


　だが問題は──ルノーブル侯が見る限り、フィリップは至極冷静だということである。常識的に考えれば、実の父を殺すという行こう為いは、狂っているとしか思えない。だがフィリップは違う。すべて計算ずくで、必要があって家族を手にかけたとしか思えないのだ。


　その事実が何より恐おそろしい。ディルヴィレン侯とその長男が死ねば、フィリップは強大な権力と財力とを手にすることができるというのは紛まぎれもない事実なのだ。しかもフィリップはベールセール軍の将軍でもあり、強力な軍事力の指揮権をも有している。


　それだけではない。今見せつけられたフィリップの武勇もまた凄すさまじいものだった。三人の屈強な騎士をああも簡単に退けるとは。


　ルノーブル侯は強い恐怖を抱いた。


　フィリップは強大すぎる力を得て、何かとてつもないことをやらかそうとしている。とすれば、自分がすべきことは制止や敵対ではない。そんなことをすれば、自分の平へい穏おんな生活が乱されかねないからだ。


　ルノーブル侯は必死に計算した。一体どうすれば、自分はこれまでと同じ衣食住に困ることのない平穏無事な生活を送れるのか。


　答えはすぐに出た。一刻も早くフィリップの支し援えん者となり、勝ち馬に乗るのだ。


「分かりました、フィリップさま。いえ──ディルヴィレン侯こう爵しやく閣下」


　ルノーブルは誰もが驚おどろく行動に出た。


　たとえ爵しやく位いを相続したとしても同格であるはずの相手に、自ら膝ひざを折ったのだ。まるで国王に接するような態度で。


「私は〈諸侯連盟〉の副盟主として、フィリップさまのディルヴィレン侯爵家の相続を後押しし、そして〈諸侯連盟〉盟主の座を引き継つぐことを認めましょう」


「さすがルノーブル侯は物事の道理をよくわきまえておられる。私へのその態度、よく覚えておこう。さて、では──他の者はどうか？」


　フィリップは満足げな笑みを浮うかべると、居並ぶ諸侯を見回した。


　そして、貴族たちはフィリップと目が合った順に、ルノーブルと同じように膝を折りだしたのである。


　この国に、何かが起ころうとしている──。


　これ以後、無数の人が抱いだくことになるその思いを最初に抱いたのは、ルノーブル侯であった。





　　　　　４





　ベールセール王国暦れき八三年第十の月一日。それはベールセール王国の歴史に残る日となる。初めは祝日として。次には忌き日じつとして。


　この日は長い戦争を終え、見事祖国の防衛を果たした王国軍近衛騎士団第三軍が王都へと帰き還かんする日だった。


　第三軍の総兵力は、相次ぐ戦と、そして合流していた貴族の私兵が次々去っていたことからかなり減っていたが、それでも一万を数えた。一万の軍勢は、十万の市民が大だい歓かん声せいを上げる中、大通りを凱がい旋せんし、王城へと向かった。国王ベルセルム四世からも祝い酒が下か賜しされ、王都は年とし越こしの祝賀に勝るとも劣おとらぬ活気に包まれた。


　だがそんな最中、一部の市民たちはある疑問を抱くこととなる。


　聞けば王国軍を率いていたのはあの温和なハインツ王太子殿でん下かであるという。しかし、軍列のどこにもその姿が見えないのはなぜか。あるいは、あの控ひかえめな王太子のことである。表に出ることを嫌きらい、あえて顔を出さなかったのだろうか──と。





　　　　　◆





「クラウディア王女殿下、フィリップ将軍閣下、ご入場ー！」


　衛兵が高らかに叫さけび、クラウディアや近衛騎士団第三軍の主要な幹部たちが玉座の間へと入っていく。


　カルレーン国務大臣以下、国家の重じゆう鎮ちんとそして国王ベルセルム四世の見守る中、フィリップたちが謁えつ見けんの間の中央で膝を突き、クラウディアは進み出て腰を折った。


「ご無ぶ沙さ汰たしております、父上。勝手に出て行ってしまったこと、深く謝罪いたします」


　一国の王女の家出という前代未聞の大事件を引き起こしたのだ。クラウディアのしでかしたことは決して見み逃のがすことはできなかったが、今日は戦勝の祝日であるし、ベルセルム四世からすれば愛まな娘むすめとの久々の再会でもある。その顔には怒ど気きの欠かけ片らさえも見出すことはできなかった。


「もうよい。色々と言いたいこともあるが、結果としておまえの行動は多くの我が民を救うところとなったのだからな。何よりこの祝いの場で、それも皆みんなが見ている前で尻しりを叩くわけにもいくまい。さ、こっちへ来い」


「まあ、父上ったら」


　こうしてクラウディアは、国家の重鎮たちが苦笑する中で、父と数ヶ月ぶりの抱ほう擁ようを交わし、公の場における定位置──国王の座る玉座の右側に立ったのである。


　そしてベルセルム四世は、緩ゆるんだ表情を引き締しめてフィリップたちに言った。


「皆の者、大たい儀ぎであった。よくぞ北の軍勢を打ち破り、我が国土を守ってくれた」


「恐れ入いります。これも閣下のご威い光こうの賜たま物ものでございます」


　フィリップが頭を垂れる。


「世辞などよい。卿らの功績が大であるところ、否定する者は一人とていないであろう。そういえばフィリップ将軍、聞けば貴公の父、ディルヴィレン侯爵はつい先日亡くなったというではないか。すぐにも故郷に帰りたいところであったろうに、軍務を優先させてすまなかったな」


「お気き遣づかいは無用にございます。私は父の子である以前に陛下の将。父を弔とむらう前に優先すべきはまず陛下に勝利のご報告をすることでございますゆえ」


「よく申した。しかし国の危機は去ったのだ、卿も子としての義務を果たすべきであろう。そういえばルノーブル侯爵らからも貴公にディルヴィレン侯爵家を相続させるようにと嘆たん願がんが来ておる。余としても異存はない、父の喪もが明け次第、ディルヴィレン侯を名乗るがよい」


「ありがたきお言葉。父も草くさ葉ばの陰かげで喜んでおりましょう」


　少なくともこのときまでは、国王は終始上じよう機き嫌げんであり、場は朗らかな空気に包まれていた。


　しかし、クラウディア王女や国務大臣カルレーン侯をはじめとした何人かは、違い和わ感かんを抱き始めていた。跪ひざまずく武人たちの様子がどこかおかしいのだ。ここは戦勝報告の場である。武人としてこれほど輝かがやかしい場はないはずであるし、彼らには莫ばく大だいな恩賞も約束されているのだ。


　にもかかわらず、フィリップら軍幹部たちには何ら期待や歓かん喜きといった感情が感じられない。むしろその張はり詰つめた表情は、まるでこれから敗戦の報告でもしようとしているかのようでさえあった。


　そして、彼らの抱いた違和感は正しかった。それは、ベルセルム四世が次のような質問をしたことから始まった。


「ところで、気になっていたのだが我が息むす子こはどこへ行ったのだ？　まああやつも随ずい分ぶんと大それたことをやったのだ、顔を出せぬ理由は分からなくはないがな。今日のところは怒おこらぬゆえ、連れて来てはくれぬか」


　苦笑しながらベルセルム四世は問いかけた。


　だが、返ってきたのは沈ちん黙もくであった。


　王の問いかけに沈黙で答えるなど、本来ありえないことである。


　和やかな戦勝の雰ふん囲い気きが、一変し始めていた。


「どうした、なぜ黙だまる？　そうか、さてはハインツに自分のことは黙っていてくれと口止めでもされておるのだな？　構わぬ、国王として許す。ハインツはどこにいるのだ？」


　ベルセルム四世だけが変わらぬ微び笑しようを浮かべている。いや、あるいは彼も薄うす々うすは雰囲気の変化に気付いており、本能的に察したある可能性を否定したいがために気き丈じように振ふる舞まっていたのかもしれない。


　やがて、フィリップの代わりに進み出たのはベルフェルドである。


「陛下にお伝えせねばならぬことがございます」


　そして、後ろを振ふり返かえる。


　それが合図となって、謁見の間に近衛騎き士しが六人ほど入ってくる。ある物を担いで。


　場に驚きよう愕がくの静かな波が押し寄せていた。六人の騎士が恭うやうやしく担いでいたものが、棺ひつぎだったためである。


「これは……何の余興だ？　何の意図か知らぬが、この祝いの場に棺を持ってくるなど、いささか無ぶ粋すいに過ぎるであろう」


　ベルセルム四世の声が引きつりだしていた。


　そして、ベルフェルドは静かに告げる。





「ハインツ王太子殿下のご遺体を運んで参りました」





　……それから起こった出来事は、記録に残すには余りにも雑然とし過ぎていた。


　まず国務大臣以下、重鎮たちが騒さわぎ立てる中でベルセルム四世は玉座から飛び出し、棺へと駆かけ寄よった。


　そして、「見ない方がよろしいかと」とのベルフェルドの制止を振り切り、棺を開け、数ヶ月ぶりに対面を果たしたのである。ベルフェルドの必死の努力により、死後半月以上が経過したにもかかわらずそれほど腐ふ敗はいしていない、それゆえに見み間ま違ちがいようのない息子ハインツと。


　それからしばらくはベルセルム四世の狂くるったような慟どう哭こくが響ひびき渡わたった。


「なぜだ!?　なぜこんなことに！　ハインツ……ああああああ！」


「父上、お気を確かに！　父上！」


　腰こしを抜ぬかしたようにへたり込み、絶ぜつ叫きようを上げるベルセルム四世を、駆け寄ったクラウディアやカルレーンが支える。


　次にクラウディアもまた棺を覗のぞき込み、息を呑のんだ後、声を震ふるわせながらフィリップたちに問うた。


「残念だが……このご遺体は兄上のものだとしか思えない。一体なぜだ？　おまえたちが付いていながら、なぜこのようなことになったのだ!?」


「恐れながら、申し上げます」


　ベルフェルドは語りだした。事の起こりはディレニア軍を撃げき退たいした日の晩、沸わき返る王国軍陣地でのことだったと。


　ハインツ王太子は用があると護衛に告げ、一人自分の天幕に戻もどった。しかしどれだけ待っても戻らないハインツを心配した護衛たちは、すぐさま天幕に戻り、そして見たのだ。剣けんに貫つらぬかれたハインツの変わり果てた姿と、そこに居合わせたファノヴァール伯はくアレスの姿を。


　玉座の間は、再びどよめきに満たされた。


「噓うそだッ！　アレス卿きようが……ファノヴァール家が、王家に弓を引くわけがない！」


　クラウディアは、父と同じように涙なみだに頰ほおを濡ぬらし、唇くちびるをわななかせながら叫んだ。


「直接的な証しよう拠こは何もありませぬ。しかし王太子殿下の傍そばにアレス卿がいたこと、そして王太子殿下を貫いたのがアレス卿の剣であることは明白なる事実なのです」


「馬ば鹿かな！　そんな馬鹿なことがあるわけない！」


「信じぬ、信じぬぞ……。おお、ハインツ、どうしてこのような姿に……！」


　ベルセルム四世は、子供のように声を上げて嗚お咽えつをこぼし続けた。


　たった一人の息子を亡くしたその悲しみはいかばかりか。クラウディアでさえ、慰なぐさめの言葉が思おもい浮かばないほどだった。


　そして、王城の外ではいよいよ日が地平線の彼か方なたへ沈しずみ、城下街では宴うたげの盛り上がりが最高潮となったちょうどこの頃ころ。


「陛下!?」


「お父さま!?」


　ベルセルム四世は、心労のためか気を失い、倒たおれたのである。
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　その日の謁見はカルレーン侯こうのとりなしにより中止となり、フィリップら軍幹部たちはやんわりと退出を求められた。


「今後、この国はどうなってしまうのでしょうか」


　不安そうに尋たずねてくる幹部の一人に、フィリップは表向き沈ちん痛つうの面持ちで答えた。


「さあな。こうなっては我ら武人にできることはない」


　だが、休息のためにと案内された客室へ入り、一人になった瞬しゆん間かん。


　抑おさえきれず、フィリップの顔に笑みが浮うかんだ。


「くくくっ……。なんと他愛のないことか……」


《ここまでは計画通り、というところか》


　独り言に応えるかのように、天てん井じようをすり抜け、漆しつ黒こくの精せい霊れいが目の前に下りてくる。


「そういうことだ。これで土台は整った。だが問題はここからだ」


《さもあろう。国王も息子を失った悲しみはさぞ大きいだろうが、それだけで王位を他者に譲ゆずりはすまい》


「そこでだ。またおまえの力を借りたい。食事でも水でもなんでもよい、今後国王が口にするものに、誰だれにも知られず近づきたいのだが」


　パンドラの顔に、フィリップに劣おとらぬ邪じや悪あくな笑みが浮かんだ。


《過去、似たようなことをやったこともある。たやすいことだ》
















　第七章　黒王降臨
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　翌日。いかなる天の悪いた戯ずらか、王都ヴァンフィールは一日中黒い雲に覆おおわれていた。


　王太子の死と国王が倒れたという凶きよう報ほうを聞かされた国民たちは、昨日の陽気な雰囲気から一転し、誰もがこの国の将来を案じることしか出来ないでいた。


　国務大臣カルレーン侯こう爵しやくもその一人である。この日、彼は屋や敷しきの私室で、ベアトリスと困こん惑わくした顔を並べていた。


「話は聞いていたが、これほどのことになるとはな……」


「申し訳ございません、まさか王太子殿でん下かが亡くなっていたとは思いませんでした」


　フィリップの様子が以前と大きく異なっている──。トゥールスレン城じよう砦さいより帰き還かんしたベアトリスから、カルレーンもその報告は受け取っていた。


　最初はどう判断してよいか分からなかった。フィリップは結果的にトゥールスレン城砦からクラウディア王女を連れ出すことに成功した。ベアトリスはそのフィリップの余りの豹ひよう変へん振ぶりに何度も注意を喚かん起きしたが、カルレーンからすれば、少なくとも王女を連れ出したこと自体は評価に値するものと思っていた。将として兵を率い、大小の戦や勝敗を経験した結果、フィリップも人間として一ひと皮かわ剝むけたのではないか。そう軽く考えてもいた。


　だが、その裏で王太子が亡くなっていたとなると、すべての状じよう況きように対してある解かい釈しやくができるようになるのだ。


「ハインツ王太子の死にフィリップがかかわっていないというのであれば良い。しかし、現時点での容疑者は、あのアレスだというではないか。多少の状況証しよう拠こがあったとしても、あの男が王族を手にかけるとは思えぬ」


　可能性が皆かい無む、というわけではない。たとえばファノヴァール家と王家にまつわる秘密を知ったというのならば、そしてアレスに隠かくれた野心があったならば、ハインツ殺害の動機にはなりうる。


　しかし、それならば王太子を手にかけた時点でもっと大きな行動に出ているはずなのだ。にもかかわらず、アレスは未だに行ゆく方え不明だという。


「わたしも同感です」とベアトリスも相あい槌づちを打つ。「恐おそらく、アレスはフィリップの策略に嵌はめられたと考える方が妥だ当とうかと」


「だがそうなると厄やつ介かいだ。今度はフィリップの方に、何らかの野心があると見なければならぬのだからな」


　王太子殿下が亡くなった今、次の国王がどうなるか分からない。この状況で兵権を持ち、北の軍勢を退けるという功を上げたフィリップが野心に駆られて大だい胆たんな行動に出るという可能性は充じゆう分ぶんに考えられるのだ。


「そういえば、肝かん心じんの陛下のご様子はどうなのですか？」


「……分からぬ。昨日の一件以来、すっかり寝ね込こんでしまわれた。立ち直るにはかなりの時間がかかるだろう。こうなった以上、王太子の葬そう儀ぎだけでもすべきだが、その話を切り出すこともできそうにない」


「そうですか……。一人息子を亡くしたとあれば無理もありませんが……」


　もっとも、ベルセルム四世自身はやや高こう齢れいではあるものの、持病もなく健康な方なのだ。心さえ立ち直ることができれば、多くの問題は解決できるはずなのだ。


「侯爵さま。そろそろお時間です」


　老執しつ事じが顔を出した。登城する時間である。


「そうか、分かった」


　山積みとなっているこの国の問題を思うと、腰が重くなる。


　せめて、一晩経ったことで陛下の気分も多少改善されていることを願うカルレーンだった。
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　カルレーンの願いは、あっさりと退けられたようだった。


「へ、陛下……」


　ベルセルム四世の寝しん室しつへと足を踏ふみ入れたカルレーンは、思わず言葉を失った。たった一晩で、人とはこれほどにやつれるものなのかと己の目を疑う。


　まず、ベルセルム四世の髪かみの毛けが目に見えて薄うすくなっていた。顔色は青を通とおり越こして白くなっており、まるで死人のようである。


「ん……。カルレーン、か……」


　ベルセルム四世が少しだけ目を開けた。その声も、今まで聞いたことがないほどにか細い。


「お加減はいかがですか、陛下」


「いいわけがなかろう、余はハインツを亡くしたのだぞ……」


「は……」


　その点は確かに同情に値する。しかしベルセルム四世はこの国の王であり、舵かじ取とり役なのだ。次の王が亡くなった今こそ、積極的な行動を取ってもらわねばならないのだ。


　にもかかわらず、次にベルセルム四世が口にした言葉に、カルレーンは思わず絶望さえ抱いだくこととなる。


「カルレーン。言っておく。余は……もう長くないやもしれぬ」


「お、お戯たわむれを……！　今陛下に何かあれば、この国は、いえ、クラウディア王女殿下のことは一体いかがなさるおつもりですか」


「自分の体のことは自分が一番よく分かるというだろう？　余は……もう長くはない。クラウディアのことは確かに心残りだが、強国エディンバラへ嫁とつぐのだ、問題あるまい」


「…………」


　冗じよう談だんではなかった。王太子に続いて王までもが亡くなっては本当にこの国の舵取り役はいなくなってしまう。そうなればこの国が一体どうなるのか、カルレーンにすら想像がつかなかった。


　だが、たった一晩で死人のごとき様相を呈ていしてきた王の姿を見ていると、どこか笑い飛ばせない雰ふん囲い気きがあった。


「この国はまだまだ陛下に導いてもらわねばならぬのです。あのようなことがあったのです、今は身をお休めください。ですが、休んだ後はまた王として立って頂かなければ……」


「無理だ……。余は、もはや王でいる理由が見いだせぬ。余は……血の繫がった親族同士が殺し合う様を見ながら育った。知っているだろう？」


「……は」


　ベルセルム四世は、先々代の王ベルセルム二世の妾しよう腹ふくの子であった。そして、彼の腹はら違ちがいの兄、すなわちベルセルム三世は〈流血の御み代よ〉を引き起こし、血族を皆みな殺ごろしにしたのである。


「余は唯ゆい一いつ生き残った王族として今の地位に就いた。乱れた国を立て直すには、余の存在が必要だと貴族たちに推される形でな……。しかし貴族たちはそれを恩に着せて無理難題を押しつけ、未だにまとまりもせぬ。余は疲つかれた。それでも王であり続けたのは、ひとえにハインツのためだった」


　ここでベルセルム四世の言葉は中断された。激しく咳せき込んだためである。


　慌あわてて侍じ医いがやってきて、薬湯を飲ませる。


　しかし効果があったようには見えず、咳は止まらなかった。


「もうよい、このようなもの効かぬわ……」


　半ば追い出す形で侍医を下がらせる。


「ハインツは余にはできた息むす子こだ。後にハインツが王となったとき、少しでも楽にできるようにと、余は王としてどうにか在り続けてきた。だが……今やそのハインツがいなくなってしまったのだ……」


　再びベルセルム四世は咳き込んだ。死人のような顔をして涙なみだを流しながら咳き込み続けるその様からは、とても生気というものが感じられない。


「妻が亡くなったとき、ハインツの成長だけが余の楽しみであった。もう、すべてがどうでもよい……。カルレーン、後は……おまえに、任せる……」


「……私などに一国の舵取り役など務まりませぬ。いえ、今は甘んじてお引き受けしましょう。ですが、どうかいつかまた国民の上にお立ちください」


「…………」


　返事はなかった。今になって薬が効いたのか、あるいは疲れ果てたのか、ベルセルム四世は眠ねむっていた。


　今は起きているより眠っている方がいいのかもしれない。それ以上何も言えず、カルレーンは黙だまって部屋を後にした。





　しかしこの後もベルセルム四世の症しよう状じようが改善することはなく、この二日後の朝、登城しようとしていたカルレーン侯こうのもとに凶報を携たずさえた使者がやってくることとなる。
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　第十の月四日。王都の天気は相変わらずすぐれなかった。特にこの日は朝から大雨が降り、なおその上に雷らい鳴めいが鳴なり響ひびき、人々は余りに不ふ吉きつな空模様を見て、未だ倒たおれたままだという国王の身を案じずにはいられなかった。


　この日、カルレーンはいつものように登城の準備をしていた。そんな折、王城から使者がやってきたと老執事が告げたのである。


「何かあったのか？」


　微かすかな悪い予感に駆かられながら、カルレーンは問うた。


「どうか落ち着いてお聞きください」


　使者は神しん妙みような顔でそう前置きすると、ついに告げたのである。





「今朝未明、国王陛下がお亡くなりになられました」





「なん……だと……!?」


　このとき、まるでカルレーンが受けた衝しよう撃げきを物語るかのように、落らく雷らいの轟ごう音おんが王都に轟とどろいた。


　頭が真っ白になるのを感じる。実際、カルレーンはこのとき顔までもが蒼そう白はくになっていた。


　せめて冗談であって欲しかった。悪ふざけにもほどがあるが、今すぐ冗談だと白状するのならば、許してやってもいいと思った。


　しかし使者はやはり蒼白な顔のまま、発言を訂てい正せいしようとはしなかった。


「ま、まさか……」


　ほんの数日前まで、ベルセルム四世は健康そのものであったのだ。自軍の勝利を聞いて歓かん喜きし、間もなく放ほう蕩とう息子と娘むすめが帰ってくるのをそれは楽しみにしていた。


　にもかかわらず、この数日の激変である。王太子と国王、この二人がいなくなってはこの国は一体どうなるのか。


　慌てて身支度を整え、城へと、王の寝室へと向かう。


　そして、使者の報告が真実だと思い知らされることとなる。


「お父さま……。お父さま、なぜ……なぜなのです！」


　身動き一つしなくなったベルセルム四世の体に、すがりつくようにして泣いているクラウディアの姿が目に飛び込んでくる。


　その周囲では、侍じ女じよや侍医たちがなすすべもなく立ち尽つくしている。


「そんな……」


　カルレーンは説明を求めようと侍医に目を向けた。


　目の合った老ろう齢れいの侍医は、謝罪するように頭を下げた。


「申し訳ありません。手は尽くしたのですが……」


「なぜだ？　陛下はほんの数日前まで健康そのものだったではないか！　それがなぜこの数日で……！」


「分かりませぬ。しかし息子に先立たれた親が、生きる気力を失うことは珍めずらしい話ではありませぬ。そうなるといかなる白魔術をもってしても治ち癒ゆは不可能なのです……」


　眩め暈まいを感じ、カルレーンは壁かべに寄りかかった。


　ベルセルム四世とは二十年もの付き合いがある。その間、山のような問題を共に解決し、国を導いてきた。カルレーンはベルセルム四世に絶対の忠誠を誓ちかっていた。それはベルセルム四世が忠誠に値する名君だったからだ。優ゆう柔じゆう不ふ断だん、決断力不足の謗そしりを受けることはあったが、その要因を作ったのは欲よくに駆られた貴族たちであり、少なくとも彼自身が私し利り私し欲よくに走ったことは一度もないのだ。


　その主が、死んだというのだ。目の前の物言わぬ軀むくろを見ても、とても信じられない。人の命とは、かくも簡単に失われるものなのか。ベルセルム四世の、息子への愛とはそれほどまでに深かったのか。自分は何か選せん択たくを誤ったのだろうか。早く立ち直ってくださいなどと言う前に、何かすべきことがあったのではないか。


　後こう悔かいは無数にあった。しかし、目の前の現実をまず受け入れねばならなかった。自分は国務大臣なのだ。国王が亡くなったとあれば、早々に次の王を立て、国を取りまとめなければならない。カルレーンは父の遺い骸がいにすがりついているクラウディアへと目をやった。


　次代の王。それは彼女、あるいは彼女の夫か子ということになるだろう。そして生き残った唯一の王族が彼女である以上、次の王が即そく位いするまでの間、国の舵取り役は彼女に担ってもらわねばならない。


　だが、カルレーンは同じ過ちを繰くり返かえす気はなかった。ベルセルム四世がこうも突とつ然ぜん急死したのは、ハインツ王太子の死の大きさを察することができず、過度の期待をかけてしまったことに一因があるかもしれないのだ。愛する人を相次いで二人も失ったばかりのクラウディアに、現時点で重責を負わせるわけにはいかない。


　何より──主を失ったカルレーン自身の心の整理も、まだついていなかった。それゆえに、少なくともこのときは黙って王の寝しん室しつを去ることとなる。
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「カルレーン侯。よろしいか」


　寝室を出ると、声をかけてきた者がいた。


　誰だれあろう、フィリップである。


　今はもっとも話したくない相手だ。だが、今のフィリップは一国の将軍である。無視はできなかった。


「……何用かな」


「国の大事について相談したいことがあるのです。どうかこちらへ」


「…………」


　黙ってその後に続く。


　案内されたのは、会議室の一つであった。驚おどろいたことに、その一室には王国の重じゆう鎮ちんたちが揃そろっていた。各大臣のおよそ半分と、それに幾いく人にんかの近衛騎き士し。いずれも名士ばかりだ。


「これほどの重鎮が集まって、一体何を話しておったのだ？」


「皆みんな、国の将来を案じ、今我らが取り得べき策を模も索さくしていたのです。つきましてはカルレーン侯にもお力ちから添ぞえをと思いまして」


「……ほう。興味深いな。この国難に、一体何をしようというのだ？」


「はい──」


　フィリップは堂々と告げた。


「国王亡き今、唯一の王族はクラウディア王女殿でん下かお一人です。しかし我が国に女王の前例はなく、またこの武人の国で女性を王として擁よう立りつすればどんな反発があるか分かりませぬ。こうなった以上は、隣りん国ごくエディンバラに殿下をお輿入れするという話を破は棄きし、国内の有力者とご結けつ婚こんさせ、その夫を国王に迎むかえることこそが国内をまとめるもっとも有効な手段ではないか。我々はそう結論づけたのです」


「…………」


　あながち間ま違ちがった結論とは思えなかった。クラウディアは聡そう明めいでかつ唯一の王族であるが、十三という年ねん齢れいは余りに若く、何より女である。フィリップの言った通り、王として擁立するには反発も大きいだろう。


　ただ、フィリップは肝かん心じんな部分をまだ口にしていない。カルレーンはその答えが分かっていつつも、尋たずねざるを得なかった。


「一つ訊ききたい。では、何人をクラウディアの夫とするのか？」


「該がい当とうする人物はたった一人しかいない。間もなく侯爵の位を受け継ぎ、年は若く、さらに近年北の侵しん略りやくから国土を守るという大功を挙げた人物こそが最適であろう」


「つまり、貴公というわけか」


「その通り。何か問題がおありかな？」


　馬ば脚きやくを現すとは、こういうことを言うのだろう。


　疑ぎ惑わくが再び湧わき起こる。ハインツ王太子の突然の死には、やはりこの男が関わっているのではないかと。


「この場にいるということは、おまえたちもそれを支持しているということか？」


　カルレーンは居並んだ国の重鎮たちを見回した。


　反応は様々だった。


　進んで肯こう定ていする者がいる一方、まるで脅おどされているのではないかと思うほどに陰いん鬱うつな表情で頷うなずく者もいた。だが、少なくとも反対の意見を述べる者はいなかったのである。


　と、このときカルレーンは列席者の一人にとんでもない人物を見つけ、息を呑のむこととなる。


「ドルクス将軍、あなたまでおられるとは……」


　厳しく老練な面構えと、熊くまのごとき巨きよ体たいを持つその男の肩かた書がきは、近衛騎士団第一軍の将軍といった。


　戦歴、名声、人望いずれもフィリップを凌りよう駕がするのだ。そのドルクス将軍が、なぜフィリップの風下になることを許容するというのか。


「こう言ってはなんですが、あなたはフィリップどのが将軍の地位に就任することを快く思っていなかったはず。それがなぜ……」


　ドルクスは、重々しい口調で答えた。


「確かに、最初にこの話を聞いたときはとんでもない戯たわ言ごとだと思いもした。だが……先年、わしの息むす子こが亡くなったことはご存じであろう？」


「……ええ」


　彼の息子は、王都に滞たい在ざいしていたところを、暴漢に襲おそわれ亡くなったのである。もちろん徹てつ底てい的てきな犯人捜しが行われたが、成果は挙がらなかった。


「あのときの犯人は未だ見つかっておらず、わしも息子に申し訳なく思っていた。しかし、フィリップどのがつい先日わしのもとへ連れてきたのだ、犯人どもをな。それでご理解頂けよう、わしはフィリップどのに大きな借りができたし、若いからという理由で実力を軽視していたことが誤りだとも悟さとったのだ」


「……左様ですか」


　あれは四年は前の事件だったはず。その犯人を今になってどうやって見つけたというのか。あるいはそれがフィリップの実力ということなのか。


「カルレーン侯こう」とフィリップは言った。「この場に集った者と、国王に次ぐ実力者である貴公の後押しさえ得られれば、もはや何人たりともこの決定に異論を差さし挟はさむことはできないだろう。早急に国をとりまとめ、新たな争いの種を蒔まかぬためにも、是ぜ非ひ協力して頂きたい」


「…………」


　容易に答えられる問題ではなかった。


　──どうすればよいのだ、私は……。


　国務大臣として考える。


　今のフィリップならば、確かに国王崩御後のこの国を取りまとめることもできるかもしれない。北の軍勢を敗退させた軍略、クラウディア王女をボルネリア軍から奪だつ回かいした手際、そして今がそうであるように、いかなる手段を用いたかはわからないが、ドルクス将軍をも含ふくむ国家の重鎮たちをまとめあげ、自らが王たらんことを認めさせた統率力。


　だが、カルレーン個人としては、到とう底てい素直に承しよう諾だくできない。まず、国王が亡くなったばかりだというのに、こんな話をするのはあまりにも不義理だと思えたのだ。少なくとも喪もが明けるまではこんな議論はすべきではない。


　それに、ハインツを殺害したのはフィリップではないかという疑惑は未だ解消されていない。状じよう況きよう証しよう拠このみの疑惑に過ぎないとはいえ、もしそれが真実だとすれば王族殺しを次の王にしようとしていることになる。それではベルセルム四世に対し、あまりに申し訳がない。


　一方、もしこの要求を断わればどうなるか。一つ確かなのは、将軍として軍を管かん轄かつし、なおその上にこれほど多くの重鎮の支持を得ているフィリップを止めることはできないだろうということだ。自分一人が反対しても、道は見えている。


　結果的に、カルレーンはこう返事するしかなかった。


「……分かった、私も貴公を支持しよう」


　今声高に反対すれば、自分の影えい響きよう力を失いかねない。ひとまずはフィリップを支持し、時間を稼かせぎつつその為ひとと人なりを見極め、然る後あらためて手を打つべき──そう判断したのだった。


「感謝する。さすがはカルレーン侯、物事の道理をよく理解していらっしゃる」


「ただし、二つ問題がある。まず、いくら状況が状況とはいえ、外と様ざまである貴公が王となれば相当な反発が予想されるということだ」


「さもあろう。だが、それについては誰が王になろうと常につきまとう問題だ。となれば、少なくとも軍部と大臣から充じゆう分ぶんな支持を得ている私こそが適切だと思うが」


「……確かに」


　フィリップの正しさは、認めざるを得なかった。


「それからもう一つ。二人の家族を相次いで亡くされたクラウディア王女殿下の承諾が得られるかどうかだ」


「それについても問題ない。私と殿下は幼い頃ころよりの仲であるし、これから誠心誠意説得するつもりだ。聡明な殿下のこと、必ずやご承諾いただけるだろう」


「……だとよいが」


　これから、自分は難しい舵かじ取とりを強いられることになるだろう。カルレーンはそう感じていた。


　フィリップに名君たる素質があるのならば仕方ない。クラウディアと国民、その双そう方ほうを幸福にすることができるというのなら、自分も国務大臣として尽つくすべきなのだろう。


　だが、もしそうでなければ──。今度は逆に、早々にフィリップを王の地位から引きずり下ろさねばならない。準備はしておかねばならなかった。


　しかし、もしフィリップを王の地位から引きずり下ろすことになったとして、何なん人びとをその後任にあてればよいのか。悩なやみは尽きそうになかった。





　　　　　４





「なぜだ……!?　なぜ兄上に続き、父上までもこんなことに……！」


　自室へ戻もどっていたクラウディアは、侍じ女じよシオーネの胸に抱いだかれて泣きじゃくっていた。


　兄の死だけでも耐たえ難い悲しみだったというのに、そのたった三日後に、今度は最後の肉親までも亡くしたのだ。


　これで家族はいなくなってしまった。悲しみとそして圧あつ倒とう的てきな孤こ独どく感が、クラウディアを襲っていた。


「お泣きください。今はせめて気が済むまでお泣きください。いつまででもお付き合いいたしますから」


　もしこのとき傍そばにシオーネがいなければ、クラウディアは父の後を追うことすら本気で検討していたかもしれない。今やこの城でたった一人の味方かもしれないシオーネの胸の中で、クラウディアはいつまでも泣きじゃくった。


　あるいは、もしこの場にアレスがいれば、いつまでも泣き顔など見せておらず、王女として何らかの行動を取っていたかもしれない。だが、一番傍にいて欲しいはずのアレスは、兄の死の場面に居たにもかかわらず、その場から逃にげ出し、今も行ゆく方えはようとして知れないという。


　アレスが兄を殺あやめたとは思えない。だが、だとしたらなぜアレスが逃げる必要があるのか。まるでアレスに裏切られてるような気がしてならず、そのこともまたクラウディアを悲しませる一因となっていた。


「これでわたしは……一人になってしまった。母上も兄上も、父上ですらわたしを置いて逝いってしまった……」


「わたしはいつまでもクラウディアさまと一いつ緒しよです。決して離はなれません。ですから、どうか……」


「うう……。シオーネ……」


　シオーネもがもらい泣きする形となり、二人は涙なみだを流したままいつまでも抱だき合あっていた。


　やがてそんな状況に変化が訪れる。


「殿でん下か。面会を希望している方がおられるのですが……」


　部屋の外から、警護の近衛騎き士しの声がした。


「今は帰ってもらってください。クラウディアさまが今どのような状況にあるかはご存じのはず」


　シオーネが間かん髪はつを入れずに言い返す。


「し、しかし……」


「よい、シオーネ。王女としての責務は果たさねばなるまい。通せ」


　助たすけ舟ぶねを出したのは、未だ涙なみだ声ごえのクラウディアだった。


　クラウディアには分かっていた。こんな状況である。相手がよほどの人物でない限り、面会など護衛たちが追い返していたはずだ。にもかかわらず、彼らはそうしなかった。恐おそらく、よほどの人物がよほどの用を携たずさえてやってきたのだろう。父が亡くなったとはいえ、いや、父が亡くなったからこそ、王女としての責務を疎おろそかにすることはできなかった。


「失礼いたします、クラウディア王女殿下」


　入ってきたのは、誰だれあろうフィリップだった。トゥールスレン城じよう砦さいから連れ出されて以来、嫌きらわれている自覚でもあったのかまったく顔を出さなかったフィリップが、この状況でやってきたのである。恐らく、ロクでもない話を持ってきたに違ちがいないと、クラウディアは心の中で身構えた。


「この度の不幸、なんと申し上げればよいか──」


「前置きなどよい。何用だ、フィリップ」


　泣なき腫はらした顔のままだったが、フィリップを強い視線で見み据すえる。


「は。ではまず、お人ひと払ばらいを願います」


　隣となりでシオーネの体が硬こう直ちよくしたのが分かった。


「シオーネは我が姉にも等しい存在だ。人払いをする必要はない」


「よく承知しております。ですが、これは国家の大事にかかわること。シオーネどのは信しん頼らいの置ける方かもしれませんが、一いつ介かいの侍女には変わりありませぬ。私情で判断するのはいかがなものかと」


　大切なシオーネを一介の侍女呼ばわりされては心こころ穏おだやかではいられない。しかし一方で、フィリップの主張はあまりにも正論だった。だからこそシオーネが次のような発言をしたとき、止めることができなかった。


「クラウディアさま。わたしは隣りん室しつに控ひかえております」


「……すまぬ」


　シオーネが黙だまって部屋を出て行く。


「これで望み通り二人きりだ。さあ、何が言いたいのだ」


「は。では率直に申し上げます。私と婚こん約やくして頂きたいのです」


「…………」


　あまり驚おどろかなかった。


　王たる父と、次代の王たる兄が亡くなったのだ。次の王は、自分が女王になるという選せん択たく肢しを除去すれば、自分の夫か、あるいは将来自分と夫の間に生まれることとなるであろう男児ということになるだろう。誰かが婚こん姻いんの話を持ちかけてくることは充分に考えられた。その一人がフィリップであったとしても、まったく不思議ではない。


「それはつまり、おまえが我が夫となることでこの国をまとめると、そういうことか？」


「その通りです。今年相次いで行われた戦による混乱は、まだ各地に残っています。陛下亡き今、一刻も早く新たな王を立て国をまとめねばなりませぬ」


　正論であった。確かに今この国に政治的空白は許されない。


「付け加えますれば、クラウディアさまにおかれましても、ご家族を相次いで亡くし、さぞご寂せき寥りようのことでしょう。それゆえ今後は私が家族になって差し上げます。お父上や兄上の代わりに、私を頼たよって頂ければよいのです」


　ぞっとする話だった。


　兄や父と同じように信頼の置ける存在など、この世にはたった一人しかいないのだ。そしてそれは、もちろんフィリップではない。


「……おまえの判断はもっともだ。確かにわたしは速やかに夫を見つけ、その夫をこそ次の王とすべきかもしれぬ。だが、いささか早計ではないか？　おまえ以上の適任者など、探せばいくらでもいるだろう」


　クラウディアの皮肉に、フィリップは目を細めた。


「たとえば……アレス卿きようですか」


「……否定はすまい。アレス卿の戦功が大であるところ、何人にも否定はできぬ。混乱したこの状況を打破するに、アレス卿の武勇と名声は軽視できまい」


「確かに。しかしアレス卿は王太子殿下の死に立ち会っておきながら、依い然ぜんとして姿を現しておりませぬ。中には王太子殿下を殺害したのはアレス卿ではないかと半ば公然と主張する者もいるのです。とても彼を王位に据すえることは叶かないますまい」


「ただ兄上が亡くなった場に居合わせただけではないか、それでは何の証しよう拠こにもなるまい。それに口べたなアレス卿のこと、申し開きができぬと戸と惑まどっているがゆえに姿を見せられぬだけかもしれぬ。大体、ファノヴァール家の忠義ぶりは誰もが知るところであろう」


「ですが、王太子殿下の御おん身みを貫つらぬいた剣けんがアレス卿のものであることは明白なる事実です。それでもまだアレス卿が無関係であるとお思いなのですか？」


「…………」


　クラウディアは沈ちん黙もくを余よ儀ぎなくされた。確かに、疑いを差さし挟はさむ余地はあるのだ。


　ややあって、


「……フィリップ、頼たのみがある。兄上の体を貫いたというその剣、わたしに見せてくれぬか」


「お安いご用です。その目でご確認されるのが一番でしょう」


　部屋を退出したフィリップは、間もなく一ひと振ふりの剣を持って現れた。


「どうぞ、ご覧ください」


「…………」


　無言のまま、剣を受け取る。


　証拠を汚よごさぬためか、布に包まれた剣。だが布の隙すき間まから、血ち糊のりが見える。最愛の兄の血である。


「アレス卿と親しかったクラウディアさまなら見覚えがあるかと」


「……確かに、これは間ま違ちがいなくアレスの剣だ」


「そうです。これで、アレス卿が無関係ではないとご理解頂けたはず──」


　そこで、フィリップは戸惑ったように言葉を途と絶だえさせた。


　無理もない、とクラウディアは思った。このときクラウディアの顔に浮うかんでいたのが、戸惑いや苦く悩のうといったものではなく会心の笑みであったためだろう。


「ふっ。はっはっは！　詰つめを誤ったなフィリップ！　たとえアレスが兄を殺あやめたのだとしても、決してアレスはこの剣では人は殺さぬ！」


「……どういうことですかな？」


　フィリップの顔から感情が消えた。


「この剣は確かにアレスのもの。見間違いようもあるまい、なぜならかつてわたしがアレスに授けた剣だからな。フィリップ、気付いているだろう、この剣には刃はがないことに。それがなぜか分かるか？」


「……いいえ」


「戦場で騎士が剣を振ふるうはやむを得ぬこと。だがこの剣を身に着けている限り決して慈じ悲ひの心を忘れるなと、それゆえ刃を潰つぶしたこの剣をアレスに渡わたしたのだ。そしてアレスはこの剣を左手に持つようになり、決して人を殺めることはしなかったのだ。分かるか、アレスは確かに多くの人を殺めた。だが、この剣で人を殺めたことは、ただの一度もないのだ。これまでも、これからもな」


「……何かの拍ひよう子しに、たまたま間違えたのかもしれませぬ」


　その解かい釈しやくは、あまりに苦しかった。フィリップにもそれが分かっているのだろう、口調には自信が欠けていた。


「ふふふ、どうしたフィリップ。先ほどまでの余よ裕ゆうぶった態度はどこへいったのだ？　さすがに自分でも無理のある論理だと分かっているのだろう。わざわざ刃のついていない剣で人を殺さねばならぬ理由がどこにあるというのだ」


「…………」


「おまえの態度でわたしは確信を抱いだいたぞ、兄上を殺めたのはアレスでは有り得まい。そうなると当然、兄を殺めたのは誰かという疑問が出てくる。殺人を犯すには動機が必要だ。たとえば、兄上が亡くなった今、もっとも大きな利益を得ようとしているのは誰であろうな？　いっそ兄上が亡くなった折、おまえがどこで何をしていたのか徹てつ底てい的てきに調べてみるとしようか。さすればおまえとアレス、どちらが王にふさわしいかも分かるであろう」


　反論の余地を失ったのか、フィリップはしばし押おし黙った。


　だが、クラウディアはなお一層の警けい戒かいを余儀なくされた。フィリップは窮きゆうするどころか、さも愉ゆ快かいそうに笑い始めたためである。


「ふっふっふ、まんまとしてやられたというわけか。クラウディア、父を失ったばかりだというのにその気き丈じような態度……大したものだ。さすがは我が妻となる女だ」


「本性を現したか。いや、現さざるを得なかったというべきであろうな。こうなった以上、分かっておるなフィリップ。貴様との婚姻など承しよう諾だくできるわけもない。今すぐわたしの前から消えるがいい」


「残念ながら、そうはいかぬ」


　クラウディアは思わず身構えた。フィリップの表情に、再び先ほどと同じような笑みが戻もどったためだ。なんと邪悪な笑みであることか。フィリップは一体いつからあのような表情をするようになったのか、思わず疑問を抱いたほどだった。


「できればこの手は使いたくなかったが……やむを得まい。知っているか、クラウディア。現在アレスの所領レストニア領には王国軍の一隊が駐ちゆう留りゆうしているということを」


「……知らぬ。それがどうしたというのだ？」


「覚えておくがいい。もし私が命令を出せば、いつでもレストニア領は反逆者の本ほん拠きよとして灰と化すということをな」


「な、なんだと!?」


　今度は、クラウディアが窮する番だった。


「卑ひ怯きような、貴様騎き士しとしての誇ほこりはないのか!?」


「誇りなどどうでもよい。そのようなもの、あなたを我がものとできるなら喜んで捨て去ろう。私は知っているぞ、かつてファノヴァール伯はくの所領レストニア領は、反乱軍に攻こう撃げきされ、大きな被ひ害がいを受けた。そしてそのとき、ファノヴァール伯は守るべき故郷の地を私用で離はなれていたことから、大きな非難を受けることとなった。それはあなたがアレスにそう命令したからだそうですな。とある貴族の横暴を止めて参れ──とな」


「な、なぜそのことを……！」


「私をみくびって頂いては困るということです。さて、いかがなされますか王女殿でん下か。私の伴はん侶りよとなり、この国を立て直すべく協力して頂けますか。それともあなたに忠誠を誓ちかい、身命を捧ささげた騎士の故郷を二度に亘わたって焼やき払はらいますか？　私はどちらでも構いません、どうぞお好きな方をご選せん択たくください」


「…………」


　クラウディアは無言のままフィリップをにらみつけた。自分の視線に人を殺す力がないことを心底残念に思う。


　悪あく魔まの強いる選択というものは、まさしくこういうものなのだろう。片や兄を殺したかもしれない相手に身も心も捧げねばならず、片や愛した男の故郷を灰にしなければならないというのだ。


　だが、道がその二つしかないというのであれば、クラウディアの選ぶ道は決まっていた。


　このとき、クラウディアの目からまた涙なみだが一ひと滴しずくこぼれた。もっとも、その涙だけは父や兄を失った悲しさから流したものではない。


「……分かった。わたしはおまえの妻となる。だからレストニア領を──いや、この国の民をむやみに害すことはしないと誓え。それが条件だ」


「喜んで承諾しよう、クラウディア。いや、未来の我が妻よ。では私は失礼する。事が定まった以上、話をつけておかねばならぬことがあまりにも多いのでな」


　やがてフィリップが部屋から出て行くと、クラウディアは枕まくらに顔をうずめた。誰だれも見てはいないにもかかわらず、泣き顔を隠かくすために。


「アレス……。おまえは一体どこで何をしているのだ……？　わたしが、困っているのだぞ。わたしが、泣いているのだぞ……。早く助けに来ぬか、この馬ば鹿か者ものめ……」
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　一方、クラウディアに婚こん姻いんを承諾させたフィリップであったが、その顔に歓かん喜きの欠かけ片らは一つたりとも見出すことはできなかった。


　城の廊ろう下かを不ふ機き嫌げんそうな顔をして歩く。そして、周囲に人の気配がなくなると、一人呟つぶやいた。


「パンドラ」


《何用かな》


　少女の形をした黒い精せい霊れいは、すぐさまフィリップの真横に舞まい降おりた。


「知れたことだ。なぜ教えなかった？　アレスの剣の秘密を。確かにアレスの剣は二本あった。私が盗ぬすんだ剣に、あのような由来があったことをどうして教えなかったのだ」


《答えは簡単だ。訊きかれなかったからだ。そして教える必要はないと、我が黄たそ昏がれの主が判断したからだ。汝なんじが我に尋たずねたことは、アレスの剣を盗み出す方法だ。我は忠実にその手伝いをした。それだけのこと》


　フィリップは舌打ちした。


「それがおまえのやり方というわけか。事はどうにか進んでいるからよいが、しかしこのままではクラウディアめ、アレスへの想いを断ち切りそうにないではないか」


《それぐらいは汝の甲か斐い性しようでどうにかするのだな。だが案ずることはない、我が汝に噓うそをつくことは有り得ぬ。それだけは今後も変わらぬ事実よ》


「よく覚えておこう。今回は騙だまされた私の方が愚おろかだったということにしておく」


《よい判断だ。別に構わぬではないか、結果的にベルセルム四世は汝が盛った毒によって亡くなったのだし、クラウディアは汝との婚姻を承諾したのだ。これで不満などあろうはずもあるまいて》


　そう言い残し、パンドラの体は石造りの天てん井じように消え去った。


　フィリップはもう一度舌打ちしたが、前方に城勤めの侍じ女じよの姿が見えたため、慌あわてて表情を引き締しめた。
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　王国暦れき八十三年第十の月六日のことである。


　この日、ベルセルム四世とハインツ王太子の葬そう儀ぎが行われた。


　だが、ある事実を知らされ、人々は耳を疑うこととなる。喪も主しゆを務めるのが、フィリップ将軍だというのだ。


　もちろん列席者の中には喪も服ふくに身を包んだクラウディア王女の姿があったが、彼女という血族を差し置いて、なぜ外様のフィリップが喪主を務めているのか。人々はまずその疑問を抱き、次にフィリップの姿を見て驚おどろくこととなる。


　フィリップが、全身を漆しつ黒こくの甲かつ冑ちゆうに包んでいたためである。


　喪主が騎士とあらば、甲冑を着込んでいてもおかしくはない。喪服の代わりであるならば、色が黒いこともおかしいことではない。


　にもかかわらず、人々は不ふ吉きつな予感を抱かずにはいられなかった。涙の一滴すら見せず、淡たん々たんと葬儀を取り仕切る漆黒の騎士の姿が、あまりに異様だったためである。
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　このとき葬儀に出席した貴族たちの中に、ルノアという少女がいた。


〈諸しよ侯こう連盟〉の副盟主を務めるルノーブル侯こう爵しやくの三女である。年ねん齢れいは十六、顔つきはまだまだ子供っぽさが抜ぬけきってはいなかったものの、目つきなどはかなり大人びており、その流し目を受けた十代の男たちは、彼女に声をかけずにはいられなかった。特に、体の線はクラウディア王女あたりとは比べものにならないほどで、年齢に見合わぬ豊かな胸などは、やはり若い貴族の男たちの注目の的だった。もっとも、これまでのところルノア自身の目に適った男はおらず、異性とは手を握にぎったことすらなかったが。


　そのルノアもまた、喪主の名を聞いて驚いた一人であった。


「フィリップ……。あれがそうですの？」


　その名だけは何度か聞いたことがある。最年少で将軍の地位に就き、激戦の末北の軍勢を蹴け散ちらしたという武人の名である。しかし、一方で妙みような噂うわさも多い。将軍の地位に就くにあたっては、親の威い光こうを利用したのだとか、北との戦いでも功を焦あせって多くの兵を死なせたなどだ。


　何よりフィリップは、自分の許いい婚なずけとなっていたらしい存在なのだ。父ルノーブル侯こうと、先日急死したディルヴィレン侯の間でそんな話が進んでいたらしい、もっとも、ルノアとしてはそんな黒い噂のある人物との婚姻などまっぴらだったのだが。


「面白そうな殿との方がたではありませんか」


　しかし、ここにきてルノアは考えを変えようとしていた。


　人々から様々な思おも惑わくのこもった目を向けられても、その異様な漆黒の鎧よろいで身を守っているかのように、淡々と葬儀を続けているフィリップ。その顔は、想像していたよりはるかに切れ者に映った。これまでルノアの周りにいた男といえば、親の財産にすがってしか生きることのできないひ弱な連中ばかりだった。だがフィリップはどうか。ふてぶてしいまでに堂々とした態度、よからぬことを考えていることを隠そうともしない陰かげのある顔つき。ルノアの父ルノーブル侯は温厚で物静かで、ようするにつまらない父だった。だからこそなおさらルノアにはフィリップが新しん鮮せんに映ったのだ。ああいった男こそ、自分の夫に相ふさ応わしいのではないか。ああいった男こそ、自分の人生を豊かにしてくれるのではないか。
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　そしてついにルノアは決心をし、葬そう式しきの最中でありながら父に申し出ることとなる。


「お父さま。北との戦争が終わったばかりのころ、わたくしに言ったことを覚えていらっしゃいますか？」


「ん？　何のことだ？」


「ほら、わたくしがフィリップさまの許婚になるという件です」


「ああ……。いや、あれはもうよいのだ。あのような男の嫁よめになどならずともよい」


「お断り申し上げますわ」


「へ……？　な、なに？　どういうことだ？」


「わたくし、一目ぼれしましたわ、あの方に。面白そうではありませんか、王女殿下を差し置いて喪主を務めるような方が、今後何をするかなどと」


「何を言っているのだ！」


　葬儀の最中に、ルノーブル侯のその声はやや大きかった。


　人々の視線が集まっていることに気付き、慌てて謝罪しつつ、声を小さくして諭さとすように続ける。


「危険過ぎる、もしフィリップに何か野望があったとして、それを実行に移すことがあったとしても、成功するとは限らぬのだ。もしそのときフィリップの傍そばにいれば、おまえにまで害がおよぶことになるのだぞ！」


「ですが逆に、もしフィリップさまが今後栄達なされば、我が家もまた共に繁はん栄えいを極めましょう」


「そ、それはそうだがしかし……」


「お父さま、わたくしはルノーブル侯爵家の三女に過ぎません。わたくしをフィリップさまに近づけ、利用できるときは利用し、邪じや魔まとなればわたくしごと切り捨てて下さればいいのです。そうすれば今後王国がどうなろうと、我がルノーブル侯爵家は安あん泰たいというものです」


「馬ば鹿かを言うな！　大事な娘むすめを簡単に切り捨てることなどできるか！」


「ですが、もうこれは決めたことですの。どのみち、わたくしもいつかは会ったこともない誰かと結ばれねばならない身なのです。ならば少しでも自分の気に入った相手のところに嫁とつぎたいものですわ」


　ルノーブル侯は、しばし考え込んだ後、諦あきらめたように首を振ふった。


「……分かった。おまえの人生だ、そう望むならば好きにするがよい」


　ルノーブル侯がそう答えたのには理由があった。たとえルノアの方がそう望んだとしても、フィリップの方が受け入れることはないと考えたためである。
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　一方このころ、ようやく病気の癒いえたジェレイドは、城じよう塞さい都市オルガスタからやってきた行商人を迎むかえていた。彼はオルガスタに滞たい在ざいしている部下オリビアの命でこの城じよう砦さいへやってきたのであり、彼が到とう着ちやくしたおかげで、ようやくジェレイドはトゥールスレン城砦からクラウディア王女が奪だつ還かんされた経けい緯いを知ることが出来たのである。


「王国軍にあの地下通路の存在を、知られていたというのですか……！」


　商人の報告はジェレイドを驚かせた。


　にわかには信じ難い話ではあったものの、ジェレイドとしてはそれで合点がいった。


　地下通路の存在は、城砦の存続にかかわる重要な機密である。厳重に秘ひ匿とくしてきたつもりではあったが、人の口に戸は立てられない。どこかで存在を知られてもおかしくはない。


　もし城砦が包囲されたとなれば、その通路から王女を連れ出せと指示してあったのだ。その出口で待ち構えられれば、なすすべはなかっただろう。


　だが、その報告すら前座に過ぎなかった。トゥールスレン城砦からの使者は、強こわ張ばった顔で続けた。


「さらに、情報があります。なんでもハインツ王太子が殺害されたとのこと。しかもその容疑者とされているのが、ファノヴァール伯はくアレスだという話なのです」


「……へ？」


「それだけではありません。息むす子この死を知ったベルセルム四世は病に伏ふせ、今月四日に崩ほう御ぎよなさいました。先日その葬式がなされましたが、その喪主を務めたのがディルヴィレン侯爵家を継ついだフィリップ将軍であり、しかも国王の喪もが明け次第、クラウディア王女との婚こん儀ぎが行われるとの噂です」


「……ははは、ご冗じよう談だんを」


　ジェレイドは思わず苦笑していた。その情報が、あまりにも常じよう軌きを逸いつしていたからである。とてもではないが冗談としか思えない。


　しかし、商人はジェレイドのそんな反応を予期していたかのように冷静さを装って告げた。


「信じられないのも無理はありません。ですが、すべて真実です」


「……え？　えええええ!?　本当に!?　本当に王族が二人も亡くなったというんですか!?」


「はい」


「そんな馬鹿な！」


　ジェレイドの反応は至極真っ当なものだった。ジェレイドと同じような反応は、ベールセール王国は元より近きん隣りん諸国内でも無数に起こったほどである。


「……いえ、事実というなら目を背けても仕方ありませんね」


　ジェレイドはどうにかその報告を呑のみ込もうとした。もっとも、それは容易なことではない。


　大体、ハインツ王太子が殺害され、しかもその容疑者がアレスというのは一体どういうことか。アレスが王家に海よりも深い忠誠を誓ちかっていることは知っている。そのアレスが王太子を殺害するなど考えられない。


「……いや、そうでもありませんか」


　あの戦うことしか能のないアレスのことだ。何らかの陰いん謀ぼうに巻き込まれたとしても不思議ではない。しかし、一体どんな方法を使えば一国の王太子を殺害し、しかもその罪を他人に着せることができるというのか。


　それに恐おそろしいのはフィリップだ。


　フィリップはジェレイドの計略によってディレニア軍に敗北し、所在はおろか生死すら不明の状じよう況きようにあった。それがいつの間にか返かえり咲ざき、それどころか次の王になるという。


　若くして将軍となったフィリップが、相当な野心の持ち主であったことは知っている。しかし、この急激な擡たい頭とうぶりは異常という他ない。外様に過ぎないフィリップが、一体どうやって反対派を黙だまらせ次の王になどなれるというのか。


　──どこかでよほど優ゆう秀しゆうな参さん謀ぼうでも見つけたんですかねえ。


　今は情報が少なすぎる。その程度までしか想像できなかった。


　いずれにせよ、王国の実権をあのフィリップが握ったとなれば厄やつ介かいなこととなるだろう。あの生きつ粋すいの貴族が、自分たち農民と対等に接してくれる可能性は極めて低いと見るべきだった。


　ジェレイドは眼め鏡がねをかけ直した。


「どうやら、準備が無む駄だになることはなかったようですね」


　ジェレイドはあらゆる状況に備えて手を打たなければ気が済まない性分だった。当然のように、ボルネリア軍とベールセール王国とが再び決けつ裂れつするという事態も想定していた。


　対たい抗こう手段も講じてある。ようは王国軍に侮あなどられることのない力を備えておけばいいのだ。そのためには──王国の経済の中心地、城塞都市オルガスタを確保すればいい。


　そしてもう一つ。フィリップと、あのアレスとの仲は恐らく良好とは言えない状態となるだろう。そこには間ま違ちがいなく空くう隙げきが生じるはずなのだ。


　この状況を利用できれば、アレスをこちら側の駒こまとすることができるかもしれない。アレスの力があれば、フィリップとの間に戦いが生じた際、どれほど有利になることか。


　あるいは逆に、たとえば王太子殺害の犯人としてアレスの身をフィリップに引き渡わたせば、ボルネリア軍の安全を確保することもできるかもしれないのだ。


「どうやら、アレスを捜さがす必要がありますね。王国軍よりも早く」





　　　　　７





　深夜のことである。


　葬そう儀ぎをすべて終え、静かになった王城に、一人漆しつ黒こくの鎧を身にまとったままのフィリップの姿があった。


　視線の先には、今や誰だれも座る者のいなくなった玉座がある。


　フィリップは、間もなく自分のものとなるであろうその玉座に腰こし掛かけた。


「ふむ、悪くはないな」


　さすがに国王の喪も明けていない現状では人の目を憚はばかって座ることはできないが、今なら話は別だ。こそこそと人の目を避さけるがごとき行動はフィリップの嫌けん悪おするものだったが、今はもう一つ、一人になって確認しておきたいことがあったのだ。


「……パンドラ」


《何用かな》


　名を呼ぶと、即そく座ざに精せい霊れいの形をした少女が浮うかび上がった。玉座の前、臣下が膝ひざを突つく位置に。


「ぬ……？」


　フィリップは驚おどろきを隠かくせなかった。パンドラの衣服が以前と様変わりしていたからだ。漆黒の黒から、真紅の赤へと。


《何を驚くことがある？　これが汝なんじの望みだったではないか。汝もとうとうその座につくことになったのだからな、我もこの機に衣を替えてみたのだ》


「……なるほど。それが私の助言者として相応しい色ということか」


　苦笑してフィリップはパンドラの変化を受け入れた。


　真紅の赤。それを見れば、誰でもあるものを連想するだろう。すなわち、流血だ。手段を問わず王位につこうとしているフィリップには、まさしく最適な色合いだった。


《それで、今こ宵よいは我にいかなる用向きなのだ？　何なりと答えようぞ、未来の国王陛下どの》


　真紅のパンドラは、空中で優ゆう雅がに腰こしを折った。


「前から薄うす々うす感じていたことがあってな。ちょうどよい機会だ、そろそろ事の真しん偽ぎを知っておきたい。パンドラ、おまえはもしや、私と契けい約やくする以前はアレスと契約を交わしていたのではないか？」


　パンドラは、表情を変えなかった。


《希望とあらば答えよう。だが、その前にできれば聞いておきたいものだな。汝がそう考えるに至った根こん拠きよを》


「簡単なことだ。アレスは甲かつ冑ちゆうを着込んだ上で、二振ふりの剣けんを棒切れのごとく扱あつかっていた。おまえと契約を交わした今なら分かる。アレスは、この力を持っていたがゆえにそれが可能だったのだとな。それに、アレスはどのような苦境に落とされようと必ず立ち直ってきた。たとえば、あの男が私を含ふくめた上官の機き嫌げんを損ね、左さ遷せんされそうになったことは一度ではない」


　フィリップは吐はき捨すてるように続けた。


「だがあの男は、結果的にではあるが一度たりとも他者の思い通りになったことはないのだ。にもかかわらず、アレスは今、王太子殺害の容疑をかけられたというのに、なんら行動を起こそうとしない。すべてはおまえという存在を失ったがゆえ……と考えれば話が通るのだ」


　パンドラは微び笑しようした。


　何度も見せつけられた、見た目の年ねん齢れいに見合わぬ蠱こ惑わく的な微笑だ。


《なかなか見事な推察だ、我が契約者よ。もっとも、その程度の推察が出来るからこそ我が契約者となることを認めたのだがな》


「答えになっておらぬぞ。つまり、私の推察は的を射ているということだな？」


《その通りだ。汝と契約を交わす前まで、我はアレスと共にあった》


「そうか。やはりな。つまり、おまえはアレスとの契約を解除した上で、私と新たな契約を交わしたのだな？」


《否定はすまい。それが答えだ》


「ではそれを踏ふまえ、もう一つ教えてもらおう。私にとっては重要なことだからな、確認しておきたい。アレスはおまえとの契約が解除されたことで、二本の剣を軽々と操る力を失ったのか？」


　パンドラの顔に、あの少女らしからぬ笑みが浮かんだ。目を細め、唇くちびるを卑いやしく歪ゆがめるあの小こ悪あく魔まの笑みだ。


《答える前に、試みに問うてみたい。もし我がアレスに与あたえた力がなくなったと言えば、汝はどうするのだ？》


「失望するな」


　間かん髪はつ入れずフィリップは答えた。


「アレスは私に何度となく屈くつ辱じよくを与えた私の敵だ。正々堂々とは言わぬが、対等の立場で殺してこそ我が屈辱も癒いえるというもの」


　パンドラは満足したように頷うなずいた。


《それでこそ我が契約者よ。では教えよう。古来、精霊が人と交わす契約は神聖なものだ。精霊の側が一方的に破は棄きすることは極めて困難なのだ》


「ほう。ではつまり、アレスとの契約は破棄されておらぬということか？」


《それについては答える義務がない。だが、一つだけ教えよう。我はアレスとの契約を、一部ではあるが一方的に破棄した。それが許されたのは、相応の代だい償しようを支し払はらったからだ》


「なるほど、違い約やく金きんということか。つまり──」フィリップは目を細めた。「アレスの強さは、そのままだということだな？」


《その通りだ。我われが汝やアレスと交わした契約は、我を助言者として受け入れること。与えた力はその代償でもある。そして我はアレスの助言者という立場を一方的に放ほう棄きした。その上でアレスに与えた力を奪うばうことはできぬ。もっとも、今のアレスはそのことに気付いてはおらぬがな。我との契約を解除され、力もまた失ったものだと思い込み、人と会うことを恐れ、乞こ食じきのごとき日々を送っておるところだ》


「ほう。いい様だと言いたいところだが……それではいささか拍ひよう子し抜ぬけに過ぎるな」


《案ずるな》と、パンドラは再び微笑した。《汝がそうであったように、我は資格を持つ者としか契約を交わさぬ。この程度で再起不能となるような者と契約を交わした覚えはない。心しておくがいい、必ずやアレスは汝の前に立たち塞ふさがるぞ。そう遠くない内にな》


「望むところだ」


　フィリップは頷いた。


　そして、なぜパンドラが自分のもとへ現れたのか、その理由の一いつ端たんを知る。


　この精霊の目的は、恐らく混乱だ。


　パンドラはアレスに力と名声を与え、然る後に自分のもとへとやってきたのだ。自分にもまた、力と権力を与えるために。それは何のためか？


　手がかりはある。パンドラは、アレスの剣の秘密を教えてくれなかった。そのせいでクラウディアはアレスの無実を信じ込み、フィリップの目論見はわずかながら修正を余よ儀ぎなくされた。考えてみれば不可思議な話だった。自分の力になると言ったパンドラが、なぜそのようなことをしたのか？


　考えられることは一つ。自分とアレスとを互たがいに争わせようとしているのだ。


　黄たそ昏がれの主とやらの真の目的は分からないが、決して真っ当な存在ではないことは容易に予測できる。


　だが、実のところフィリップにとっては些さ事じに過ぎなかった。いかなる相手であろうと、あのアレスと対等の立場で雌し雄ゆうを決する機会を与えてくれたのならそれで構わない。その後、もし黄昏の主とやらが敵対することになるというのであれば、打うち倒たおすまでである。





　　　　　８





　アレスは、未だ野にあった。


　もはやなぜ未だ生きていられるのか、本人にも分からなかった。ただ恐きよう怖ふ心しんから人里から遠ざかり、街道から遠ざかり、そして本能の赴おもむくまま食べられるものならなんでも食べ、どうにか生きてきたのだ。


　王国軍の陣じん地ちを離はなれてもう半月以上は経過しているはずだった。途と中ちゆうから日数を数えることすら億おつ劫くうになってしまったため、正確なところは分からない。


「…………」


　疲つかれ果て、汚よごれ果て、草の中に身を横たえたアレスの今の姿には、英えい雄ゆうと呼ばれた頃ころの面おも影かげは微み塵じんもなかった。かつては上質だった貴族の服も、今では乞食がまとうボロと変わりない。


「私は、何をやっているんだろうな……」


　声に出して自問する。久しぶりに出した声は、自分のものとは思えないほどにかすれていた。


　──このまま、私は死んでしまうのだろうか。


　このところまともに食事もしていない。安心して眠ねむれた日もない。それゆえだろう、体にはかつて感じたことのないほどの疲ひ労ろうが溜たまっていた。


　あるいは、いっそこのまま死ぬのもいいと思うことさえある。死が怖こわくてすべてから逃にげ出した身ではあるが、戦いを行う力を失った今の自分は、全人生を否定されたも同然なのだ。ならばもう生きている意味などどこにもない。


「もう、疲れたな……」


　アレスは目を閉じた。木々の隙すき間まから降り注ぐ陽の光が今は煩わずらわしい。このままずっと横になっていれば、きっとすべての悩なやみから解放されるだろう。


　だが、運命を司ると言われる蒼神ラクリナースは、未だアレスに休息の時を許さなかった。


　不意に、がさがさと音がした。


　少し前ならば、それが自分の命を狙ねらう暗殺者の立てた音だとでも考え、慌あわてて逃げようとしただろう。だが、今は違ちがう。こんな森の中だ、恐おそらく獣けものの類だろう。それに、たとえ暗殺者の類であってももう構わないとさえ思う。


「え……」


　だが、薄うす目めを開けたアレスの視界に入ってきたのは、獣でも暗殺者でもなかった。


　──パ……パンドラ!?


　自分を裏切った助言者の名が、まず浮かんだ。それほどに、目の前に現れた幼い少女はパンドラに似ていたのだ。


　年齢は十に満たないだろう。小さな体に長い髪かみ、そして大きな瞳ひとみや小さな顎あご。


　だが、当たり前ではあったがパンドラではなかった。地は足についていたし、長い髪はほつれ放題で、服は自分と同じように浮ふ浪ろう者しやと見み紛まがうほどにぼろぼろだった。さらに、その首にはどういうわけか革製の首輪が巻きつけられている。


　何より、少女の瞳にはあの小悪魔のごとき悪意がこめられていなかった。それどころか、その目から読み取れる感情は、恐らくパンドラにとってもっとも縁えん遠どおいもの──怯おびえだった。


「君は……？」


「…………」


　声をかけずにはいられなかった。








　しかし返答はない。少女は感情のこもっていない怯えた目で、じっとアレスを見つめ続けるだけだった。
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　筆者の世代で『ファンタジー』と言えば、真っ先にあがるのは間違いなく水みず野の良りよう先生の『ロードス島戦記』だと思います。


　筆者も自分で本を──マンガではなく文庫本を──買うようになったきっかけを作ってくれたのがまさにロードス島戦記という作品であり、当時中高生だった筆者はそれがきっかけとなって「こういうファンタジーを書いてみたいなあ」と思うこととなりました。





　しかし家族と暮らしていると、小説を書くなんて行為は結構敷しき居いが高いものです。思春期の中高生が隠し持ついけない本と同じで、もし書いた原稿を家族にでも見られた日には自分で穴掘って埋まるしかありません。


　ですが、そんな折。大きな変化が訪れました。ウインドウズ95が発売され、空前のパソコンブームが到来、筆者の家にもパソコンがやってきたのです。


　パソコンなら文章を書くのも編集するのも保存するのも簡単です。しかもああいう電化製品は、大人より子供の方が案外扱いに長たけてたりするものです。


　こうして、親の目を盗んではパソコンで小説を書く日々が始まったわけです。うまいことファイルを隠しながら。ＺＩＰに圧縮してパスワードまでかけて！





　しかし、ただの高校生にファンタジー小説なんてそうそう書けるものではありません。何しろ知識が足りないんです。ファンタジーの世界なら著者の好き勝手に設定ができるとはいえ、ある程度そこに合理性がないと書いててあっさり破は綻たんするんですね。たとえば、人一人が生きるために必要な麦の量、その量を産出するのに必要な農地の広さ、さらには一万人の兵隊を養うのに必要な民の数などなど……。


　仕方ないのでそういった部分はごまかして書くわけですが、そんな小説が面白いわけもなく、結果として黒歴史と呼ぶにふさわしい、中途半端を絵に描いたような作品ができあがるわけです。


　しかし幸いなことに、この経験はただの封印された黒歴史ということにはならず、少なくとも「ファンタジー小説を書くにあたって自分に足りない知識は何か」ということは分かりました。


　それから十年が経ちました。高校生には探すのが難しかった答えも、十年あればわりと見つかります。


　かくして当初の志より十年後。再び書き始めた作品が本書『火の国、風の国物語』シリーズだったりするわけです。





　つまり、水野先生なくしてこの作品は間違いなく存在しませんでした。


　そして今回、本書の帯にその水野先生の推薦文を頂けることとなりました。筆者がどれほど感激したかは、もはやとても言葉で言い表せるものではありません。この場を借りまして、心の底から御礼申し上げます。また、このご恩に報いるためにも、今後も精進していきたいと思います。





　長々と個人的な謝しや辞じを書いてしまいました。


　かといって、著者プロフィールにもありますが、あとがきで他に書けるようなネタも最近ありません。





　というわけで、今回のところはこの辺で次回予告をば。





　本巻は九巻です。ということは、当たり前ですが次は十巻です。十冊目、まさに節目です。


　さて、十巻の内容についですが、確か七巻辺りのあとがきで、九巻、十巻のサブタイトルはすでに決まってると書きました。十巻については、そのサブタイトルさえご覧頂ければ他に説明することはありません。


　すなわち、『英雄再起』です。


　というわけで、火の国、風の国物語第十巻『英雄再起』は七月ごろ発売の予定です。





　一人の少女が一つの願いを託すとき、英雄は再び立ち上がる。





　最近のアレス君にフラストレーションがたまってしまった皆様。（筆者もですが）


　是非ご期待ください。







師し走わすトオル


http://december.sblo.jp/










著者


師走トオル


●しわすとおる





物書き＝自営業というものは、とにかく仕事さえ終わっていれば休もうと思ったときに休めるため旅行などに行きやすいというのが数少ない利点です。しかし世間が連休とか冬休みだったりすると、逆になかなか旅行ができなくなります。宿代も交通費も値上がりしますし。さらにいえば、筆者はわりと実家がすぐ近くなので、帰ろうと思えば日帰りで済んでしまいます。というわけで今年も去年も一昨年も、いや、考えてみると専業作家になってからずっと、正月は家に籠もって仕事してた覚えしかありません。





……いや、こんな日々も慣れると楽しいんですよ。それなりに。











火ひの国くに、風かぜの国くに物もの語がたり９


黒王降臨





師し走わすトとオおルる
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